


　　　　　平成28年度「教育研究集録」刊行に当たって

　新学期を迎え，教職員の皆様方には，何かとお忙しい毎日をお過ごしの
ことと存じます。
  皆様方には，平素から公益財団法人日本教育公務員弘済会（日教弘）岡山
支部の諸事業にご理解とご協力をいただいていますことに，深く感謝申し
上げます。
  日教弘岡山支部は，教職員の皆様方が低廉な保険料で大きな保障の得られ
る教弘保険にご加入いただくことによる，提携会社のジブラルタ生命保険

㈱からの日教弘本部への契約者配当金などを事業資金として，教育振興事業（公益目的事業）や福祉
事業などに取り組んでいる公益財団法人であります。教職員の研究実践をまとめたすばらしい教育
研究論文や著書を表彰させていただくとともに，それらをまとめた研究集録を県内の教育関係者に
配付させていただくこの事業は，そうした教育振興事業の一つであります。
　本年度は，学校部門と個人部門，そして著書部門の計３部門で，県内の幼稚園，小学校，中学校，
高等学校，特別支援学校，中等教育学校及び教育行政機関に勤務する教育関係者等を対象にして，
教育研究論文等の募集を行いました。その結果，学校部門で９編，個人部門で20編，著書部門で２
編の合計31編のご応募をいただきました。
  本年度の教育研究論文の内容の傾向としては，次の改訂学習指導要領で校種を問わず求められる
アクティブラーニングの実践研究や，岡山県内はもとより各県でも力を入れている学力向上に向け
た授業の工夫の実践研究が多かったように思いました。
　今回，学校部門で最優秀を受賞された総社市立総社中央小学校の校長横山昌弘先生の論文は，「友
だちと心を通わせながら生き生きと学習する児童の育成〜思考の交流を促進する協同学習を目指し
て〜」と題した論文で，学習内容の深まりを目指し，協同学習における「思考の交流」に視点を当
てて，課題意識をもって主体的に取り組む授業を学校全体で進め，児童の学習の様子や学習アンケー
ト，学力調査などからその有効性を明らかにしたものです。また，個人部門で最優秀を受賞された
倉敷市立南中学校の指導教諭見尾美恵子先生の論文は，「『減災』をキーワードに，従来の防災学習
からの脱皮を図る取組」と題した論文で，今日的な課題である防災教育を，生徒がイメージ化しや
すいように，講師の講演を聞いたり，避難所訓練合宿を取り入れたり，学校行事と結びつけた体験
学習を取り入れるなどして，生徒自身の心が大きく揺り動かされ，減災意識が高まることはもとよ
り，地域貢献にも目が向きつつあることを，アンケートや生徒の感想などからまとめたものです。
  どちらの研究論文もたいへん素晴らしいもので，各学校園で是非とも参考にしていただきたいと
思います。このような優良以上の表彰を受けられたすばらしい研究論文や著書については，冊子に
まとめさせていただき，各学校園に配付させていただきます。これらのすばらしい研究実践などが，
県下の先生方の教育活動の中で生かされ，新たな課題の研究にも取り組んでいただき，各学校園で
すばらしい成果を上げられますよう願っております。
  論文審査は，岡山大学大学院教授  住野好久先生，元岡山県高等学校長協会長　山本近信先生を
はじめ，多くの先生方にお世話になりながら，厳正に行っていただきました。お忙しい中，審査を
いただきました先生方に厚くお礼を申し上げます。
　この冊子の終盤には，本年度の日教弘教育賞の全国最優秀論文も掲載していますので，教育研究
実践やまとめ方の参考等にしていただければ幸いです。
　
　平 成 2 9 年 3 月

公益財団法人  日本教育公務員弘済会岡山支部　
支部長　門　野　八　洲　雄 



巻　　　頭　　　言

－平成28年度の審査をふまえて－　　　　　　　

審査委員長（岡山大学大学院教育学研究科教授）　住　野　好　久　

新しい学習指導要領をめぐる議論が活発に行なわれた平成28年度。「学力」か

ら「資質・能力」へ，カリキュラム・マネジメントや新しい教育内容・教育方法の

提案など，新しい時代の担い手を育てるための学校教育の在り方が提起されました。他方，学校は「チー

ム学校」を組織しようとすればするほど多忙化が進んでしまうというジレンマの中，新しい課題に取り

組む意欲と希望が弱まってきています。今，何にこそ力を入れて重点的に取り組むべきかを見極め，近

視眼的にではなく，戦略的・組織的に教育活動に取り組むことが求められているのです。

　日本教育公務員弘済会の教育研究論文・著書への助成事業は，このような戦略的・組織的な教育活動

に取り組む先生方を励ます事業です。本誌に掲載されている教育研究論文は，経験と勘とコツでこれま

でと同様の教育活動を繰り返すのではなく，目的・目標と仮説を持って創造的に教育実践に取り組み，

その成果を冷静に分析することで実践を改善していく研究的教育実践の成果です。これらの教育研究論

文から，今どのようなことに力を入れて重点的に取り組めば，子どもたちを育て，教員を育て，学校を

発展させられるかがわかります。

　さて，私は第一次審査を通過した論文・著書から最優秀賞を選考する第二次審査委員会の委員長をさ

せていただきましたので，ここでは教育研究論文の第二次審査の内容について紹介します。

　今年度は，論文の部に29編，うち，学校部門が９編，個人部門が20編，そして著書の部に２編の応募

がありました。論文の部の校種別内訳を見ると，小学校が15編，中学校が７編，高等学校が７編でした。

学校部門は９編のうち６編が小学校のものでした。多忙化が進む学校現場で，創造的に教育実践に取り

組まれ，それを教育実践研究としてまとめられた先生方のご努力に敬意を表したいと思います。

　学校部門には９編の応募がありましたが，「道徳教育」や「キャリア教育」「教科外活動」など，学力

や教科指導にとどまらない，子どもたちの全人的な教育を図ろうとする取り組みを論じたものでした。

その中から第二次審査に残った４編はどれも「目標や方針」「仮説」「実践」「検証」について明確に論

じられており，どれも甲乙つけがたいものでした。

　その中で総社中央小学校が選ばれたのは，①授業改善の取り組みが学力向上という結果に十分表われ

ていないという岡山県の教育課題を取り上げている（課題），②いわゆる「協同学習」を通した学び合

いの学習スタイルの指導にとどまらず「思考の交流」と「学習内容の深まり」という学力向上に向けて

どんな授業をつくっていくのか実践の仮説を設定し，それを全教職員が共有して取り組んでいる（実践），

そして，③この取り組みによる授業の中での子どもの学びの変化が具体的に示されている（変容）から

です。



　次に，個人部門には20編の応募がありましたが，タイトルにアクティブラーニングという言葉が入っ

た論文が６編もあり，授業改善が大きな関心事となっていることが伝わってきました。また，第二次審

査には，継続的に応募されている方のものが２編あり，「さすが」と思いました。その分，第二次選考

も大変な選考になりました。

　その中で見尾美恵子先生が最優秀賞に選ばれたのは，①「減災」という視点から，県南地方で要請さ

れている防災学習の改善に取り組んでいる（課題），②学校外の諸団体とも連携して減災学習カリキュ

ラムを開発して取り組んでいる（改善），③調べ活動，校内での防災フェアの実施，宿泊研修等の多様

な学習活動を通じて，防災・減災に対する生徒の意識が向上している（変容）からです。

　最後に，論文を執筆・投稿する際にご検討いただきたいことを三点述べます。

　第一に，学校部門と個人部門とを区別してほしいということです。学校全体で取り組んだ実践だとし

ても，その中で個人としてどのように取り組み，成果を上げ，考察したのかを書けば個人部門の論文に

なります。例えば，校内研究の取り組みについて校長が実践研究する時，校長が全校的な実践を書き，

学校全体で分析・検討した結果を示す時は学校部門に，その中で校長はどのような役割を果たし，どの

ように実践し，校長としてどのような成果をもたらしたのかを書けば個人部門の論文になります。

　第二に，実践は総合的・全体的に取り組んでも，実践研究にはそれらを網羅的・並列的に書くのでは

なく，その中で最も力を入れて取り組んだことに焦点を当てたり，様々な取り組みをいくつかにまとめ

直したりして書くことです。最近「凡事徹底」という言葉をよく耳にします。「うちは当たり前のこと

をきちんとやってきている」とアピールしたい気持ちは分かりますが，やっていること自体にはオリジ

ナリティも理論的な根拠もないことが往々にしてあります。研究的に重要なのは，その当たり前のこと

が多くの学校ではできないで困っているのに，なぜできたのかを明らかにすることです。それこそが他

の学校で活用できる成果となります。今多くの学校が直面している課題に焦点を絞った実践研究に取り

組んでほしいと思っています。

　最後に，研究の倫理に関することです。今，研究者の世界でも研究の不正や論文の剽窃といった問題

が起こっていますが，論文作成には守るべき倫理があります。例えば，事実ではないことは書かないこ

と。やってないことやデータの改ざんなどですね。また，研究対象者など関係者の人権侵害にならない

ようにすることです。人を傷つけるような表現や了解なしに個人が特定されるような記述や写真掲載を

してはいけません。そして，投稿のルールを守ること。様式を守ることはもちろんのこと，注や文献を

示さない引用や二重投稿などです。

　以上の点を考慮して，是非ともチャレンジしてみてください。みなさんが戦略的・組織的に教育実践

研究に取り組まれ，本事業に応募していただくことを楽しみにしております。



祝　　　　　辞

岡山県教育委員会　教育長　竹　井　千　庫　

　公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部の平成28年度「教育研究集録」が上梓されるに当た

り，並々ならぬ御研鑽を重ねられ，このたび教育研究論文及び著書の部で受賞されました方々に，

心からお祝いを申し上げます。

　また，平素から教育研究助成事業を通じて，本県教育の充実と発展に多大の貢献をしてこられた

関係者の皆様に深甚なる敬意を表すものであります。

　さて，昨今，急速なグローバル化や高度情報化，そして少子・高齢化など，我が国の教育を取り

巻く状況が大きく変化する中，教育においては，子どもたちの学ぶ意欲の低下などが懸念されると

ともに，社会全体の規範意識の低下などが子どもの健やかな成長に影響を与えています。本県にお

いても学力向上やいじめ，不登校，暴力行為の問題など，一部は改善傾向にあるものの依然として

厳しい状況にあります。

　こうした状況の中，県では，「心豊かに，たくましく，未来を拓く」人材の育成を基本目標とした「岡

山県教育大綱」を踏まえ，昨年２月に「第２次岡山県教育振興基本計画」を策定し，今後５年間に

推進する施策の具体的な内容やその工程をお示ししたところでありますが，教育上の諸課題に適切

に対応していくためには，教職員が学校現場で創造的に教育実践に取り組み，それを実践研究とし

て取りまとめ，お互いに研鑽を重ねることは非常に意義深いことであります。

　このたび，受賞されました教育研究論文や著書は，学校経営や授業改善，地域連携等，多岐にわ

たっていますが，いずれもそれぞれの学校や地域の実態を踏まえ，課題を検証し，重点化・具体化

した改善策を示す研究であり，多くの教職員の資質能力のために，広く活用していただけるものと

考えております。

　また，受賞された皆様には，今回の受賞を更なる契機として，引き続き実践や研究を深められ，

それぞれの学校や地域の先導役として御活躍いただけることを期待しております。

　終わりになりましたが，教育研究助成事業の実施に当たり御尽力いただきました関係者の皆様に

心から感謝申し上げますとともに，公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部の今後益々の御発

展を祈念いたしまして，祝辞とさせていただきます。
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Ⅰ　はじめに
　本校の協同学習は，平成22年度から取り組んでい
る「総社市だれもが行きたくなる学校づくり」の１つ
として始まった。これまでの協同学習のめあてを重視
した取組は，「感情の交流」「役割の交流」（図１参照）
を生み，子どもたちのより良い人間関係につながって
いった。本校では，協同学習の時間を「かがやきタイ
ム」とよんでいるが，教師が「かがやきタイム」と告
げると歓声が上がるほど，子どもたちは協同学習が大
好きである。しかし，「話し合いは盛り上がったが深
まりはあまり感じられなかった」「教科の目標を達成
することができなかった」など，学習内容の深まりや
知的欲求の充足という点において課題が残った。
　そこで，協同学習のもう１つの側面である「思考の
交流」に視点を当てた取組が必要だと考えた。本論文
では，生き生きと学習する児童を育成するために「思
考の交流」のある協同学習を目指した平成26年・27年
の実践を報告したい。

Ⅱ　研究の概要
１　平成25年度までの成果と課題
　児童が活躍する場を保障するために，「感情の交流」

「役割の交流」に視点を当てた協同学習に取り組んで
きた。その結果，次のような成果と課題が見えてきた。
⑴　成果
○相手を意識し共感的な声かけのできる児童が増えた。
○協同学習で生まれた人間関係が，普段の生活でも励

まし合ったり認め合ったりする姿として表れた。
○役割があることで目的意識をもって協同学習を行う

ことができ，最後まで責任を果たす児童が増えた。

⑵　課題
○協同学習の場面での話し合いは盛り上がったが，学

習内容の深まりはあまり感じられない。
○教材研究をしっかり行わないと，ただ話し合っただ

けという協同学習になりやすい。

２　研究仮説
　平成25年度までの取組から，本校の協同学習が，児
童の相互理解，安心感，達成感などにつながっている
ことがはっきりした。そこで，この良さを生かしなが
ら，さらに学習内容の深まりや学ぶことの楽しさにつ
ながるようにするために，次のような仮説をたて研究
に取り組んだ。
　一人一人が課題意識をもち，友だちと共に積極的
に参加する授業を行えば，「思考の交流」のある協
同学習が生まれ，児童は友だちと心を通わせながら
生き生きと学習することができるであろう。

３　「思考の交流」のある協同学習にするために取り
組んだ４つの視点

　「思考の交流」のある協同学習にするためには，児
童一人一人が「話し合って解決したい」という願いを
もち，課題意識をもって取り組むような授業にしてい
かなければならない。そこで，次の４点に視点を当て
授業実践を行った。
⑴　課題設定の工夫
・協力して解く必要のある課題を設定することで，グ

ループで学ぼうとする思いにつなげた。
・個人で学習するよりも，ペアやグループで学習する

方が有効であると実感できるような課題を与えた。
⑵　学習展開の工夫
・単元を通して効果的な協同学習の取り入れ方を検討

した。必要な場で必要な形の協同学習が行われるよ
うにした。

・児童の意識の流れを大切にし，主体的に協同学習に
取り組むことができるような学習展開とした。

⑶　話し合いの観点の明確化とスーパーかがやき言葉
の活用

友だちと心を通わせながら　
　　　　　　　　　　生き生きと学習する児童の育成

　　―思考の交流を促進する協同学習を目指して―

総社市立総社中央小学校　校長　横　山　昌　弘

図１　協同学習の３つの側面
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・「何について話し合うのか」を明確にすると，論点
がぶれず，効果的に話し合うことができた。

・積極的な話し合いの一助になるように，思考の交流
を促進する言葉（総社中央小学校ではスーパーかが
やき言葉とよぶ）を作成し，教室に掲示した。協同
学習の中で，この言葉を使うことにより，話し合い
が活発になり，思考の交流が促進されると考えた。

表１　スーパーかがやき言葉の例

　○　なんでそうなるの？
　○　～が分からないから教えて
　○　～と言うけれど，本当に～でいいのかな
　○　もっとちがう考えはないかな
⑷　特別支援教育の視点を生かした授業
　能力や学習意欲の高い児童だけが活躍するのではな
く，どの児童でも積極的に関わることのできる協同学
習にしていくことが必要である。そのためには，特別
支援教育の視点を取り入れた授業にしていかなければ
ならないと考えた。
　どの児童も参加できる授業はレベルを下げた授業で
はない。特別な支援が必要な児童に対する指導の工夫
は他の児童にも通じ，全ての児童が「満足する授業」「分
かりやすい授業」に通じると考えた。そこで，本校では，
特別支援教育の視点である「焦点化」「視覚化」を取
り入れた授業に取り組んでいった。

表２　焦点化・視覚化を行う際の視点

　①　焦点化
　　・ねらいに迫るための授業のしかけ
　　・ねらいや付けたい力の明確化
　　・児童の意識にそった単元構想
　②　視覚化
　　・学習の流れや学びの視覚化
　　・必要な時，必要な効果的な視覚化

４　研究の深まりにつながる取組
⑴　専門家からの継続的な指導
　全職員が，研究の４つの視点を取り入れ，児童が主
体的に参加できるような授業を目指した。しかし，１
人では研究は深まらない。みんなで見合うことが授業
力の向上につながり，研究が深まると考えた。つまり，
研究も協同学習でなければならない。そこで，同僚に
授業を見てもらうだけでなく，外部からの意見を聞く
ことができる場を設定するようにした。
　平成26年度は，全員が公開研究授業を行った。その
うち７回は指導主事を招聘して，全校研究授業を実施
した。その際，研究協議から指導主事に参加してもら
うことで，お互いが納得するまで意見の交流を行うこ

とができた。
　平成26年度の振り返りをしたとき，「講師からの指
導はありがたかったが，１年間継続して指導を受ける
ことできれば，さらに研究が深まるのではないか」と
いう意見がでた。そこで，平成27年度は，平成26年度
同様，全員が公開研究授業を行うが，全校研究授業へ
招聘する講師は１年間を通して同じ講師にお願いする
ことにした。
　平成27年度の公開授業は全て算数であったため，１
年間を通して，算数・数学が専門であり小学校での経
験がある大学教授を招聘し，７回の全校研究授業と１
回の全体研修会を実施した。また，特別支援教育の視
点から指導してもらうために，特別支援教育が専門の
指導主事を招聘した。全校研究授業では，教科と特別
支援教育の両面から１年間継続して研修を行うことが
できた。
　このように，１年間を通して同じ講師から指導を受
けることができるため，常に前回の内容を受けて研修
を行うことができ，授業者はねらいをもって授業公開
をすることができた。参加する職員にとってもめあて
が絞られ，分かりやすい研修になった。
⑵　外部への発信
　児童も職員も，校内だけでなく外部からも認められ
ることで，さらに意欲が高まる。しかし，それには，
総社中央小学校がどのような取組をしているか，どの
ような実態であるかを知ってもらう必要がある。そこ
で，総社中央小学校の取組をいろいろな機会を使って
外部へ発信した。
①　視察の受け入れと授業公開を通しての発信

表３　視察団体の例

○県外の２つの県教育委員会
○県外の１つの市教育委員会
○福岡県の小学校２校　○岐阜県の小学校６校
○岐阜県の中学校２校　○大阪府の小学校１校
○大阪府の中学校１校　○岡山県市外の小学校１校
○岡山県市外の校長会

　視察を受け入れやすいように，ＨＰに年間の研究授
業の計画を載せ，市の教育委員会へは研究の具体的な
計画を伝えておいた。その結果，２年間に受け入れた
視察は表３のように16団体にのぼった。全ての視察に
おいて，授業公開を行い，総社中央小学校の取組を説
明した。職員もいろいろな人に授業を見てもらうこと
で，常に研究の視点を意識しながら授業を行うことが
できた。
②　学会発表や学校便りなどを通しての発信
　研修会での講師や学会での発表，教育誌の原稿依頼
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などを積極的に引き受け，総社中央小学校の取組を県
内外へ発信した。また，保護者や地域に知ってもらう
ために，学校便りに本校の考えや児童の様子をタイム
リーに掲載し，地域の回覧を利用して配付した。この
ように，学校を取り巻く人たちに取組の様子や児童の
実態を知ってもらうことは，職員にとっては外部に評
価してもらったり，自分の授業を見つめ直したりする
良い機会となり，授業改善につながっていった。また，
保護者や地域からの児童に対する声かけが確実に増え
ていき，児童もいろいろな人に認められることでさら
に意欲を増していった。

５　授業の実際
⑴　６学年算数科「速さ」の実践
①　課題設定の工夫
　同じ道のり（50ｍ）を走るアニメーションを見せる
ことで実感を伴わせながらどちらが速いか理由を話し
合わせたり，同じ時間（８秒）で進んだ道のりが異な
る場合について話し合わせたりした後，道のりと時間
のどちらも異なる場合の速さ比べを考えさせた。その
結果，「１秒あたりに進む道のり」と「１ｍあたりに
かかる時間」を求めればよいという２つの考え方に絞
ることができ，算数に苦手意識のある児童も，自分の
意見と友達の意見を比べながら協同学習に取り組むこ
とができた。
②　学習展開の工夫
　まず，個人で課題解決に取り組んだ後，児童が自分
の考えを確認したいと思ったときに，協同学習の場を
設定した。児童は，「１秒あたり」「１ｍあたり」とい
う単位量あたりの考えを使って考えているので，友だ
ちの意見と似ている点や違っている点に気付きやす
く，活発な話し合いにつながっていった。
　また，協同学習の振り返りの時間を毎時間確保した。
児童は次の感想のように，分かったことやできるよう
になったこと，参考になった友達の意見を書いていた。

このことから，友だちと学習した良さを感じ，「感情
の交流」も起こったことが分かる。
　自分は１秒あたりで考えていたけど，他の人は１
ｍあたりで考えていたので，こういう方法でできる
んだと思いました。Ｎさんが教えてくれたので分か
りやすかったです。

③　話し合いの観点の明確化とスーパーかがやき言葉
の活用

　「式の意味」「答えの単位」「どちらが速いのか比べ
る方法」などの話し合いの観点や「ノートや図を使っ
て説明」などの話し合いの手順を確認して協同学習に
取り組むことで，話し合いが焦点化され効果的な討論
となった。ノート指導でも，ポイントや理由を書き込
ませたことで，児童は自分の考えと友達の意見の相違
点や良さを見つけ，活発に話し合うことができた。
　また，スーパーかがやき言葉（質問する・付け加え
る・反論するなど）を，協同学習の話し合いで活用で
きるように教室に掲示しておいた。協同学習「かがや
きタイム」のめあてを示すときには，スーパーかがや
き言葉の中から，特に身に付けさせたいものを１つに
絞って提示することで，話し合いに必要なスキルを１
つずつ身に付けていくことができた。
⑵　５学年国語科「大造じいさんとガン」の実践
①　特別支援教育の視点（焦点化）を生かした取組
　部分精読（深め発問）では，児童が立ち止まって考
え，語りたくなるような課題を提示することで，読み
深めたい箇所に気付かせることができた。第二次第２
時では，「『ううむ』と『ううん』が同じか」と発問す
ることで話し合いの焦点化が図られた。協同学習もね
らいがはっきりしているので，児童は意欲的に取り組
み，話し合いの内容が深まった。
　また，協同学習場面で，
思考の交流を促進する手
助けとなるよう，表４の
ように話し合いの観点を
明確に示した。
②　特別支援教育の視点（視覚化）を生かした取組
　登場人物ごとに色を変えた短冊に感想を書き，黒板
に整理していった。その後，多く集まった感想や重要
だと思われる感想を全員で確認したことで，読みの視
点を共通理解することができた。
　第二次では，「行動」「様子」「変化」などのカード
を使って板書を整理した。児童は，どんな仕掛けにど
のように反応しているのかをとらえることができ，話
し合いの深まりにつながった。

写真１　Ｈ26学校便り№42の記事

表４　話し合いの観点
＜説得力のある意見＞

根拠を（本文から）言う
・言葉，文　　　　　　
・場面を比べて　　　　
・いろいろなところから
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６　研究の結果
⑴　学習アンケート（協同学習に取り組んだ児童の感

想）より
　児童は協同学習に取り組むことの「良さ」を実感し
ている。友達との話し合いを通して，自分と友達の考
えを比べ，新しい考えを生み出した。図２からも，生
き生きと学習に取り組んできていることが分かる。

⑵　協同学習についての学習アンケート（Ｈ27）より
　図３のように，「ペアやグループでの学習は楽しい」

「ペアやグループでの学習はよく分かる」の割合が大
きく上昇している。「少し楽しい，分かる」を合計す
ると９割を超えている。

⑶　６年生の学力調査（国語科・算数科Ｂ問題）結果
から（総社市の平均正答率との差）

　⑴⑵⑶の結果から，課題意識をもって取り組む授業
を行い，「思考の交流」のある協同学習を目指したこ
とが，児童にとって楽しく分かる授業につながり，思
考力の育成につながったと考える。

７　成果と課題
・「比較」や「共有」「協力」「深化」などをキーワー

ドとして課題設定すると，必要感のある話し合いに
なり，思考の交流につながることが確認できた。

・学習展開によって，様々な場面（基礎を理解する場
面や応用問題へ挑戦する場面など）で，思考の交流
が促進される協同学習を設定することができる。た
だし，協同学習ありきではなく，学習目標を達成さ
せるための協同学習として考えていかなければなら
ない。

・スーパーかがやき言葉は，児童が常に協同学習を意
識し定着させていくために有効である。日頃から，
これらの言葉を使っている児童を称揚するなどして
意識させることが必要である。

・ねらいを焦点化することで，授業の構造化が促進さ
れ，漠然とした話し合いから必要感のある話し合い

（思考の交流）へと変化した。また，視覚化で話し
合いの観点を提示することで，見通しをもちにくい
児童も安心して授業に参加することができるように
なった。ただ，まだ職員の中で焦点化や視覚化のと
らえ方に差がある。児童の学びとの関係性の中で明
確にしていく必要がある。

・職員は，全員による研究授業の公開，全国からの視
察に対する授業公開，学会やカレッジなど全国の研
修会への積極的な参加，納得いくまで続ける授業に
ついての話し合いなど，常に前向きに挑戦する姿を
見せていた。このように生き生きと毎日を過ごして
いる職員の姿こそが一番の成果であり，それが主体

的に取り組む児童の姿へつながったと考える。

Ⅲ　おわりに
　この２年間で，学校全体のASSESS・学習適応感尺
度は53（H25）⇒53.9（H26）⇒54.1（H27）と，１ポ
イントも上昇し，不登校児童数は５人（H25）⇒３人

（H26）⇒１人（H27）と大幅に減少した。習字や絵
画，研究などで，県や国で最優秀賞に輝いた児童も20
人近い。また，毎朝，６年生を中心にボランティアの
清掃や挨拶運動も続いている。このように，毎日を生
き生きと過ごす児童が増えた。これは，職員全員が，
同じ思いで協力しながら取り組んだ成果であろう。言
い換えれば，私たちの研究そのものが協同学習であっ
たからだと考える。もちろん，教育は日々変化してい
る。今後も更に生き生きと活躍する児童の育成を目指
して，職員一丸となり協同して取り組んでいきたい。

図２　児童の主な感想

図３　学習アンケートの結果
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１　研究テーマ及びテーマ設定の理由

⑴　学力面での課題と現状

　本校は現在，全校生徒37名の小規模校で，特別支援
学級は設置されていない。しかし，通常学級在籍生徒
で特別な教育支援を要する生徒は９名，それぞれ個別
支援計画を作成して個の課題に応じた教育支援を行っ
ている。
　平成27年度までの各種学力検査では，いずれも市や
県・全国の平均値を20～40ポイント下回る学力低位校
である。家庭学習時間も県・全国調査に比べて大変少
なく，基礎学力の定着が困難で生徒の学習意欲も極め
て低い。決定的な弱点は作文力であった。テスト問題
では時数制限のある問題や長文問題の無回答率が非常
に高く，生活ノートのコメント欄や学習の感想は１，
２行程度。語彙も乏しく考えがまとまらない。学習は
苦手と初めから諦めている生徒も多い。
　こうした実態を反映し，学校教育に対する生徒や保
護者・地域の信頼度は低く，中学校の活力と自信を取
り戻してほしいという強い願いがあった。
⑵　研究の６つの仮説

　平成27年度に着任した私は，学力不振という本校の
最大の課題を克服するために，学校組織をあげて学力
向上の取組を進めることを学校経営方針の第一に掲げ
た。そして，確かな学力を伸ばす６つの仮説を立て，
小規模校という強みを生かし，個の課題に応じた指導
を徹底しながら，全職員で学力向上に取り組んだ。
①　組織をあげて取組を徹底（＝全員でやり抜く）す

れば，学力は伸びる。
②　全ての教育活動で「書く」ことを徹底すれば，学

力は伸びる。
③　生徒が学ぶ意欲，学び方，学ぶ習慣を身に付けれ

ば，学力は伸びる。
④　教師の意識改革と授業改善が進めば，学力は伸びる。
⑤　個の課題に応じた指導を徹底すれば，学力は伸びる。
⑥　家庭学習の習慣形成をすれば，学力は伸びる。

２　研究の方向性

⑴　学力のとらえ方，目指す学力観

　狭義の学力を「数値で図る学力」「自ら考え，表現
する力」，広義の学力を「学ぶ意欲と目標に支えられ
た豊かな人間性と社会を生き抜く力」ととらえる。広
義の学力形成を基盤に狭義の学力向上を実現すること
を目指す。
　学力の中心を「書く力」と規定し，「書く」という
総合的な営み（書くことは，聞く，読む，話す，考え
る，まとめるといったあらゆる分野の能力を必要とし
ているため）を全ての教育活動を通して徹底的に鍛え
ることを学力向上対策の基本とする。
⑵　組織として学力向上に取り組む（仮説①）

　私は校長着任と同時に「学力向上と落ち着いた学習
環境づくりを実現し，生徒・保護者・地域の学校への
信頼を高める」ことを学校経営の中軸に据え，組織一
丸となった取組を進めてきた。学びの定着には，落ち
着いた学習環境と毅然とした指導の下に校内に規範意
識を確立することが不可欠であり，まずはこのことに
徹底して取り組んだ。校長の強いリーダーシップの下，
明確なビジョンと確かな戦略を示しながら，学校の信
頼回復への道のりを全教職員が生徒とともに歩んでい
る。そして，最大の課題である学力向上を実現するた
めに「学力フロンティア」（学力向上担当者）を校務
分掌に位置づけ，徹底的に組織をあげた取組を展開し
ている。
　組織をあげた取組の基本は，共通理解と共通実践で
ある。そのための手立てとして，学力フロンティアは
学力向上策の全体像を教員に示し，教科や学年，学校
全体の取組を明確に区分し，学期毎のスケジュールを
提案している。共通理解・共通実践の成否は「徹底」
にかかっている。全員がどの取組でも見過ごさずやり
抜くこと，生徒や保護者に通信等で取組の内容や進捗
状況，成果と課題をわかりやすく伝えることを徹底し
ている。
　また，職員の中に「学力補充の場では理解できても
次には忘れている」「厳しく学習を課すると生徒が休
んでしまう」「まとまった量の文章を書く力がない」「家
庭では学習させる環境が整わない」といった諦めが蔓
延していた。学力向上の取組が単一の教科や担当者に

学力向上を目指した組織的プロジェクト
―小規模中学校の挑戦―

美作市立勝田中学校　校長　西　村　睦　美
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任され，全職員で徹底することができなかったために
徒労感だけが募っていたのである。これでは，生徒の
学力がつくはずはない。生徒の課題は，職員の課題で
もある。学力向上のための手法や連携について，学力
フロンティアを中心に学校組織あげて取り組む姿勢を
改めて強く打ち出して，学力向上策の実践が始まった。
　年度当初，学力フロンティアが校長の示した「組織
としての学力向上の方針」を踏まえた実践について職
員に提案。生徒や保護者には学校通信等を用いて年間
を見通した学力向上策を説明した。全教科，全教育活
動，全教職員，全生徒による校内の学力向上実現に向
けた取組がスタートした。
　組織として取り組んだ成果はすぐに生徒の学びの構
えとなって表れ，授業への集中力を始め，課題提出や
小テスト等への取組，心理テストi-checkの分布図も
非常に学校生活に前向きな形を示した。

３　仮説に基づく組織的取組

⑴　書く活動を授業の中心に据える（仮説②）

　学力をつけるには徹底して書かせることが基本と考
える。学力の定着を図るには反復練習して書くことが
有効である。書くためは，「読んだり聞いたりしたこ
とを記憶し，自分でそのことについて自分なりの考え
を持ち，自分で判断して書く内容を決め，構成を考え
て，相手に分かるように順序立てて記述する」という
手順が必要である。その意味で「書く」という活動は，
極めて総合的な能力を必要とする，究極の「総合的な
学習」である。したがって，本校では徹底して書く活
動を大切にしている。例えば，
○ノート作り→どの教科も授業開きで「ノートの使い

方」を説明，指導を徹底する。授業中の板書は必ず
ノートにまとめる。１単位の授業では，必ず自分の
考えをまとめて書く活動を取り入れる。

○生活ノートのコメント欄→必ず７行全て埋めて毎日
提出。教員も必ず，コメントを返す。

○感想を書く→学年・学校行事等の感想は必ず書かせ，
最後の行まで自分の考えを記述させる。そのための
支援として「書く視点」を明示する。

○滴一滴ノート→毎日10分学習（帰りの会後）で週２
日，全校で取り組む。「正確に，丁寧に，速く」書
くトレーニングの時間でもある。

⑵　学ぶ意欲，学び方，学ぶ習慣を育成する（仮説③）

　生徒が「学びの構え」を身につければ，主体的な学
びが構築できる。そのために，生徒に身につけさせる

ものとして次の３点を掲げている。
①　学ぶ意欲

　学力向上は，生徒が興味関心や課題意識をもって授
業に臨み，自ら学びたいという意欲，学ばなければな
らないという目標や必要感，自分の将来への展望をも
つことから始まる。
○授業づくり

　授業では「わかった」という実感や「がんばった」
という充足感，「できた」という達成感をもたせる授
業づくりに力を注ぐ。解説的授業や演習的授業ではな
く，生徒自らの活動や自己表現の場を保障した授業づ
くりへの転換を進めている。
○スモールステップでの確認

　生徒の学ぶ意欲を引き出すために忘れてはならない
ことは，スモールステップでの生徒の理解度・定着度
の確認である。定期テストや単元テストといった大き
なくくりの確認ではなく，毎時間，前時に学習した内
容が身についたかどうかを工夫して確認する。全教科
が，このスモールステップの確認をすることで，生徒
自身も教師も個々の到達度が理解でき，次の手立てが
工夫できる。
　「生徒の学ぶ意欲は，教師の授業づくりの意欲に比
例する」が本校の合い言葉である。
②　学び方の習得

　生徒が「何をどう学べばいいか」「わからないとき
は何をどうすればいいか」など，中学校での学習の進
め方を理解できるよう，工夫する。
○「授業開き」→生徒が学習の見通しを持つ

　授業の進め方やノート作り，予習や復習などの内容，
家庭学習の進め方や課題，小テストや評価材料等につ
いて教科通信等を用いて適宜，説明。生徒が何をどう
がんばれば力になるかがわかる，授業でがんばるめあ
てを持てるように工夫する。
③　学ぶ習慣

○「かつたっ子授業のスタンダード」

　「授業態度がよくない」「授業がわからない，退屈だ」
これらは，教師の授業づくりも含め，「授業で何をど
う学ぶか」という生徒の学びの習慣ができていないこ
とに起因する。「授業は，このように進む」というこ
とが理解できていれば，学ぶ習慣として身につく。そ
こで小学校・中学校で共有する「かつたっ子授業のス
タンダード」を定め，授業の流れを理解させ，これを
繰り返すことで授業で「学ぶ習慣」が確立した。
○復習（反復練習）
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・「毎日10分学習」

　帰りの会後10分間，５教科復習プリントをする。こ
こで間違った問題も後述の「夢ノート」で学び直しを
する。
・「漢字ステップアップ20問」

　１学期は小学校の漢字，２学期は入試によく出る漢
字，３学期には間違いやすい漢字と分野を分け，漢字
ステップアップシリーズの全校テストを実施。「昨日
の自分を乗り越える」がテーマで，前回の自分からの
アップ率を図りながら目標クリアする。
⑶　教師の意識改革と授業改革を進める（仮説④）

○かつたっ子15の春プロジェクトから

　前述の通り，中学校では授業改革が一番の課題であ
る。生徒の活動が教師主導で進められやすく，教科担
任制の特性として学校として一体感のある授業づくり
が難しい。小学校も２校でそれぞれ授業の進め方が異
なり，中学校入学時に生徒たちの戸惑いが大きかっ
た。昨年より勝田ひまわり園から勝田中学校卒業まで
の15年間の学びと育ちを視野に『かつたっ子15の春プ
ロジェクト』という保・幼・小・中の連携組織を立ち
上げた。そこで「岡山型授業のスタンダード」を基に「か
つたっ子授業のスタンダード」を設定。小小連携と小
中連携を実現するために授業のスタンダードを定めて
児童や生徒の「学びの構え」を創ることにした。
○授業改革（中学校の課題）

　特に中学校では１単位の授業時間で生徒が活動する
時間が圧倒的に少なかったため，アクティブ・ラーニ
ングの視点や生徒の自己表現の場を確保する授業改革
が不可欠であった。Off-JTやOJTの活用，本校の教育
課題に適合した研究指定の活用などにより，積極的に
授業改革を進めている。本年度は美作市教育委員会指
定ICT教育推進事業，文部科学省指定人権教育推進事
業を軸に，授業改革を進めている。
○教師の意識改革

　組織的プロジェクトの成否も，学力向上の取組も，
授業改革の進捗状況も，すべては教職員の意識改革に
かかっている。「どうせ，ここでは」「家庭学習はでき
ないから」「小規模校だから」「大規模校だから」と『で
きない理由』をあげていては何の成果も生まない。「現
状でできることは何か」「この陣容でできることは何
か」「学校でできることは何か」と『できること』に
目を向けて取組を生み出さなければ，前に進めない。
こうした教職員の意識改革を推し進め，学力フロン
ティアを中心に教員ができることを着実に進めたこと

が学力向上の成果となって表れている。
○人材育成のための工夫と指導力の向上

　学力フロンティアが１年間の見通しを持って，全教
職員で取り組む学力向上プランを提起したことで，教
職員個々の力量や指導力も向上してきている。従来，
本校のような小規模校ではできないと思い込んでいた
ことが着実に成果を上げていることがさまざまな形に
なって学校生活に活力を与えてきている。生徒のひた
むきな姿と学力の伸びが教職員のモチベーションを高
め，教職員の意欲ある姿が生徒たちの力を伸ばすとい
う相乗効果が表れている。学力向上の組織的プロジェ
クトの原動力となった「学力フロンティア」の育成が
他の教職員の指導力向上につながり，そこから派生し
て学力向上以外の取組にも教職員や生徒の力が反映で
きるようになりつつある。
⑷　個の課題に応じた指導を継続する（ 仮説⑤ ）

　本校には，小学生３年時から不登校を続けている生
徒がいる。中学校１年の２学期から学校とSSWやSC
との連携で美作市適応指導教室「美作塾」への通塾が
可能となり，滴一滴ノートや夢ノートの取組を自主的
に進めている。また，小学校で特別支援学級に在籍し
ていた１年生や今春転入した２年生は，家庭での学習
ができない環境にある。放課後学習部で毎日，中学校
での課題に取り組んで個別の補充学習をしている。
　どの学年も少人数だが習熟度の差が大きいため，５
教科を中心に習熟度に応じた３ステップの問題を用意
して，授業で個別指導ができるよう工夫している。数
学・英語は美作市が問題データベースを導入しており，
大変有効な学習教材になっている。37名個々の課題を
全職員が把握できるため，小規模校の強みを徹底して
生かし，個別の対応を続けている。
⑸　家庭学習の習慣を形成する（仮説⑥）

　「授業では理解できたのに，次の時間には忘れてい
る」生徒たちの学習内容定着ができていない。反復練
習の時間が圧倒的に足りていない。保護者に学習内容
の助言は求められない。生徒が自ら取り組むことので
きる家庭学習の習慣形成が何よりも求められる。
・デイリーワーク（毎日の学習，予習・復習）
・ウィークリーワーク（週末プリント・課題）
・夢ノート（テスト直しノート）→校長へ提出
　これらの課題は週１回提出日が設けられており，完
全提出させている。できなかった生徒は放課後学習部
で個別に補充学習を続けている。
・「学習の手引き」「評価の手引き」→生徒の学びのし
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くみを生徒だけでなく，保護者も知る。
　生徒が授業や学級指導で学んだ「学習の手引き」「評
価の手引き」を保護者に解説，家庭でがんばる姿を見
つける，あるいはほめる材料にする。

４　取組の成果

⑴　データに見る学力の改善

　下図は，現２年の１年次県学力学習状況調査結果
（H27.4）２年次美作市学力テスト（H28.4）現３年の
全国学力学習状況調査の正答率比較表である。
　市平均との差を比較すると，１年間の学力向上の取
組成果が把握でき，いずれも市や県，全国の平均値
を上回る成果を上げられた。また，２年は心理検査
i-checkと学力の相関関係もわかるので，学習状況や
生徒の自己有用感や規範意識なども含めて指導の手立
てとして有効に活用している。

⑵　学習への取り組み方の変化，意欲の向上

　この１年半の取組で，生徒自身は真剣にひたむきに
授業や学校行事に取り組むようになり，「ノー原稿ノー
マイク」で堂々と多くの聴衆を前に自分の意見表明や

説明ができるようになってきた。課題提出率も100％
達成が基本となり，全校あげての取組が定着してきた。
まさしく「学校ですべきことは学校で完結する」体制
が整いつつある。
　滴一滴ノートや夢ノート，生活ノートなど学校主導
だった取組が，今や生徒の自主的な取組として創意工
夫が随所に見受けられるようになってきた。生活ノー
トの赤帯（家庭学習時間）青帯（メディア時間）記録
を毎日続けた成果が表れ，定期テスト前の学習計画表
やメディアコントロール自己チェック表でも生徒自身
がセルフコントロールできるようになっている。「継
続は力なり」である。

５　まとめ

　落ち着いた学習環境づくりと規範意識の徹底を基盤
に，６つの仮説を立てて学力向上に取り組んできた。
仮説①　組織をあげた取組は，生徒にとっても保護者

にとっても非常に分かりやすい取組となり，個々の
教職員の力量を超えた成果をあげることができた。
組織の矛盾は，生徒や保護者の不信を生む。誰もが
同じめあてで取り組むことが最大の学力向上策であ
る。

仮説②「書く」指導は効果がすぐに表れ，生徒の実感
につながる。学びの意欲を高める有効な取組である。

仮説③　生徒自らが何をどう学べばいいか，自分は何
ができるようになったかが明白になれば学習意欲が
高まり，学力は定着する。

仮説④　生徒の課題は教師の課題，教師の意識改革と
授業改善を実現することが，学力向上の要である。

仮説⑤　個の課題に対応することで，生徒の居場所が
でき充足感を得られる。そのことが学習への意欲を
高め，学びの構えを創ることにつながっていく。

仮説⑥　生徒自身が家庭学習の内容をつかみ習慣がつ
けば，毎日の反復練習ができ，学力は定着する。

　生徒の姿が変われば，保護者や地域の学校への信頼
はついてくる。これは，私の教育理念の根幹である。
この１年間，確かな学力をつけるための６つの仮説を，
一つ一つ組織的プロジェクトで具体的な実践にかえて
きた。成果が生徒の姿や力となって表れてきたことで，
学校が活力と自信を取り戻し，学校への信頼も生まれ
つつある。小規模校の限界はたくさんあるが，弱みを
強みにかえて工夫した取組が生きている。
　学力低位校の挑戦は，組織的プロジェクトを基盤に
して，さらに一つ上のレベルを目指して続いている。
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　希望の登校　満足の下校を実現する学校づくり
　　―授業と生徒指導の一体化，知・徳・体のバランスを意識して―

津山市立大崎小学校　校長　奥　山　　　仁

１　はじめに

　本校は長年にわたり不安定な学校状況が続き，生徒

指導上の課題が非常に大きく，低学力（国語算数NRT

全校平均偏差値44）という実態があった。さらに，新

体力テストでも全国平均に遠く及ばず，体力的な課題

も大きかった。結果的に，児童の学校生活満足度は非

常に低く（Q-U 満足群28％），保護者からの信頼もな

くなっていた（学校評価アンケートクレーム率79％）。

　「どうせ無理」着任当初，子ども・保護者・職員そ

れぞれから同じようにこの言葉を耳にした。「子ども

にとって楽しい学校」をみんなが願っているはずなの

に，学校全体にあきらめのムードが蔓延していた。

　本論文では，知・徳・体（学力，心力，体力）のバ

ランスのとれた児童の育成を通し，学校課題の解決を

めざして，どのような取組をしたかを報告する。

２　研究を始めるにあたって

　不安定な学校状況について，職員は子どもや保護者・

地域に，保護者は職員の質や学校の取組に原因を求め，

互いに不信感を募らせていた。そこで，「人のせいに

しない」「自分にできることをやりきる」「善意の流れ

をつくる」の３つを保護者・地域・職員に強く要請し

た。学校は，課題の解決に向けた取組すべてを研究と

とらえ，次の視点で研究を進めていくことにした。

⑴　当たり前のことをやり切る

　目標やねらいをもって取り組んでいても課題が大き

いと，挫折しそうになりがちである。しかし，だから

こそ当たり前のことを意識してやり切るようにする。

⑵　組織でやり切る

　校務分掌の中心となる三部会（研究部，生徒指導部，

保健安全部）が連携し，それぞれの立場で研究を意識

した取組をする。研究内容は次の通りである。

①　研究部　　　→　授業改善（知・徳・体）

②　生徒指導部　→　積極的生徒指導（徳）

③　保健安全部　→　心の安定支援（徳）

⑶　情報公開，関係機関との強固な連携，その他学校

課題の解決につながる取組を総動員する。

①　情報公開（学校状況，取組目標，協力要請）

②　関係機関との連携，その他

⑷　検証方法

　学力，心力，体力の検証指標を以下のものとする。

①　学力（知）　→　NRT（教研式標準学力検査）

②　心力（徳）　→　Q-U

③　体力（体）　→　新体力テスト

３　具体的な取組

⑴　低学力の原因を探る

　客観的なデータを集め学校として改善できることに

取り組むようにした。そして，NRT，Q-U，新体力テ

ストのみならず，以下の活用を考えた。

①　知能検査

②　全国学力・学習状況調査

　全学年の知能検査を実施し以下のことがわかった。

○男子より女子の数値が高いが全国平均と差異はない

　この結果から，「学力の低さは子どもの素質や能力

的なものではない」ことが分かった。

　また，平成26年度全国学力・学習状況調査から全国

平均と比べ，特に大きな課題が以下のものであった。

○国語・算数ともにすべての項目で非常に低い

○Ｂ問題はほとんどの項目が20ポイント以上の差

○TVゲーム・スマホ等に費やす時間が桁違いに多い

○家庭学習の習慣がある子が極端に少ない

　これらのデータや数値から，本校の学力的な課題は，

単に学習の習慣がないだけで，「普通のこと，当たり

前のことをやり切る」ことで解決できると考えた。

⑵　研究部（授業改善）

①　チャイム授業スタート・終了・次時の準備

　まず，授業の当たり前とは，「45分間の授業時間の

確保」である。それを実現するために「授業と生徒指

導の一体化」を合い言葉にし，以下のことを徹底した。

○授業者は１分前には必ず教卓前にいる

○チャイムが鳴った時，遅刻者を待たず授業を始める
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○遅刻者には「遅れてすみません」を言わせる

○終了のチャイムで授業を終わる

○次時の学習の準備をして休憩する

②　津山市教育委員会提案「授業改善の視点」をいか

した授業の徹底をし，自主公開授業を実施した。

　公開授業では，以下の２点を意識して取り組んだ。

○チャイム授業スタート・終了・次時の準備

○「授業改善の視点」１～３

　この取組が「授業と生徒指導の一体化」である。反

省会では，指導主事の先生から「学校が確実に変わっ

てきている。それは，先生方があきらめていない。指

導者が子どもにメッセージをちゃんと伝えている。事

実を具体的に認めほめている。その学校の姿勢が素晴

らしい。」等，高い評価と励ましの言葉をいただいた。

③　学力テスト・新体力テストのデータ分析・活用

　全国学力・学習状況調査とともに以下の取組をする。

○２月末に全学年がNRT受検（国語と算数）

○知能と学力の関連を分析した相関表の活用

○学力・体力分析データを授業・生活改善に生かす

○担任は自己目標シートにNRT・新体力テスト等の

目標数値・対策を具体的に記述

④　変心カード（目標管理カード）

　生徒指導上の課題が大きい児童ほど，将来への見通

しがなく，苦手なことから逃げ反社会的な行動をとる

ことが多い。そこで，学年に応じて短期・中期・長期

目標を意識させ，子どもなりの目標管理をさせた。

⑶　生徒指導部（積極的生徒指導）

　暴力・暴言・授業妨害・いじめが絶えず発生し，生

徒指導といえば，もつれた糸を解くような「後追いの

生徒指導」ばかりであったが，これだけでは根本的な

解決にはならない。問題が起きないような環境や集団

づくりをめざし，積極的生徒指導に力を入れている。

①　縦割り・自主活動で育てる

　縦割り班活動では，上級生にはリーダーシップを下

級生にはフォロワーシップを意識させる。その中で，

上級生は自己有用感や自己有能感を味わい，下級生は

理想のモデルを上級生に求め，よりよい生活態度をめ

ざすようになると考えている。

○行事で育てる（縦割り）

　運動会や学習発表会では，縦割り班を４色に分け色

別対抗戦にする。チームワークや生活態度を３週間に

わたり毎日評価し競わせる。当日の演技以上に普段の

生活態度に重点を置いて評価をする。なお，学習発表

会では，色別合唱コンテストを取り入れている。

○四色対抗綱引き（縦割り）

　対戦前に応援団長が「いくぞ！」と声をかけ，メン

バーが「オー！」と雄叫びをあげて対戦する。各学期

に行い，運動会につなげている。

○和っしょい津山（縦割り・自主活動）

　運動会の全校種目として取り組んでいる。表現運動

ではあるが，一部に色別の創作を取り入れ得点種目と

して児童のやる気を引き出すようにしている。６年生

＜提案１＞授業の導入

フラッシュ教材（歴史人物，漢字，公式，九九，ことわざ等）

５分間ミニテスト（前時の復習：基礎基本を中心に黒板に問題を書く）

復習プリント（５分間程度でできるもの：答え合わせは全員でテンポ良く）

＜提案２＞子ども同士が関わり合う活動を５～10分間設定

子どもに任せる時間（何をどこまでどのようにするのか明確にする）

隣同士で指確認する，読み合う，○つけする，相談する，短く素

早く何度でも行う。だらだらは×。

タイマーで時間設定をする，特に，考える活動や子どもに任せ

る活動は10分を超えない。

＜提案３＞ノートにまとめる時間や，黒板を写す時間を確保

中間層の子どもが当たり前にやっていることを意識的にほめる。

学びの記録を残す。学習状況を見える化する。まじめに取り組

んでいる子どもの良さをしっかり認める。

津山市教育委員会授業改善の視点

縦割り班による綱引き

職員の声を参考にして模範
的な児童の名前をあげ校長
が評価する。全校児童187
人が，毎日毎時間の得点を
競う真剣勝負である。

観光客の前で「和っしょい津山」

運動会チームワーク得点表
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のリーダーの中には「師匠」と呼ばれる技術を身につ

ける児童もいて，下級生の憧れとなり，運動会後も踊

りグループを結成して自主的に発表している。

○バンド（自主活動）

　ギター，ドラム，キーボードに加え，いくつかの楽

器も加わり，ボーカルは何人もいる。６年生限定で始

めた活動だが下級生のあこがれの的となり， ６年生に

なったら「ドラムをしたい」，「エレキギターをしたい」

と今から希望が殺到している。

　バンドと和っしょい津山は，地域文化祭で発表要請

があり，地域の一大行事である福力荒神祭では観光客

に発表する機会も生まれている。

○その他

　毎週月曜日に行う全校朝の会では，開始までの時間

に縄跳び，剣玉，ヒップホップダンスなど特技の発表

をしている。また，全職員で規律を守らせ模範的な取

組をする児童をMVPとして毎回紹介している。

　縦割り掃除は清掃活動であると同時に縦の人間関係

を大切にした指導を心がけている。

②　関係機関との連携（警察・地域）

　規範意識や自己肯定感が低く，家庭環境の厳しい児

童にとって，筋の通った当たり前の指導はたびたび反

発の引き金になる。また，子どもとはいえ大人が怯む

ツボを熟知しており「体罰，教育委員会，親に言う」等，

状況に応じてうまく使い分ける。さらに，明らかな対

教師暴力があっても教師は我慢しがちで加害児童をさ

らにつけあがらせる環境があった。被害者の安全確保

をし，教師が自信を持って指導しきる環境をつくるた

め，県教育庁生徒指導推進室「暴力行為対策アドバイ

ザー」や津山警察署サポートセンターの指導・助言を

受け警察との連携を強化した。

　また，地域との連携は大崎小学校の強みの一つであ

る。夏休みに行う「ラジオ体操40日作戦」は地域全体

で早起きをして取り組み，夏休みの生活リズムができ

２学期のスムーズなスタートにつながっている。

⑷　保健安全部（心の安定支援）

　研究主題に迫るためには，子どもの心の安定支援が

非常に重要になる。それを組織的に行うことで高い効

果を期待できると考えた。

①　Q-Uの実施・分析・活用

　４月の第１回職員会議において，Q-Uデータから要

支援児をピックアップし，長期欠席・不登校傾向児と

ともに全職員で情報共有し，始業式からすぐに支援が

できる体制をとった。また，Q-Uは５，10，２月の年

３回実施し，５月は実態把握と対策，10月は指導効果

の確認・軌道修正，２月は指導効果の確認として活用

した。分析結果と対策はすぐに学校便りで公表した。

②　環境整備

　児童の心の荒れを示すかのように，全校のトイレが

すぐに乱れ，便器の中にいつもサンダルが突っ込んで

あり，汚物もよくばらまかれていた。環境整備は職員

にとって心が折れそうになる作業であったが，ドアを

はずして密室にならないようにしたり，学級ごとに使

用できるトイレを決めたりしてチーム対応を徹底した。

　また，校舎は老朽化しているが，掲示物を工夫した

り，清掃活動に力を入れたりして環境の整備に努めた。

③　宝物ファイル，ありがとう・ほめほめカード

　自己有用感や自己肯定感を高めるために，ありがと

うカードやほめほめカードを利用して日常的に全職員

昼休み，先生と共に練習に励むメンバー

地域がバックアップする生活リズムのある暮らし

学校便り「警察との連携」

学校便り「Q-U速報値」
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で模範的な行動をした児童に対し手渡している。また，

それらのカードを宝物ファイルに入れ学級で保管して

いる。時々，自分のファイルを開いて眺めている児童

がいるが，心が落ち着く時間になるようである。

⑸　その他

　多くの取組をしてきたが，基本は「チャンスをちり

ばめ，ほめちぎる」ことである。例えば，教育課程を

変え休憩時間を増加させたり，施錠していた特別教室

や体育館を解放したり，昼休みを20分から33分に増

やし，ロング昼休みは50分にしたりした。その結果，

35％だった外遊び率が55％に高まり，平成28年４月に

は85％を超えるようになった。子どもの可能性を信じ

て育てることを意識した取組である。

　また，地域や保護者に対し素早くこまめな情報公開

に心がけ，年度目標や行事ごとの短期目標，さらに具

体的な対策を示し協力要請をしてきた。

４　成果と課題

　学力，心力，体力の指標データから検証すると，こ

の２年間ですべてのデータの数値が大きく伸びてい

る。学力は，NRTで７ポイント近く伸び50ポイント

を突破した。また，平成27年度はすべての学級で前年

度の数値を超え，算数は国語の２倍の伸びがあった。

新体力テストの全国平均突破率も70％に迫っている。

さらに，心の安定を測るQ-Uの学校生活満足群も50％

を超え，全国平均を大幅に上回った。市の相撲大会で

個人・団体戦優勝，善行少年表彰，毎月のように本校

児童の新聞投書が掲載される等，活躍が目立つように

なった。ちなみに，クレーム率は79％だった学校評価

アンケートの記述が平成27年度は26.7％に減少した。

　このことから，本校の学校課題の解決をめざした取

組は大きな成果を上げたと言える。

　また，本研究の一連の取組から，本校のように生徒

指導上の課題・学力的課題が大きい学校では，「当た

り前のことをやり切る」ことが特に重要だと再認識し

た。さらに，それを「組織でやり切る」ようにすれば，

より効果的であること。特に授業では「授業と生徒指

導の一体化」を意識すべきことがわかった。　

　これらの結果について，単に生徒指導や学力対策の

成果だというのではなく，教育の原点に立ち返った総

合対策の成果だととらえている。そもそも，学校教育

の目的は何なのか。それを簡単に言い表すならば，「人

格の完成をめざす」ことである。さらに，「知・徳・

体のバランスがとれた人を育てる」ということである。

　本校ではこの原則を再確認し，子どもたちにとって

今日が楽しく，明日が待たれる学校，つまり，「希望

の登校，満足の下校を実現する学校」をただまっすぐ

にめざしてきただけである。Q-UやNRTを実施し，学

力テストの過去問題や補充学習をいくらしても，学校

教育の目的を見誤っていれば，教育効果は限定的であ

り，一方が良くなっても必ず他方で新たな課題が生ま

れるからである。知・徳・体をバランスよく伸ばす，

その対策を地道に続けていけば結果的に学力は上が

り，同時に他の課題も解決に向かっていくのである。

　最後になるが，課題がなかったわけではない。「当た

り前のことをやり切る」「組織でやり切る」については，

やはり職員の取組に温度差があった。また，児童に「あ

いさつ」の習慣が身についておらず，「自分の思いを相

手に上手に伝える」技術とともにコミュニケーション

能力の育成に課題があると感じている。体力面では持

久力がほとんど伸びていない。これらの課題は，平成

28年度の研究の中心にすえて取り組んでいる。
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１　はじめに

　本校は明治７年創立で，実に140年以上の歴史ある

伝統校である。旧赤坂町の中心で，「赤磐」の地名の

元となった「赤坂郡磐梨郡」からも古くから栄えた地

域であることが伺える。しかしながら近年の児童数減

には歯止めがかからず，昭和50年代中頃には全校児童

300人を超えていたが，年々児童数は減少し，今現在

は94人である。

　学区からは多くの著名人を輩出している。まずは山

本徳一先生である。大正10年に「鳥取上村小児保護協

会」を正式に立ち上げ，母親教育及び乳幼児の衛生的

保護活動に御尽力された。その後，法人組織への移行

がなされ，現在の児童養護施設「社会福祉法人 鳥取

上小児福祉協会 天心寮」に至っている。また，田中

ビネー検査で有名な田中寛一博士も輩出している。

　そして，本校の教育の特

徴（特長かも知れない）と

して，全教職員で推進して

いるのが「特別支援教育」

である。前出の児童養護施

設「社会福祉法人 鳥取上

小児福祉協会 天心寮」（以

下，寮）は様々な課題を抱

えている子どもたちが入寮

してくる。歴史ある寮なの

で地元では寮の存在は当たり前になっており，寮の職

員と本校職員そして地元住民と手を携えてしっかりと

個々の子どもたちの教育的ニーズに応えていく必要が

ある。最近の入寮してくる子どもたちはいわゆる発達

障がいや情緒障がいを抱えている割合が高い傾向にあ

る。

　また，障がいに対する理解という点でも学区全体で

かなり進んでいる。そういった背景の中，本校の向き

合うべき課題は自ずから「特別支援教育」であること

は避けて通ることはできない。次に示すとおり数字の

上からも課題は明白である。

２　本校の特別支援教育の概要

⑴　学校経営計画への位置付け

　学校教育目標の具現化は，特別支援教育の視点を骨

子にしながら図ることとしている。また，学習指導の

充実「学習の構造化の100%達成」を目指し，授業の

ユニバーサルデザインとダブルスタンダードに配慮す

る教職員であることを課している。

⑵　学習環境への配慮

①刺激量の調整

・普通教室の前面は極力掲示物等を貼らず，必要最少

限のものにしている。

・ロッカー等へは必要に応じてカーテンを張り，目隠

しをしている。

・教室内外を分けるドア等の透明ガラスには一部分に

遮光シートを貼り，刺激の調整をする。

②場の構造化

・教室内の物は，一つ一つ置く場所を決めている。

・当番活動の手順等を分かりやすく示している。

③時間の構造化

・月，週の予定を示し，見通しをもたせている。

・１日のスケジュールを提示している。

・１時間の学習の流れを提示し，見通しをもたせてい

る。

　なお，この①～③については，定期的に管理職によ

る「環境チェックリスト＜ハード編＞」でチェックし，

常に改善を図れるようにしている。 

特別支援教育の視点を生かした教科外活動
―教科指導の発想を教科外へ広げる―

赤磐市立石相小学校　校長　藤　原　伸　哉

校庭にある山本徳一先生像
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④視覚支援

・特別支援教育には視覚支援は欠かせない。口頭指示

だけでは子どもたちへ十分に伝わらない。ＩＣＴ機

器を効果的に用いたり，他の視覚に訴えるものを活

用したりしている。

３　特別支援教育の発想を教科外へ

　学校教育は授業が中心である。しかしながら授業以

外にも特別支援は求められ，本来的には区別されるも

のではない。当然，すべての教育のコアの部分に「特

別支援教育」があるべきである。そこで教科外での特

別支援教育の発想の生かし方について次の３点から述

べる。

⑴　一日の時程を想定して

①全校朝会

　視覚支援による内容の構造化と時間の構造化

　後ろのスクリーンには朝会の順番が示されている。

写真は「４年生の学年目標発表」で子どもたちも視覚

支援資料を示している。「今月の歌」を朝会で全校合

唱する際には，スクリーンには歌詞が示される。

②給食時間

　ランチスペースで一斉に「歯磨き」をする際，前面

のスクリーンには磨く場所を示した絵が映し出されて

いる。なお，サンバの音楽を流し，軽快なブラッシン

グを支援している。音量に注意し過度な刺激にはなら

ないようにしている。

③掃除時間

　見えないゴミを見える化するために，シュレッダー

処理された紙を床に適量まいて，それを目印にほうき

で掃いている。なお，写真は自閉・情緒障がい学級で

の様子である。集める場所もビニールテープで示して

あり，広い教室を３か所に分け，数字で順序を示して

いる。

　なお，「もくもくそうじ」で黙って掃除をしている。

音による刺激はないようにするため，音楽は流さない。

④一斉下校

　下校担当教員が話をする際，二つのことに配慮して

いる。一つ目は「褒めシャワー」である。その日にあっ

た出来事で子どもたちの頑張りを見つけ，紹介するこ

とを必ず行っている。注意されて下校するのではなく，

褒められて下校するのである。特別支援教育の大事な

視点の中に「自己肯定感」をもたせることがあげられ

る。担当教員が短い時間の中で心温まる話ができるよ

う工夫している。二つ目はやはり視覚支援である。常

時ではないが大切な内容は視覚支援を行っている。例
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えば次のような内容のときである。

・危機管理に関すること……事故防止

・行事等への意欲喚起

・「褒めシャワー」の紹介を強調

　なお，学年下校の際も同様である。そして「音（声）」

の刺激調整のため，無言で集合を徹底している。支援

の必要な児童，とりわけ寮の児童は登校下校のタイミ

ングで気持ちを整えていくことが重要である。朝，寮

で嫌なことがあって登校すると活動への入りがスムー

ズにいかないことがある。一方，学校で嫌なことがあっ

た場合も同様である。無言での集合は下校集会や下校

時の心の落ち着きぶりに繋がっている。なお，下校時

には校門まで寮の先生が迎えに来てくださっている。

登校時には校門で生徒指導主事が，運動場で養護教諭

が，毎日全校児童を出迎えている。

⑵　特別活動・学校行事の中で

①運動会の練習

　全校，学年を問わず「見通し」が大切である。視覚

支援によって「内容の構造化」と「時間の構造化」を

図っている。さらに内容については，スケジュールと

練習での注意点が示される。

　また，体育館での練習ではプロジェクターによる視

覚支援が頻繁に行われている。

②儀式的行事

　どこの学校でも同様であろうが練習・本番での視覚

支援は大切である。校長も視覚支援を怠ってはいけな

い。

③秋の遠足

　運営委員会の児童が具体

物を用いて出発式を盛り上

げている。

④委員会活動

・図書委員会

　「５年連続貸し出し

　10,000冊  達成イベント」

　くす玉わりでクライマッ

クス。

⑶　保健指導の中で

　本校は前述したように寮の児童も含めて，心のサ

ポートが必要な児童が多い。その中で養護教諭の果た

す役割は実に重要である。保

健指導にも当然，特別支援教

育の視点が求められる。

①場の構造化

・健康診断等での動線は大切

である。必要最少限の動線の

指示がなされている。（写真

右）
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②内容の構造化

・これから何をするのかの見通しを示している。また，

自分がどう行動すればいいのかも示している。

③痛みの見える化

・保健室に痛みを訴えに来たとき，今の自分の痛みが

どのレベルなのかを分かりやすく支援している。

④テーマ別の支援

・時期によって，保健指導の軽重がある。例えば，「自

分のからだを知ろう」「よい歯の週間」「目の愛護デー」

等々様々であるが次に示すものは「熱中症予防」であ

る。ポイントになるものを４つ紹介する。

○ショートの指導

　身体測定の前に，保健室前のスペースを活用してプ

レゼンテーション等を行いながら

ショートの指導を実施する。

○校舎内に「熱中症情報」を掲示

し，毎日更新する。（写真右）

○掲示資料を工夫して，視覚支援

を行う。

○児童の活動と繋げる。健康委員

会がトイレに尿の色チェック表

を掲示し，自己チェックを促

している。写真（右）は職員男

子トイレのチェック表である。

⑤養護教諭自身がいるという安

心感

　わずかなことだが知らず知ら

ずの内に子どもたちに安心感を

与えている。例えば全校草取り

の活動中でも養護教諭は運動場で救急バッグを身に付

けたまま草取りをしている。これも視覚支援である。

４　成果と課題

　どの学校でも実践していることかも知れない。しか

しながら，やっていることの「位置づけ」と「関係性」

を整理することは案外手をつけていない。そして今回

その一部を整理して分かったことが多くある。それは

地味だが大きな成果である。

○　本当に支援が生きたものなのか。

　例えば運動会の行進練習で視覚支援として「しっか

り手を振る」を書いたものを用意する。実は内容の構

造化にはなっていない。できれば絵入りの支援が欲し

い。そうすると誰にでもできるユニバーサルデザイン

へと繋がっていく。

　視覚支援で止まって安心していないかどうか常に評

価が必要である。

○　当たり前と思って必要な支援をしていない場合が

ないだろうか。

　掃除は「ゴミを掃く」は当たり前である。しかしそれ

を一歩立ち止まって考えると支援の中身が声かけ，もし

くはほうきの使い方に終始してはいないだろうか。

○　不要な刺激を取り除いているだろうか。

　掃除中に常に音が流れているとつらい子もいるはず

である。本校では掃除時間中のＢＧＭはない。または

放送で「片づけましょう」と一斉にスピーカーから流

れてくる指示もない。静かだからこそ掃除に集中でき

ている。

　特別支援は本来，教科・教科外と分けられるもので

はない。あえて言うならば教科外は学校生活全般に支

援を行い，スムーズに安心して生活できるということ

かも知れない。その支援で，今まで気づかなかった子

が救われることもある。そして一方で「その支援は不

必要なのでは」と振り返ることも忘れてはならない。

特別支援は「生きる力」に必ず繋がる。
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　　重点項目を核にした学校全体での道徳教育の推進

倉敷市立倉敷東小学校　校長　長　濱　美根子

１．はじめに

　本校は倉敷市の中心部にあり，倉敷駅の近くに位置

し，美観地区や大原美術館等の施設がある文化的に豊

かな地域である。学校規模は，第２学年３学級，第１，

３～６学年２学級，特別支援学級，院内学級を含め17

学級児童数約380名の中規模校である。

　現在の社会の状況や地域・児童の実態等を踏まえ，

本校では，学校教育目標を『心豊かに　確かな知性を

もってたくましく未来を生きる　児童の育成』と設定

し，平成26・27年度の２年間，岡山県小学校教育研究

会道徳部会指定の研究校として，学校全体で道徳教育

を推進してきた（倉敷市立倉敷東小学校，2016）。

　平成27年７月に「小学校学習指導要領解説　特別の

教科　道徳編」が出され，道徳の時間を教育課程上「特

別の教科　道徳」として新たに位置付けて，道徳教育

の具体的な指導に関する事項の改善がなされた（文部

科学省，2015）。

　今，学校全体の教育活動を通して，道徳性を育成し

ていくことが喫緊の課題であり，そのために，各学校

の実態を踏まえた道徳教育に関する対応が求められて

いる。

　そこで，本論文では，学校全体での道徳教育の推進

について本校が行った実践の成果と課題について述べ

ていこうと思う。

２．本校の道徳教育における重点

　本校の学校教育目標を達成するために大切にしたい

重点内容項目（以下重点項目）を以下の４点とした。

Ａ　希望と勇気，努力と強い意志

Ｂ　親切，思いやり

Ｃ　勤労，公共の精神

Ｄ　生命の尊さ

　本校の重点項目を学校全体で推進していくため，各

重点項目について，以下の実践を行った。

Ａ　希望と勇気，努力と強い意志

　⑴　みんなで頑張る自主学習

Ｂ　親切，思いやり

　⑵　「よいとこ見つけの木」

Ｃ　勤労，公共の精神

　⑶　みんなで応援！委員会活動

Ｄ　生命の尊さ

　⑷　大切にしよう！みんなの「命」

　これらの実践を通して，児童の道徳性を高めること

ができると考えた。

３．研究仮説

　学校全体で重点項目を意識して指導すること

で，児童の道徳的価値理解が深まり，道徳的実践

意欲が高まるだろう。

　上記の仮説について， まず，行った実践のねらい，

関連する重点項目，活動の内容や様子を紹介する。そ

して，各実践が児童の道徳性の育成にどれほど影響し

たと教職員が思ったかについて，年度末にアンケート

を実施したり，自由記述で研究を振り返ったりして，

実践を評価した。

４．実践内容

⑴　みんなで頑張る自主学習

　○　ねらい

　　・　目標を立て，日々努力しようとする心情を育

てる。

　○　道徳教育の重点

　　Ａ　希望と勇気，努力と強い意志

　○　活動の内容・様子

　　本校では，どの学級も家庭学習の一つとして自主

学習（以下自学）に取り組んでいる。伊垣（2012）

を参考に，自学ノートを一冊使い終わったら，クラ

ス内に蓄積し，自分たちがどれだけ頑張っているか

が可視化されるようにした。

　　ノートを終わらせることだけを目標にしては，

ページ数を増やすだけの自主学習になりかねない。

そこで，優れている自主学習ノートの内容を互いに

共有できるよう，クラス内に手本ノートを掲示した

り，全体に紹介したりして，内容面の指導も行った。
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また，互いにノートを褒め合うことで，友情を深め

たり，自分らしさを自覚したりすることができるよ

うになった。

　　クラス内にノートのタワーができると，自分も頑

張ろうという思いや自分たちのクラスはよく頑張っ

ているという思いを抱くようになる。他クラスとの

比較ではなく，自分たちが立てた目標に向かって，

努力することの大切さを感じることができた。

⑵　「よいとこ見つけの木」

　○　ねらい

　　・　友達の良さに気付き，積極的に伝え合おうと

する心情を育てる。

　○　道徳教育の重点

　　Ｂ　親切，思いやり

　○　活動の内容・様子

　　６月の人権週間の取組の一つとして，各学級で友

達の良さに気付き，それを伝え合う活動を行った。

普段，児童は友達の良さに気付いても意識して伝え

合うことは難しい。そこで，改めて友達の良さを文

章にして表したり，伝えたりすることができるよう

になるために「よいとこ見つけの木」の活動を行っ

た。この実践を通して，児童は誰にでも良さがある

ことや良さを積極的に見つけて伝えることで，互い

が気持ちよくなることに気付くことができた。

　　人権週間後は，全学級の台紙を廊下に掲示した。

そうすることで，児童が廊下を通る度に友達の良さ

を感じることができるようになった。10月には，ペ

ア学年で良いところを見つけ合う活動を行い，12月

の人権週間では，学校全体で良いところを見つけ合

う活動を行うことで，学年内だけではなく，他学年

の良さも認め合えるよう広げていった。

⑶　みんなで応援！委員会活動

　○　ねらい

　　・　体験活動を通して勤労の尊さに気付き，みん

なのために働こうとする心情を育てる。

　○　道徳教育の重点

　　Ｃ　勤労，公共の精神

　○　活動の内容・様子

　　委員会活動でどのような仕事をどのような願いで

しているのかが分かるように，掲示板で各委員会の

活動を紹介することにした。掲示板には，活動の様

子が具体的に分かる写真を掲載し，各委員会がそれ

ぞれの立場からどのように学校をよりよくしていこ

うと願っているのかが分かるように掲示した。

　　日頃，目立たないところで活動している委員会で

自主学習ノートのタワー
学級内に掲示した「よいとこ見つけの木」

廊下に掲示した「よいとこ見つけの木」
手本ノートの紹介コーナー
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も，このように掲示することで，どのような願いを

込めて仕事をしているのかが分かるようになった。

また，互いが学校のために働いていることを再確認

できる機会となっている。掲示するだけではなく，

昼の放送で，各委員会が自分たちの取組について紹

介することで，低，中学年の児童が学校を支えてい

る高学年の姿を意識できるようになった。

　　さらに，委員会活動を頑張っている人に向けて手

紙を出し，それを放送で紹介することで，働くこと

が人の役に立ち，感謝されていると実感できるよう

にしていった。こうすることで，低・中学年の児童

も委員会が呼び掛ける活動に積極的に参加するよう

になった。このように，学校全体で勤労の価値を高

め，自分から働くことの良さを感じて行動すること

ができるようになっていった。

⑷　大切にしよう！みんなの「命」

　○　ねらい

　　・　生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切

にしようとする心情を育てる。

　○　道徳教育の重点

　　Ｄ　生命の尊さ

　○　活動の内容・様子

　　本校には，院内学級があるので，院内学級との交

流を意識して活動している。主に教職員が院内学級

の行事に参加し児童と交流している。校内では，院

内学級の児童の活動の様子を掲示したり，第６学年

の児童と手紙の交流を行ったりした。そうすること

で，命と向き合って生活している友達のことを身近

に感じ，命を大切にしていこうとする気持ちが，教

職員だけでなく児童にも高まっていった。

５．結果と考察

　今年度の実践を振り返るために，年度末に実践を評

価するためのアンケートを実施した。

　まず，今年度，児童の道徳性を高めるために行った

様々な実践について，「とても効果がある」を４点，「全

然効果がない」を１点として４段階で評価するアン

ケート用紙を教職員全員に配布した。その結果，14名

から回答が得られたので，各実践の評価平均値と標準

偏差を求めた。その結果，下の表のようになった。

　平成27年度に行ったその他の実践（例えば，スピー

チ活動の充実や授業観察シートの活用など）について

も評価した平均値は，3.39であったが，全ての実践に

おいて，平均値と同じくらいかそれ以上の値になって

いることが分かる。平均標準偏差も0.55になっており，

自学ノートタワーの実践以外は，標準偏差も小さかっ

た。このことから，回答した教職員が同じように高い

委員会活動紹介ポスター

院内学級の掲示

今年度の実践評価アンケート結果
委員会活動の様子
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効果があったことを感じていることが分かった。

　また，同じ実践について，次年度も実践するべきか

についてもアンケートを実施した。今年度のアンケー

トと同様に，「とても実施すべき」を４点，「実践すべ

きではない」を１点として，４段階で評定してもらっ

た結果，下の表のようになった。

　他の実践についても次年度行うべきか尋ねた結果，

平均値は3.20，平均標準偏差は0.69となった。こちら

の結果からも自学ノートタワーの標準偏差以外，他の

実践よりも実践すべきと思った教職員が多いことが分

かった。

　さらに，研究の振り返りからも，今年度の実践につ

いて次のような記述が見られた。

○　６年生が関連的な道徳の中で，院内学級につ

いて学習する機会を設けることができてよかっ

た。６年生が院内との学習で学んだことを学校

全体に発信しようと掲示物を作成し，文化祭で

掲示することができた。今後も交流を図れるよ

う，年計に取り入れてもらいたい。

○　委員会の掲示物などは，低中学年の児童に

とって，委員会の内容を知る良い機会になった。

　このように，重点項目について学校で共通理解を図

りながら行った実践について，教職員全体がその効果

を高く実感し，次年度も実践すべきという思いでいる

ことが分かった。

６．終わりに

　以上のように，学校全体で重点項目を核にして，道

徳教育を推進した結果について考察してきた。

　平成30年度から実施される「特別の教科　道徳」で

は，各学校の実態に応じて重点項目を決め，教職員全

体で道徳教育を推進していくことがより一層求められ

る。そのためには，まず，重点項目を教職員全体で共

通理解し，全員で大切にしていこうとすることが何よ

り大切である。本校の重点項目を決める研究推進の話

合は３時間にも及んだ。しかし，議論を経て決めた重

点項目なので，みんなで大切にしようという意識が高

まった。

　その上で，今行っている実践を重点項目という視点

から見直し，学校全体で力を入れて実践できるかどう

かを判断することである。

　本校でも年度当初，重点項目に対して行う実践につ

いて様々な意見が出された。しかし，特別なことや実

践が難しいことではなく，今行っている実践を基本に

して，そこに重点という「魂」を入れるということを

大切にして実践した。そうすることで，今まで個別に

なされていた各教科や諸活動の指導が，重点項目で関

連付けられ，道徳の時間が，重点項目の理解を補充・

深化・統合する要として機能するようになっていった

のである。このように，道徳の時間が要として機能す

るためにも学校全体で重点項目を意識することは大切

であると感じた。

　一方，４つの重点項目は多いのではないかという意

見も出された。その理由は，４つの重点は覚えづらく，

やることが多くなりがちで無理が生じるというもので

あった。そのような意見も踏まえると，重点項目とし

ては２～３つが望ましいのではないかと思われる。今

後，さらに学校の実態に応じた道徳教育を実践し，児

童の道徳性を高めていきたい。

〈参考文献〉
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次年度も実践するべきかアンケート結果
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１　はじめに

　学力向上が学校の最重要課題であることは間違いな

い。日々の授業実践を通して，確かな学力を身につけ

るよう学校は授業改善などの取り組みを日々進めてい

る。学習したことを確実に身につけさせる手立ても大

切であるが，それ以上に児童に自主的・主体的に学ぶ

力を身につけさせることは，将来にわたって，児童の

「生きる力」を身につけさせることにつながるのでは

ないかと考えている。

２　主題設定の理由

⑴　児童の実態から

　本校は赤磐市北部の山間部にある全校児童24名の極

小規模校である。児童は指示された課題に対しては真

面目に取り組めるが，自ら課題を見つけ自主的・主体

的に学習をしたり，友達と協力して学習を進めたりす

るなどの意欲面に課題が見られる。

⑵　地域の特性から

　周囲を山林や田んぼに囲まれた自然豊かな環境にあ

る。地域の主な産業は農業である。地域に工場や商業

施設など就労の場は少なく，若者の市部への流出が多

く，それに伴って児童数は年々減少傾向にある。昨年

度より学校支援地域本部事業が発足し，多くのボラン

ティアの方が登録してくださり，学校に対してとても

協力的である。

　キャリア教育の目的は，子供たちが力強く生きてい

くために必要な資質や能力を育てていくことであり，

本校の児童の実態や地域の特性から，キャリア教育を

進めていくことが重要であると考え研究主題を設定し

た。そして，本校キャリア教育の目標（児童像）を，キャ

リア教育の４つの領域から次のように設定した。

⑶　キャリア教育の目標

①　自分や友達の大切さに気づき，周囲の人に関わり

ながら積極的に働きかける子（人間関係形成力）

②　様々な職業があることに気づき，そこで働いてい

る人の思いや願いを探ろうとする子（情報活用能力）

③　得意なことや好きなことを生かして将来の姿を描

き，目標を持って夢に向かって努力する子（将来設

計能力）

④係活動やお手伝いなど，自分にできることを見つけ

て進んでしたり，目標を持って努力したりする子（意

思決定能力）

　そして，児童の実態や地域の特性を考慮して，研究

内容を次の４点に絞って進めることにした。

キャリア教育を通して　　　　
　　　　　　　　自主的・主体的に学ぶ児童を育てる

赤磐市立仁美小学校　校長　河　本　弘　志

キャリア教育全体計画
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①　キャリア教育年間指導計画及び年間指導計画（学

年別）の作成

②　体験活動の充実

③　プロの話を聞く会の開催

④　キッザニア甲子園での職業体験

３　研究内容及び具体的な実践

⑴　キャリア教育全体計画・年間指導計画の作成

　キャリア教育で目指す４領域の能力について低中高

学年毎に，育成したい具体的な能力・態度を整理し，

各教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動など全

ての教育活動を通して取り組めるよう教育課程に位置

づけた。また，学年毎に年間指導計画を作成し，学年

に応じた実践を進めるように工夫した。

⑵　体験活動の充実

①　餅米作り

　地域の農家の協力を得て，餅米作りに取り組んでい

る。地域の基幹産業である米作りを少しでも理解でき

るように，一部の

体験だけでなく，

籾蒔きから，収穫

感謝祭まで一連の

作 業 を 体 験 す る

こと，また，農家

の人や地域ボラン

ティアの方との交流を通して，米作りの苦労や喜びを

体験できるように工夫している。活動は，４月の籾蒔

きから始まり，育

苗，田植え，案山

子の制作，稲刈り

（ 収 穫 ） そ し て，

秋の収穫祭，２月

の感謝祭へと年間

を通して活動を進

めている。また，児童が主体的に取り組めるよう，高

学年の児童が作業の仕方や世話の仕方など調べてまと

め，作業前に全校

児童に説明をして

作業を始めるよう

にしている。

　特に，収穫祭は，

「仁美ふれあい祭

り」と銘打って地

域・保護者の方の協力を得て，餅米の販売や餅つき，

おこわの調理・販売等を行っている。そこで児童は，

米作りについての

発表や合奏・合唱

などを披露し，地

域の方に楽しんで

いただいている。

そして，２月には，

米作りを指導して

くださっている農家の方やボランティアの方を招待し

て，お米を使った調理でもてなし，ゲームや発表をし

て感謝の気持ちを

伝えて一連の米作

り体験を終えてい

る。

②　備前焼制作

　地域の備前焼作

家の協力を得て，

中学年の年間指導計画例

田植え

稲刈り風景

地域の人と餅つき

感謝集会

登り窯の見学
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窯の見学や作品作

りに取り組んでい

る。窯の見学では

備前焼の特徴や窯

の作りなど，実際

に見学しながら説

明を聞く機会を設

けている。作品作

りでは，中学年以

上の児童は，手回

しろくろを使って

の作品作りに挑戦

するなど，学年に

応じた作品作りに

挑戦している。この活動でも，単に作るだけでなく，

窯の見学や窯出しの様子を見学するなど一連の制作過

程を体験することを大切にしている。

⑶　プロの話を聞く会の開催

　地域に就労の場が少ない現状から，児童が職業を意

識する場は極めて少ない。そこで，各方面の人を講師

に招いて，職業紹介とともに，どうしてその職業に就

いたか，仕事の魅

力やその職業に就

くための努力など

について話をして

いただいた。消防

士や警察官，新聞

記者，陶芸家，ス

イミング指導者など，日頃からお世話になっている方

を中心に話をしていただいた。

　最初は，本校の卒業生でもあり，近くの消防署に勤

務されている方に来ていただいた。自分たちに近い

先輩でもあり，と

ても興味深く熱心

に話を聞くことが

できた。「どうし

て消防士になった

の？」「どんなお

仕 事 を し て い る

の？」「消防士になるために，どんな勉強をしたので

すか？」等の質問に，丁寧に時には熱く語ってくれた。

　続いて，地元の駐在所の警察官に来てもらった。登

校時挨拶運動など身近な方だけど，警察官の仕事につ

いて，具体的に話を聞くのは初めてである。ここでも

児童は，「警察官になってよかったことは？」「警察官

になるためにどんな勉強をしたの？」など具体的なこ

とについて意欲的に質問していた。

　その他にも，児童の指導に来ていただいている音楽

の先生や水泳の先生など多くの方に，少しの時間を利

用して職業について話を聞く機会を設けた。日頃なか

なか聞くことができない様々な職業の方の生の話を聞

くことができ，児童は自分の将来の職業についての関

心を持つことができ，どの会も有意義なものになった。

⑷　キッザニア甲子園での職業体験（10月）

　キッザニア甲子園は楽しみながら社会のしくみを学

ぶことができる，こどもが主役の施設である。体験で

きる仕事やサービスも多く多種多様（約100種類）で

ある。そこで，児童は，本格的な設備で様々な道具を

使って，大人同様に様々な仕事やサービスを体験する

ことができる。

①　事前学習

　児童は，まず最も身近な職業人である家族へのイン

タビューを行い，グループでの交流を通して，様々な

職業への理解を深めた。その後，キッザニア甲子園で

の体験計画を立てた。関心のある仕事，挑戦してみた

い仕事を，「仕事の内容」「誰のための仕事か」「何の

ための仕事か」という観点から，それぞれ10個書き出

した。そしてグループ毎に体験する順番を決めていっ

た。

②　キッザニア甲子園での職業体験

　 キ ッ ザ ニ ア で

は，グループごと

に 計 画 に 沿 っ て

体験したいパビリ

オンを回り体験し

ていった。仕事場

への大人の立ち入

りは一切禁止され

ており，児童は主

体的に活動するこ

とができる。パビ

リ オ ン に よ っ て

は， 希 望 者 が 多

く，待ち時間が長

窯出しの様子を見学

手回しろくろで作品作り

プロの話を聞く会（消防士）

パビリオンで

銀行で口座開設

プロの話を聞く会（警察官）
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く な る こ と も あ

り，児童はその時

間を利用して銀行

で口座を開設した

り， キ ャ ッ シ ュ

カードを作ったり

等，様々な体験を

することができた。児童は日ごろ体験したり，身近に

触れたりすることのできない職業にも積極的に挑戦す

ることができた。また，同じパビリオンで他校の児童

とコミュニケーションを図りながらの仕事体験も経験

でき，楽しく取り組むことができた。そして，働いて

得たお金（キッゾ）を児童は貯金したり買い物をした

りと，自ら考えて行動することもできていた。このよ

うにキッザニアでの体験学習時間は４時間余りだった

が，児童は，様々な職業や施設の利用など生き生きと

活動することができていた。

③　事後学習

　自分が体験した仕事を紹介する「仕事紹介カード」

を作成し，それぞれの体験を交流する機会を設けた。

時間的な制約もあり，希望していたができなかった仕

事もあり，友達の仕事紹介カードを見てさらに興味を

広げる場になった。

４　成果と課題

⑴　成果

　一連のキャリア教育を通して，今まで以上に職業や

自分の将来についての関心が高くなった。また，様々

な職業や社会の仕組みについて理解を深め，仕事に対

する責任や協力，充実感など「仕事」の面白さや大変

さを自覚することもできた。そして，将来の夢につい

て具体的に考える児童が増えた。

　また，一連の活動の中で，友達と協力して，進んで

活動したり自ら考えて行動したりする姿が多々見られ

たことも一つの成果である。

　一方，事前アンケートでは「働くこと」に対して，

「忙しい」「大変」「疲れる」「お金を稼ぐ」というイメー

ジを持っている児童が多かったが，事後アンケートで

は，「地域・社会・誰かのため」「役に立つ・守る」「み

んなを笑顔にする・喜ばせる」「楽しい・やりがいが

ある・うれしい」等々の感想が多くみられた。このよ

うに，児童の職業観が広がったことは大きな成果であ

る。

⑵　課題

　本年度は初年度でもあり，実践しながら年間計画を

作成し，様々な活動を積極的に取り入れた。しかし，

キッザニア甲子園での活動は，保護者の経済的な負担

も多く，毎年実施することには無理がある。また，プ

ロの話を聞く会も，毎年違う方をお呼びするとなると

幅広いボランティアの方の確保が必要となる。

　したがって，キッザニアでの職業体験やプロの話を

聞く会など，６年間を見通した計画が必要である。

５　おわりに

　本校の教育目標は，「きらり　自ら学ぶ」である。

極小規模校であり，一人ひとりの教育機会は恵まれて

いる。地域の協力もあり，様々な体験も可能である。

しかし，少人数のため，教師や大人が，子供が考えた

り動いたりする前に，手出し口出ししたりして子供の

自主性・主体性を奪ってしまうこともあり配慮が必要

である。今後も，小規模校の良さ（少人数・地域の協

力・豊かな自然等）を生かして，児童の自主性・主体

性を伸ばす教育を進めていきたい。

放送局スタッフに
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１　はじめに

　平成28年４月１日，学校教育法が改正された。小中

一貫教育を行う義務教育学校の設置が可能となり，全

国15市区町に22校が設置されている。中高一貫教育校

の設置が落ち着き，今は全国的に小中一貫教育や小中

連携を推進し，市区町村教委が主体性を持って我が町

の教育の充実を図ろうとしているようである。

　備前市においても，平成29年度から順次，市内全小

中学校を小中一貫校とする方針が示された。伊里中学

校・伊里小学校はパイロット校として指定を受け，研

究に取り組むことになった。

　２年間の研究の成果と課題を報告する。

２　研究の目的

　平成29年４月１日の小中一貫教育校伊里学園の開校

に向けて，小中一貫教育の在り方を研究する。

３　平成27年度の研究方針

⑴　研究計画

　小中学校ともに異動で新しい校長が赴任した。１学

期は中学校の修学旅行，運動会や体育会等，大きな行

事が続く。そこで，４～６月は市教委と管理職とが協

議して研究の方向を定め，６月から本格的に研究をス

タートさせることにした。また，３学期は中学校が進

路事務で多忙になることを考慮し，主な研究期間は12

月までとすることにした。

　研究計画は次の通りである。

⑵　第１回研究推進委員会

　小中学校の校長・教頭・教務主任・研究主任で開催

し，⑴の研究計画を決定した。更に次の点について協

議し，必要事項を決定した。

①「目指す子ども像」の設定

　小中一貫教育を行う上で大切にしたいことは，小中

学校が共通の目標を持ち，その達成に向けて協働し，

結果に対して共に責任を持つことである。そこで，ま

ず共通の目標となる，義務教育９年間で育てたい「目

指す子ども像」を設定した。設定に当たっては，伊里

地区及び伊里小中学校の児童生徒の特長や課題を踏ま

えるとともに，「備前市教育に関する大綱」の趣旨を

生かし，市の施策との連動を図ることにした。

＜「備前市教育に関する大綱」重点取組方針＞

　①確かな学力・健やかな体・豊かな心の育成

　②未来への飛躍を実現する人材の育成

　③安全で安心できる学び場の確保

　④家庭･学校･地域の総合力で取り組む教育活動

　⑤取組を支える環境整備

　論文のタイトルが「目指す子ども像」である。知・

徳・体のバランスが取れた子どもたち，備前市が推進

する英語・ＩＣＴの力を身につけ，未来へ飛躍しよう

とする子どもたち，そして，地元伊里に残って伊里を

盛り上げるもよし，伊里を出て日本全国や世界で活躍

し，外から伊里を支えるもよし，そんな故郷を愛する

子どもたちを育てたいという思いを込めた。

②研究組織

　「目指す子ども像」の実現に向けて，外国語，学習

指導，生活指導，特別活動（地域や児童生徒同士の交

流について研究する）の４専門部会を設置した。

　そして，４専門部会で協議し，決定したことを次表

の12名からなる研究推進委員会で検討し，最終的に小

故郷を誇りに思い，確かな学力・豊かな心・　
　　　　健やかな体で，未来へ飛躍する伊里の子どもたち

　　―学校・家庭・地域の総合力を基盤にして―

備前市伊里学園代表　備前市立伊里小学校　校長　坪　本　義　裕
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中合同研修会で共通理解する仕組みにした。

⑶　第１回・第２回小中合同研修会

①各部会の「目指す子ども像」と「評価指標」

　小中学校の全教職員を各部会に振り分け，小中合同

研修会を開催した。最初は緊張した雰囲気であったが，

すぐに打ち解けて熱心に討議を始めた。

　まず，「目指す子ども像」を受けた「各部会が目指

す子ども像」を，続いて「評価指標」を設定した。

４　平成27年度の研究内容

⑴　外国語部会

①中学校英語科教員による小学校での指導

　小中一貫教育充実のため，中学校の英語科教員が週

１日，小学校で勤務することになった。授業は学級担

任・英語科教員・ＡＬＴの３人で行う。ＡＬＴとのコ

ミュニケーションが充実し，内容の濃い授業を行えて

いる。英語科教員は休み時間にも積極的に児童と関わ

り，６年生は中学校進学への不安感が軽減した。

　一方，英語科教員は小学校の様子を深く知ることが

でき，それを中学校の他の教員に伝えている。

②英検の受検推進

　これまでも中学校で英検を受検する児童はいたが，

学級担任や英語科教員が受検を呼びかけるようにな

り，受検する児童が大幅に増えた。英検Jr．の受検者

も増えており，英語への関心の高まりを感じている。

　中学校では二次のインタビューテストから指導を

行っていたが，一次の筆記・リスニングも希望者対象

に指導を始めた。小中学校ともに英語に親しむ生徒が

増えており，今後の英検合格者の増加を期待している。

③英語スピーチコンテストへの参加

　中学校から岡山城東高校英語スピーチコンテストに

２名の生徒が出場した。小学校では英語科教員がコン

テストの様子をビデオで紹介した。

④校内の英語表示

　写真１は職員室の入口であ

る。このように，職員室，保健

室，体育館など主な部屋に，小

中学校が協力して作成した英語

の表示カードを掲示している。

　また，小学校では写真２の通

り月名や数字を階段に掲示し，

児童が日常的に英語に触れられ

るようにしている。

⑤「English Room」の設置

　小中学校ともに，空き教室を

利用して英語教室を整備した。

英語の辞書やＴＶ，地球儀等を置き，授業の充実と意

欲の向上を図っている。今後，世界地図，外国の図書，

ＡＶ機器等を整備し，映像や資料を活用しながら，授

業の充実を図っていきたいと考えている。

⑥「English Day」の取組

　小学校は毎週金曜日，中学校は木曜日を「English 

Day」とし，朝晩の挨拶や校内放送を英語で行ってい

る。また，小学校ではＡＬＴによる絵本の読み聞かせ，

中学校では「English Salon」という，ＡＬＴが母国の

歴史や文化を紹介する取組を行っている。

⑵　学習指導部会

①小中相互の授業参観

　まず，互いの授業を知り合うことが大切と考え，相

互の授業参観を行うことにした。空き時間を調整した

り，一斉下校後の水曜日６限に中学校に行ったり，参

観日や研究授業を利用したりしている。改善点よりも

その授業のよさを見ることを共通理解している。

写真１　部屋の表示

写真２　階段の掲示
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②授業規律の一貫化

　小学校で指導され身に付けた授業規律を中学校で継

続できれば，中学生は学習しやすくなり，学力の向上

にも繋がるであろう。そこで，小中学校の授業規律を

持ち寄り，検討を行った。結論は「表現は違っても，

ポイントは同じ」であった。小学校，中学校だけのポ

イントもあるが，準備・姿勢・声の大きさ・話し方・

聞き方の５点が共通していた。一番大切にすべきこと

は小中学校の指導の継続だと改めて感じた。

③家庭学習の一貫化

　県教委から「家庭学習のスタンダード」が出された。

学力の向上，学習習慣や生活習慣の確立，進路を自ら

切り拓く意識の育成等，家庭学習の意義は大きい。

　まず，学習時間の目安を，小学校は学年×10分，中

学校は１・２年生が平日90分，休日120分，３年生が

平日120分，休日180分と設定した。そして，これだけ

の時間，学習できるようにするために，自主学習を実

施することにした。担任裁量で行っていた自主学習を

小学校３年生から中学生までの全員が実施することに

した。内容のある取組，継続した取組が難しい児童生

徒もいるが，工夫しながら指導を行っている。

⑶　生活指導部会

①生活のきまりの一貫化

　授業規律と同様，生活のきまりについても検討した。

概ね小学校はおおらかで，中学校は細かい印象である。

指導の不徹底が荒れに直結する中学校ではやむを得な

いのであろう。検討する中で，小中学校ともに「職員

室は入口まで」のような不文律が多いことが分かった。

「靴や靴下の形や色」等はこれまでの指導から，急な

変更は難しい。まずは，不文律を文章化して曖昧さを

減らし，時間をかけて調整していくことにした。

②四つの重点の決定

　生活指導の重点を小中一貫教育の視点から特に大切

にしたいことに絞り，指導を徹底することにした。一

つ目は挨拶と返事，二つ目は無言集合，三つ目は靴揃

え（特に下足箱），四つ目は大きな声で歌う校歌とした。

　小学生も卒業式等で大きな声で校歌を歌う。中学校

の入学式でも校歌を歌おうということになった。中学

生が校歌を歌う様子のＤＶＤを６年生に見せ，練習を

始めた。１日体験入学では音楽科教員の指導も受けた。

入学式では１年生や地域の方を含めた全員合唱になっ

た。地域の方々が大変喜ばれ，中学校は入学式から学

校の一体感を感じることができた。

③メディアスリム

　小学校でも高学年はスマホを

持つ児童が増え，トラブルも発

生するようになってきた。ゲー

ムやＴＶ等メディアとの関わり

方にも指導が必要である。

　そこで，養護教諭を中心にし

て「メディアスリム化大作戦」

を実施し，写真３のようなポス

ターを作成した。また，小学校

と中学校の保健委員会が協働し

て写真４のようなのぼりを作成

した。強化月間にはこれらを

使ってメディアスリムを呼び掛

け，小中学校が一緒になって，

啓発活動を行っている。

⑷　特活部会

①小中合同奉仕活動

　普段からお世話になって

いる地域のために，小中合

同の奉仕活動を行った。10

グループに分かれ，中学生

をリーダーにして活動した。伊里駅の自転車置き場に

溜まった砂をすっかり取り除いたり，こども園の園庭

に溜まった落ち葉をきれいにしたりして大変喜ばれ，

児童生徒は達成感を味わうことができた。

　平成28年度は区長さんにも参加していただいた。平

成29年度は各地域に出向いての奉仕を計画している。

②卒業式のメッセージ交換

　小学校の卒業生へ，中学校生徒会役員が「小学校の

リーダーとして活躍したことを讃え，中学校で待って

いることを伝える」メッセージを持ってきてくれた。

　小学校からは５年生が「小学校時代にお世話になっ

たことへの感謝の気持ちと高校での活躍を祈る」メッ

セージを送った。

　どちらも心温まる気持ちのこもったメッセージで

あった。今後の小中一貫教育の進展が楽しみである。

５　平成28年度の研究方針

⑴　第１回研究推進委員会

　平成28年度の研究の進め方について，学年始休業中

に協議した。異動により６人が新メンバーとなったた

め，研究の意義と基本的な進め方について，確認と意

思統一を図ることも重要なねらいとした。

写真３　ポスター

写真４　のぼり

写真５　合同奉仕活動



−28− −29−

①組織改革

　研究組織は非常に上手く機能しているが，「指導」

は教師主導の感じが強く，「特別活動」は内容が見え

にくいとの意見が出され，下の組織図の通り修正した。

　また，９年間を見通したカリキュラムの作成も必要

との意見が出され，新たにカリキュラム部会を設置す

ることにした。しかし，１年間で全教科・領域で作成

するのは困難である。平成28年度は組織図の４教科・

領域，平成29年度は理科・外国語・保健体育・学活，

平成30年度は社会・音楽・技術家庭・道徳とした。

　これに伴い，研究推進委員会にカリキュラム部会の

各部長・副部長を加えることにした。ただし，専門部

会との兼務があり，実際は４人の増加である。

②研究計画

　平成28年度は，５～12月に毎月１回，合同研修会を

持つことにした。また，その後に必ず研究推進委員会

を持ち，８部会の研究内容と進捗状況を確認し，学園

全体で共通理解しながら研究を進めることにした。

　研究計画は次の通りである。

６　平成28年度の研究内容

　前半30分は専門部会，後半50分はカリキュラム部会

とし，今年度はカリキュラム重視で研究を進めている。

⑴　専門部会

　平成27年度の研究内容の充実を図りながら，次の点

を新しく加え，研究を発展させている。

⑵　カリキュラム部会

　詳細で分厚いカリキュラムは，特に複数教科を指導

する小学校においては使いにくい。そこで，教科書会

社が作成した系統表を参考にして学習内容を整理し，

系統づけ，それに身につけさせたい能力や語句等を連

動させ，Ａ３用紙１～数枚での作成を目指している。

図工・美術，総合的な学習は，地域の教材や人材の活

用についても記述するなどの工夫も行っている。

　下は算数・数学のカリキュラムである。

７　今後に向けて

　２年間の研究で，小中学校の教職員が「伊里の児童

生徒を育てる」という共通の意識を持つようになって

きた。その一方で，小中学校の学校文化の違いを感じ

ることもある。来年度の小中一貫校開校を契機に，更

に踏み込んで協働を進めたい。

　また，こども園との連携について記述できなかった

が，３校園の合同研修会や懇親会を開催し，運動会や

生活発表会へは小中学校長も出席している。３校園が

協働する伊里学園の一貫教育を進めていきたい。
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１　はじめに

　里庄町は，岡山県南西部に位置し，笠岡市の東に隣

接している。国道２号線が町を二分するように東西に

走り，２号線沿いには精密機械や食品など多くの会社

が軒を連ねている。

　また，現代物理学の父と呼ばれる故仁科芳雄博士の

生誕の地であり，仁科芳雄賞やノーベル賞受賞者等に

よる科学講演会など，将来を担う子どもたちを称揚す

る様々な行事があり，町を挙げて教育にも大変熱心な

土地柄である。

　このように環境に恵まれた里庄中学校であるが，近

年は核家族化や少子化が進み異年齢世代との交流が希

薄になったり，小学校から固定化された人間関係での

活動が多かったりと，他の人から褒められたり認めら

れたりすることが少なく，自己肯定感が低くなってい

ると感じられる。その結果，些細な言動で他人を傷つ

けてしまうことも多く，トラブルの増加を助長してい

ると考えられる。

　そこで，地域や行政機関の方々の協力を得ながら体

験学習を充実させることで，ヒト・モノや実社会に実

際に触れ，他とかかわり合う体験を増やしていきたい

と考えた。そして，生徒たちに，「感動すること」「感

謝され，認められること」を実感させることで，自己

肯定感を高めていきたいと考えた。

２　活動を始めるにあたって

　里庄町では，平成21年度から遊休農地解消対策とし

て「耕作放棄地解消プロジェクト」チームが「まこも

たけ」の栽培実証実験を開始し，平成23年度からマコ

モ同好会をはじめ地元有志による本格的な栽培が始

まった。またそれにともなって，里庄町では，町を挙

げてまこもたけの特産品化を進めてきた。

　そんな折，里庄中学校とマコモ同好会がコラボして，

町おこしができないだろうかという話が持ち上がっ

た。中学校では，技術家庭科の「栽培」単元の必修化

にともなって，教育課程の編成等で試行錯誤していた

時期だったため，技術家庭科の授業の一環として取り

組むこととした。

　近年，教育改革国民会議等の報告においても，「少

子化・核家族時代における自我形成，社会性の育成の

ために，体験活動を通じた教育が必要である」と体験

活動の重要性がクローズアップされている。こうした

中，マコモ同好会等の高齢者の方々や地域の方々との

交流を通した体験活動を行うことは，非常に重要だと

考えた。そして，作物の栽培という実体験をすること

で，収穫の喜びや感謝の気持ちを実感するとともに，

自分たちも町おこしに参加している，町の人々のため

に役立っているという成就感や自尊感情を得ることが

できると考えた。

　そこで，里庄町教育委員会・農林建設課・企画商工

課の支援をいただくとともに，マコモ同好会の全面協

力のもと，平成25年度から中学２年生による，まこも

たけの栽培体験が始まった。

３　各機関の役割分担の決定

　栽培体験を始めるにあたって，マコモ同好会の代表

者の方々との準備会を開催した。

　準備会の中では，様々な問題点も出てきた。

　・100人程度の生徒が参加するためには，どれくら

いの作付面積が必要か。

　・サポートに必要な人数はどれくらいか。

　・生徒の活動時間を何時間にするか。

　等，当然考えられる問題だけではなかった。

　例えば，

　・圃場（まこもたけを植える田んぼ）は，湿地帯と

なっており，まむし等が出没するなどの危険性が

あり，安全確保が必要である。

　・圃場周辺は，水道等の施設がなく，作業後に手足

を洗うのが難しい。

　・里庄町の町おこしに中学生として参加していると

いう実感をもたせるためにはどうしたらよいか。

　等の課題も出てきた。

　そこで，教育委員会を中心に関係各機関と連携する

ことで，こうした課題を克服していきたいと考え，マ

地域と連携した体験学習の取り組み
―自己肯定感を高めるために―

里庄町立里庄中学校　校長　田　原　直　樹
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コモ同好会・教育委員会・農林建設課・企画商工課・

学校との合同会議を開催した。そこで，各機関で協力

できることを考え提案してもらった。

　○教育委員会　…　関係機関との連絡調整

　○農林建設課　…　 作業後の手足の洗浄等のため，

災害用給水設備の提供

　○企画商工課　…　 「里庄まこもたけひろめ隊」結

成と中学校栽培体験とタイアッ

プしたＰＲ活動

　○マコモ同好会　…　 圃場の整備・維持，まむし等の

駆除と安全対策，苗，作業道具

等の準備。

　以上のように役割を分担するとともに，適宜連絡等

を取り合って進めていくことを確認した。

４　具体的な取り組み（Ｈ27年度）

　○４月下旬　　各機関合同会議開催

　　・各機関の担当者・マコモ同好会の代表者・学校

の担当者が一堂に会して，栽培体験の日程・段

取り等の確認を行う。

　○５月11日　　オリエンテーション

　　・３クラス合同で，グループ分けや１年間の日程

説明を行う。

　○５月18日　　 マコモ同好会の人を迎えてのオリエ

ンテーション

　　・まこもたけの説明や栽培・商品化等の経緯の説

明を受けるとともに，田植え等の作業工程の説

明をしてもらう。

　　・田植えの準備物の確認も行う。

　　〈生徒感想〉

・ 親切に丁寧に教えてくださったので，まこもた

けのことがよく分かった。

・ まこもたけを里庄の特産品にしようとする意欲

が，よく伝わってきた。

　○５月中旬　　しろかき

　　・マコモ同好会のメンバーで行う。

　○５月29日　　株分け体験

　　・放課後，マコモ同好会のメンバーと生徒有志で

行う。株分けには，ナタや大型のクワ等を使う

ため，マコモ同好会の方々が，丁寧に使い方の

説明をしてくださる一方，安全に配慮した作業

をしてくださった。

　○６月１日　　田植え体験

　　・学年を２つのグループに分け，作業時間１時間

（往復時間・片づけ等を含めて２時間）を目ど

に行う。圃場全体への田植えはできなかったた

め，残りはマコモ同好会のメンバーにお願いす

ることになった。

　　〈生徒感想〉

・非常に暑い中での田植えとなったが，マコモ同

好会の人に教えてもらったように植えていっ

た。初めて，田んぼに入ったが足をとられてな

かなか動けなかった。

・足場がすごく悪くて焦った。株もけっこう重

かった。とてもしんどかったけれど，大きな実

をつけてくれればいいと思った。

・皆で協力して植えることができて，けっこう楽

しかった。

　○７月13日　　草取り体験Ⅰ

　　・学年を２つのグループに分け，作業時間１時間

（往復時間・片づけ等を含めて２時間）を目ど

に行う。

　○８月20日　　草取り体験Ⅱ　登校日

　　・全クラス，一斉に１時間程度の草取り作業を

行った。非常に暑い時期のため，早朝７時45分

頃から行った。活動のＰＲのため，企画商工課

がまこもたけひろめ隊の隊員である，吉本興業

の岡山県“住みます芸人”の江西あきよしさん

との草取り作業を企画してくださり，地元新聞

やケーブルテレビの取材も入って，活気あふれ

る草取り作業となった。
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　　〈生徒感想〉

・７月の時と違って，まこもたけが２メートル近

くに成長していた。その間を，かき分けながら

草取りをした。中腰になるのがつらかったけれ

どがんばった。

・今年の夏は，雨が少なく例年より草が少ないと

のことだが，私たちが草取りをする以外にも，

何度も草取りをしてくださっていたことを聞い

てありがたいと思った。

・草取りを終えて，マコモ同好会や役場の人たち

から，「暑いのにご苦労さん」「ありがとう」と

声をかけていただいたのが，とてもうれしかっ

た。

　○８月末～９月初旬　　病害虫の駆除

　　・マコモ同好会のメンバーにお願いする。

　○９月28日　　収穫・出荷作業の説明

　　・各クラスの技術の時間に行う。

　○10月５日　　収穫体験

　　・全クラス一斉に圃場

に入り，収穫作業を

行った。２メートル

近くに成長したまこ

もたけを収穫してい

くことは，生徒たち

にとって大きな喜び

となった。

　　〈生徒感想〉

・ぬかるんだ圃場で，マコモ同好会の人に助けて

もらいながら，刈ったり運んだりした。とても

大変だったけれど，自分たちが育てたと思うと，

とてもうれしかった。

　○10月14日　　出荷作業体験

　　・まこもたけ直売所西側で，皮をむいだり形を整

えたりする出荷作業を行った。

　　〈生徒感想〉

・収穫したまこもたけの皮をむいで，実を取り出

して同じ大きさにそろえていった。そして，計

量・袋詰めをしていった。自分たちが育てた物

が販売されうれしかった。

・このまこもたけは，中華料理では高級食材とし

て使われるそうである。私たちも，給食で食べ

たけどシャキシャキしておいしかった。たくさ

んの人が，里庄のまこもたけを食べるように

なって欲しいと思った。

・里庄町のまこもたけが有名になって，町の活性

化につながればいいなと思った。

　○10月下旬　　プレゼン製作

　　・一日学校公開日に行うクラス発表に向けて，栽

培体験をまとめ，発表用プレゼンを製作した。

　○11月７日　　発表会

　　・技術の授業を利用して，各クラスで発表会を開

催した。この発表会には，お世話になったマコ

モ同好会の方々や保護者・地域の方々等，多く

の方々にご参加いただき，中学生の栽培体験の

様子を知っていただく良い機会となった。

　今回の栽培体験は，授業時間14時間を当てる大イベ

ントとなった。生徒たちは，暑い中での作業が中心と

なったが，おじいちゃんおばあちゃん年代となるマコ

モ同好会のメンバーに丁寧に指導していただいたり，

励ましの声かけをしていただいたりして，教室内とは

違った生き生きとした笑顔での活動となった。
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５　さらなる取り組みに

　この栽培体験は，技術科の授業の一環として取り組

んできた。その過程で，町おこしとして行われている

まこもたけの特産化に他の教科も関わることができな

いかと考えるようになってきた。そんな中，生徒の中

からキャラクターを作ってはという意見が出てきた。

そこで，美術科で「キャラクターをデザインしよう」

と呼びかけた。そうして，生まれたのが「まこりん」

である。「まこりん」は，まこもたけの妖精として生

まれ，里庄町の木「椿」の葉っぱを食べ過ぎて，手と

足が椿の葉っぱと花になったという設定である。この

ような取り組みを知った里庄町のご支援で，28年５月

に実施したマコモ同好会の方による説明会では，でき

上がったばかりの「まこりん」の着ぐるみが登場し，

大いに盛り上がった。今後は，町のイベント等にも「ま

こりん」が登場し，まこもたけをアピールする予定で

ある。

　また，今まで何度かは給食の食材として登場してき

たまこもたけであるが，家庭科の授業でも，まこもた

けを使った料理を作ってみようという話が持ち上がっ

た。そこで，生徒たちがアイディアを出し合い，誰に

でも喜んで食べてもらえる料理を考案し，レシピ作り

に挑戦した。平成28年度は，一日学校公開の日に，ま

こも料理を家庭科の授業として作り，マコモ同好会の

方々や地域の方々に振る舞う予定である。

６　まとめ

　今回の体験活動では，振り返りの活動を特に大切に

した。生徒たちは，振り返りカードに活動内容を記入

するとともに，マコモ同好会や支援してくださる地域

の方々との交流から感じたこと等も，記入するように

した。生徒たちは，体験が進むにつれてまこもたけが

成長する喜びを感じるとともに，支援してくださる

方々の優しさ・温かさを実感することができた。

　まこもたけ栽培体験は，新聞やテレビなどのマスコ

ミに紹介されたり，町の広報誌等にも大きく紹介され

たりしたため，町民の多くの人が知るところとなって

いる。そのため，生徒は，近所の方々から「がんばっ

ているね」「暑い中，ご苦労さんだね」と声をかけら

れることが多くなっている。また，生徒の中には，マ

コモ同好会の方々との作業を通して，まこもたけの特

産品化の一翼を担っているという自覚も生まれてきて

おり，「自分たちは，町のために役に立っている」「地

域の方々から期待されている，感謝されている」と感

じる者も増えてきている。この活動を通して，作物を

収穫したという成就感だけでなく，自分たちは必要と

されているという自己肯定感をもつことができるよう

になってきたと感じる。

　しかし，この活動は，マコモ同好会の方々の協力な

しにはできないものである。同好会の方々からは，「中

学生から元気をもらっている」「一緒に活動できるこ

とがうれしい」と好意的な言葉をいただいているが，

負担になっていることに間違いはない。

　これからも，こうした支援をしてくださる方々への

感謝の気持ちを忘れることなく，里庄に住む中学生と

して積極的に何か役立つことをしようという気持ちを

もった生徒たちを育てていきたいと考える。
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Ⅰ　はじめに

　本校は岡山市の東部に位置し，我が国の高度経済成

長に伴う時代の要請により，昭和37年に県立の工業高

校として創立された。開校当初は岡山市の東端に位置

し，周囲を水田に囲まれたのどかな学校であったが，

現在は，住宅に囲まれた岡山市中区に位置する学校に

なっている。専門５科（機械科・電子機械科・電気科・

設備システム科・工業化学科）840名の生徒が，主に

岡山市内と岡山県南東部から通学しており「地域の学

校，東工(とうこう)」の名の元，工業高校の責任とし

て地域のものづくり教育や理科教育の推進に取り組

み，地域発展の礎になる人材の育成に貢献し，地域か

ら愛される学校になっている。

Ⅱ　５年間の継続研究（地域の防犯に貢献）

　本校の周辺には街灯が少なく，地域の人から暗くな

ると「少し不安だな」の声が聞かれることがあった。

　この声を聞いて何か地域の防犯に役立つことが出来

ないだろうかと考えて，平成25年度にまず電気科の課

題研究で防犯灯を設置したのがこの取り組みの始まり

であった。平成26年度から「５科連携」「本物のもの

づくり」「地域貢献」などをキーワードにして学校全

体の取り組みにした。また「岡山県学校経営予算プレ

ゼン枠事業」にも採択され，実用的な風車の設置や太

陽光パネルの設置，そして地域の特性を生かした備前

焼の灯具の活用などにも取り組みを広げた。この年は

外部から３名の評価委員（大学教授２名，企業の代表

１名）にも参加して頂き，取り組みについての評価や

問題点などを具体的に指摘して頂いた。評価委員の

方々からの指摘により「本物のものづくり」に求めら

れるレベルの高さを痛感した。また警察署からは感謝

状を頂くことになり，地域の防犯に取り組む責任の重

さをしみじみと感じさせられた。

　平成27年度は，経済産業省資源エネルギー庁主催エ

ネルギー教育モデル校に認定され「エネルギーを中心

にした研究」がテーマに加わった。平成29年度までの

指定研究であり，このことから最初に設定していた完

成年度を30年度から29年度に変更した。また，エネル

ギー教育の地域への発信が今まで以上に重要になり，

校内の体制だけでなく地域のグループを巻き込んだ活

動に発展し，「地域の子ども達に工業高校として，も

のづくりの楽しさや科学知識を得ることの魅力をいか

に発信し，興味をもってもらうか」の観点から学校か

ら地域への発信を増やしていった。

　平成28年度は今までで一番長い距離（約250ｍ）と，

今までにない住宅の南側を照らす防犯灯の設置になる

ので，これまでの技術を活用した継続的な設置にはな

らない。そのため設置方法を再検討する時間が今以上

に必要になった。しかし今年検討した事項は平成29年

度に設置する西側外壁にも活用することが可能である

ので非常に有意義であった。それとこれまでに設置し

た防犯灯（約250ｍ）のＬＥＤや２箇所に設置してい

る制御装置の修繕やバッテリーの保守が必要になって

いて，今後は保守や改良に要する時間やシステムの改

善が必要になってくる。

【平成28年度作成の再計画案】

①25年度　東外壁約100ｍに防犯灯の設置

②26年度　実用的な風車・太陽光パネルの設置

　　　　　東と南外壁約100ｍに防犯灯の設置

③27年度　南外壁約160ｍに防犯灯の設置

④28年度　北外壁約270ｍに防犯灯の設置

⑤29年度　西外壁約200ｍに防犯灯の設置

社会人基礎力の育成を目指し
　　　　　　　―工業高校におけるアクティブラーニング

「専門５科プラス生徒会」の取り組みを通して―　　　　

岡山県立東岡山工業高等学校　校長　難　波　宏　明

H29設置予定

H27設置完了

H26設置完了

H25設置完了

H26設置風車

H28作業中

H27設置ソーラーパネル

H26設置ソーラーパネル
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Ⅲ　工業高校としてのアクティブラーニングとは

　工業高校では以前から，課題研究の時間を活用し

て，グループで工業に関する課題を設定し，自ら学び

ながら専門的な知識と技術の深化，総合化を図ってき

た。それにより生徒達が自ら設定した課題解決に向け

て，主体的・創造的・協同的に取り組む態度が養われ，

多くの成果を残してきた。しかし中教審諮問事項「初

等中等教育における教育過程の基準等の在り方につい

て」の趣旨にある，「学ぶことと社会とのつながり」

に関する部分では，まだ十分な取り組みにはなってい

なかった。

　今回の取り組みでは，「社会とのつながり」にポイ

ントを置いた学習を展開するために，重要となる明確

な目標の設定をした。そして，取り組みを進めるメン

バーも，今までの課題研究で行っていた３年生だけで

はなく，生徒会執行部をチームに組み入れながら，学

校全体での継続的な取り組みにしていった。まさにこ

のことは地域に根ざした責任ある取り組みを設定する

ことにより，現実に発生する課題の解決に向けて主体

的・協働的に学ぶ学習（いわゆるアクティブラーニン

グ）になった。

Ⅳ　社会人基礎力の育成

　以下に具体的な取り組みの詳細を示す。

１　課題の設定（シンキング）

　まず「防犯灯を学校周辺に設置して地域の防犯に協

力しよう」の声が上がった。しかし「学校が地域の防

犯に協力する」ことは非常にハードルの高い取り組み

であることは明白である。そこで取り組みを盛り上げ

るためのキーワードをいくつか準備して取り組みを進

めることにした。「365日の地域貢献活動」「本物のも

のづくり」「東工スマートスクール構想」「５科連携」

などであるが，活動の方向性を示すには，その時々で

キーワードは効果的であった。特に，全体の活動を表

すキャッチコピーの「防犯ホタルくん」は広く浸透し，

生徒会が中心となり「マスコット」の募集や，家庭科

の先生も協力しての「ゆるキャラ」製作にも取り組み

が広がり，「ホタルくん・ホタコちゃん」は常に広報

担当として校内外で大活躍している。

設定したメインテーマとキャッチコピー

メインテーマ

「エコ発電・自然エネルギーを利用した

地域防犯システムの製作」

キャッチコピー

「防犯ホタルくん」

２　５科の役割分担（チームワーク）

　本校には現在５科の専門科が設置されており，それ

ぞれの特性を活かした分担をすることと，能動的に連

携して課題に取り組むことが必要であった。

　製作や設置は，課題研究での学習活動が中心になる

ため，以下のような役割分担をして進めた。

５科の特徴を生かした活動にするための役割分担

　次に総合力を効果的に発揮するために，生徒連絡会

議を新たに設置して，発生した課題や既存設備の修繕

および改善についての情報共有を図り，迅速に対応で

きるようにした。年間３回の全体会議と必要に応じて

個々の打合せを継続しながら活動している。その結果，

生徒達は，自分がどの様な役割を担っているのかを実

感するようになり，協働的に活動することの意義を理

解することになった。

マスコット
ゆるキャラ

「ホタルくん・ホタコちゃん」



−34− −35−

３　生徒会の役割（チームワーク）

　生徒会執行部は，主に「ホタルくん・ホタコちゃん」

を使っての広報や，点灯式の司会進行などを担ってい

る。また「ゆるキャラ」の製作では家庭科の先生と協

力して，毎年その完成度は向上している。そして毎年

行われる点灯式では，進行係の担当だけではなく，通

行される地域の方々へインタビューし，次年度の製作

の参考になる意見などを頂いている。

通行する地域の人へのインタビュー

４　行程の管理と見える化（アクション）

　到達目標の設定の次には，目標達成のための全体の

「行程管理」と「進捗率の見える化」を進めた。

　本校が設定した課題の目標は，地域の防犯に貢献す

ることであり非常に大きな責任が伴うことであった。

　そのため各担当が主体的に取り組みを進めていくこ

とはもちろん大切であるが，お互いの進行状況を迅速

に調整する必要が生じたり，想定外の課題が発生した

場合は担当がまず解決方法を模索し解決するが，他へ

の影響を考えてそれを共有する必要があった。そのた

めにも全員が見ることが出来る作業工程表による行程

指示や，それぞれの担当の進捗率をグラフ化して確認

する進捗率表の活用も効果的であった。

製作全体の作業工程表の一部

進捗率表の一部

　取り組みの状況を共有化する方法の一つとしては，

「見える化」が効果的である。本校では「新聞の発行」

と「校内掲示」に取り組んでいる。

　「新聞の発行」は生徒達によって情報収集が行われ

るため，生徒自ら取り組み全体を把握し，そして調整

しながら目標を達成するには効果的な方法であった。

また「校内掲示」は取り組みをタイムリーに写真等で

見るため，モチベーションの維持を図ることができた。

具体的な取り組みのまとめ

Ⅴ　継続的な取り組みのメリット

　「社会とのつながり」にポイントを置いた学習を展

開するためには，継続的な取り組みを進めることが効

果的であることが，生徒や保護者対象のアンケート結

果からも確認できた。

　以下にアンケートの質問と回答の集計を示す。
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質問：「防犯ホタルくん」を製作して，地域貢献活動

と環境問題に取り組んでいることを知っていますか。

（知っていると答えた割合）

　地域の方々に認知して頂き，そして感謝の言葉やア

ドバイスを頂くことは「現実に発生する課題の解決に

向けて主体的・協働的に学ぶ学習」を進めるためには

効果的である。この様な取り組みを認められH27年度

は，岡山県幼小中高ＰＴＡ連合大会で発表の機会を与

えられた。岡山シンフォニーホールを埋めた保護者を

中心にした1600名の前での発表は，本校の継続的な取

り組みを知って頂くには格好の機会になり，生徒達に

は社会とのつながりを実感し，そして取り組みへの評

価を実感する非常に有意義な発表会になった。

1600名のＰＴＡの前で発表

　また，生徒達へのアンケートから，生徒の意識で一

番変化したのは「チームによる取り組みの大切さを実

感したと思う」であった。２年生のＹＥＳ回答44％に

対して３年生は93％であり，有意義な経験をすること

が生徒にはいかに重要であるかがわかる。特に何かの

目標に向かって「協同」して取り組むことの意義につ

いて，ほとんどの生徒から肯定的な回答が得られた結

果から，協働的に学ぶ学習においても非常に有用な取

り組みであったと判断できる。

Ⅵ　まとめ

ここで工業高校が行う効果的であったアクティブラー

ニングについて図にまとめる。

Ⅶ　おわりに

　今回，平成25年から始まった本校の取り組みを工業

高校におけるアクティブラーニングを取り入れた授業

展開「社会人基礎力の育成を目指し」にまとめた。

　以前から工業高校の課題研究ではさまざまな取り組

みが柔軟に発想され，学校の実情を考慮して能動的に

取り組まれていた実態がある。今回は「社会とのつな

がり」にポイントを置いた報告であるが，非常に大き

な取り組みであるため，視点を変えれば違ったまとめ

にもなる。このようにさまざまな視点で分析可能な目

標を設定することが工業高校における長期的な継続研

究には重要である。そのためには地域(工業高校とし

て設定する地域)と人によるつながり，地域と共有す

る時間の長短，地域との場所の共有などを継続的に進

めていることが必要である。理論先行ではなく，実態

を肌で感じながら情報の選択をし，具体的な動きにつ

ながる目標を選択できればと考える。目標を設定では

なく選択できるまでになれば理想である。



　論　文（個人部門）
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「減災」をキーワードに，　　　　　　　
　　　　　従来の防災学習からの脱皮を図る取組

倉敷市立南中学校　指導教諭　見　尾　美恵子

１．はじめに

　21世紀を生き抜く生徒にとって，リスクマネジメン

トは必要不可欠な力である。特に「命」に係る防災教

育は，学校教育において今日的課題になっている。本

校においても，年間３回，火災・地震・津波の避難訓

練を行っている。しかしながら，形式的でイレギュラー

がないため真剣味が薄い。更に，災害に関して喫緊の

課題を抱えている地域ではないため，防災教育への興

味・関心は教員・生徒共に低い。「温暖な気候，地震

災害の少ない倉敷だからこそ，震災・防災学習が必要」

「彼らは将来，県外，国外で活躍する。高い確率で巨

大地震が何十年かのうちに起こるのだから，危険予測・

回避能力は必要」「減災の考え方（来たる災害時に適

切な行動を取ることによってその被害をできるだけ小

さくする）も重要」と考え，２年生の校外学習を阪神・

淡路震災学習とした。そして，修学旅行では雲仙普賢

岳において火山災害学習を盛り込んだ。

　しかし，どちらも生徒たちが生まれる前の出来事だ

けに，イメージしにくく，自分のこととして取り組ま

せるのは容易ではない。そこで，記憶に新しい東日本

大震災をも取り上げ，想定を越える災害では減災の考

え方が大切，マニュアルがあれば安全と考えてしまう

のではなく，自然を感じ，情報を集め，自ら判断し，

そして行動する力を育む実践的な学習を創造する必要

があると考えた。具体的には，文献やＤＶＤからだけ

でなく，講師を招き講演会を行ったり，体育館で避難

所訓練合宿を行ったりするなど，生徒の感性に訴える

体験活動を意図的に組み込む。生徒たちは，体験者の

語る言葉の重みを受け止め，自分が疑似体験すること

で心が揺さぶられ変容し，本質を押さえた防災学習が

できると考えた。

２．生徒の実態

　６月の下旬，防災に係るアンケートを学年の生徒全

員（353名）に行った。その結果，「日頃，自然災害に

対する防災を非常に意識している」と答えた生徒は

４％，「少し意識している」と答えた生徒は30％であっ

た。自然災害によって被害を受けたり身の危険を感じ

たりするなどの強い思い入れがないためと考えられ

る。

Ｑ．日頃，自然災害に対する防災を意識していますか？

　また，「あなたが今，心配している自然災害は？」

では，地震を選択した生徒が全体の91％，ついで，津

波58％，台風（暴風雨）38％，火山災害17％となった。

更に「地震が起きた時を想定して，家庭で避難の方法

を話し合うことがありますか？」という質問に，「はい」

と答えた生徒は35％，今までに話し合った回数の平均

は2.6回であった。

　東日本大震災は生徒たちが小学校３年生のときで，

地震や津波での被害の大きさを覚えている。「地震」「津

波」が上位になるのもそのためと納得できる。また，

地震91％，津波58％の差33％は，生徒たちが内陸地に

住んでいるため，津波を心配していないと考えられる。

更に，「家族で話し合っている」が全体の３分の１で

あることから，保護者の防災意識があまり高くないこ

とと，防災に対して切迫感・緊張感を持っていないこ

とが分かる。
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３．活動計画

　生徒の実態をもとに，まずは「災害に対するイメー

ジ」を持たせる必要があると考えた。次に「危機のイ

メージ」を，そして，最終的に「行動のイメージ」が

できるように計画した。11月に職場体験を予定してい

ることから，10・11月は避けた。

　①７月　　　減災学習オリエンテーション

　②夏休み　　総合学習課題「自然災害レポート」

　③夏休み　　 地域防災ボランティアリーダー養成研

修参加（希望者）

　④９月中　　防災フェア（校内・２年生対象）

　⑤９月下旬　岡山気象台による講演会

　⑥１月上旬　日帰り防災キャンプ（希望者）

　⑦１月21・22日　神戸淡路震災学習の宿泊研修

　⑧平成28年４月中旬～　火山災害事前学習

　⑨平成28年５月16～18日　修学旅行

　　　　　　　　　　雲仙普賢岳にて火山災害学習

４．活動内容

　①減災学習オリエンテーション

　　１年間の大まかな活動とその目的についてオリエ

ンテーションを行った。「減災」という言葉，意味

を始めて知った生徒がほどんどだった。

　②夏休み　総合学習課題「自然災害レポート」

　　自然災害のイメージを持たせるために，「自然災

害レポート」を夏休みの課題とした。Ａ４１枚程度

で，新聞やインターネット，過去の記事や防災グッ

ズ関係，防災体験などをレポートにまとめるという

ものである。

　　レポートの題材は，阪神淡路大震災・東北大震災・

広島土砂災害・防犯グッズ・御嶽山噴火等，多岐に

わたっていた。また，新聞の記事やコラム，防災の

本を読んだり地域の防災学習に参加したりして考え

学んだことなどを，自分の言葉でまとめていた。優

良レポート（52点）は９月の防災フェアに展示した。

　③地域防災ボランティアリーダー養成研修参加

　　８月５日倉敷工業高校で行われた高校生「地域防

災ボランティアリーダー」養成研修に15名が参加し

た。（高校生主体であるが，中学生も参加可）。高校

生のボランティア報告を聞いたり一緒に実技演習や

ワークショップをすることで，「中学生にもできる

ことがある」「あの高校生のようになりたい」と思

いを強くしたようだった。また，課題レポートを作

成して考えたことや思ったことを作文にまとめ，土

砂災害作文コンクールや読売作文コンクールに応募

した。更に，研修の活動の様子を写真や文字で模造

紙にまとめ，防災フェアで掲示した。

＜取り組みが記事に　山陽新聞（H28.9.13付）＞

　④防災フェア

　　９月の防災月間にあわせて，防災フェアを行った。

空き教室がないため，学年の教室の廊下・階段を利

用して掲示・展示した。（写真下）
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　　１か月間の防災フェアでは，級友の優秀作品レ

ポート（52点）を，休み時間や空き時間に読んでい

る生徒の姿が常に見受けられた。また，地域ボラン

ティアリーダー研修に仲間が参加した様子や感想の

パネル展示は，身近な級友の積極的な姿勢が伝わっ

てきて，生徒たちは大いに刺激されていた。

　　防災フェアは83％の生徒が関心を持って見て

おり，特に注目したコーナーは「災害レポート」

81％，「ボランティアリーダー研修のパネル展示」

37％「防災クイズ」33％であった。

　　夏休み，自然災害についてレポートを書いたり，

防災フェアで他の生徒の多岐にわたるレポートを読

んだりすることで，生徒たちは，相次いで自然災害

が起こっていることを肌で感じ，災害へのイメージ

を膨らませることができた。

　⑤岡山気象台による講演会

　　局地的な大雨や長野県の土石流など気象庁のアー

カイブスを視聴し，豪雨災害や土砂災害の状況と生

徒の日頃の生活を重ね合わせて考えることができ，

より実践的な減災学習となった。

　　この講演会で４人に３人が「自分が何をすべきか

分かった」と回答し「映像で災害のイメージができ

た」「自分が，まずすることが分かった」「専門用語

の意味が分かった」と約半数の生徒が回答している。

更に，保護者にこの講演会の話をした生徒は全体の

47％，そのうち「避難はどうするかなどの家族での

話し合い」は４分の１の生徒が行っていた。

＜生徒の感想＞

・被災したことはなく災害の実感はなかったが，

これからは防災情報を聞いたら早めの避難行動

を取りたい。

・帰って家族で話し合って避難する場所や連絡方

法などを決めました。助かる人になる，助けら

れる人になるよう減災学習に取り組んでいこう

と思う。

　⑥日帰り防災キャンプ

　　倉敷市災害ボランティアコーディネーター連絡会

に相談し，アドバイスを受けながら活動内容・日程

を決めた。冬休み最終日，生徒54名，保護者１名が

参加し，倉敷市災害ボランティアコーディネーター

連絡会メンバー（16名）の手ほどきを受けながら，

非常食用炊飯袋での昼食づくり，被災時の対処法や

グループワーク「クロスロード」等を行った。

　　生徒の感想からは，「行動をイメージした」表現

が多く読み取れた。

＜生徒の感想＞

・災害に遭った人の話ではなく，情報を伝える側

の人の話が聞けて良かった。周りの人の情報に

流されず的確に行動したいと思う。

・直感でどうすれば多くの人が助かるのか自分の

考えと行動を確認できた。

＜参加生徒募集ポスタ―（教室掲示用）＞

　⑦神戸淡路震災学習の宿泊研修

　　１日目は「人と未来防災センター」「北淡長震災

記念公園」を，２日目は「兵庫県広域防災センター」

を見学・体験した。本を読んだりテレビを見たりす

るだけでは分からない当時の雰囲気や心情が，展示

物や語り部の方のトーンから伝わり胸に迫ってき

た。

　　また，宿泊場所裏の広場で，早朝集会（午前５時

46分・写真下）を行った。真っ暗で無音のビルの谷間，

寒さの中，21年前の出来事を一人一人想像し，思い

を刻んでいた。
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　　「災害を防ぐことはできないけれど少しでも被害

を減らすことはできる。この考えは生きている限り

絶対必要になる。災害時にはこの知識を生かし周り

にも目が配れるようになりたい。」と，自分から必

要な知識・情報を取りに行く強い姿勢が読み取れる

感想が多かった。

５．生徒の変容

　２月下旬，この１年の活動に関するアンケートを生

徒全員に行った。

　①今までの自然災害学習について

　（①②を選んだ人の理由）（複数選択可）

　ア．専門家の話が聞けた　　　　　　44.2％

　イ．自分のこととして考えられた　　55.2％

　ウ．どう行動すればいいか分かった　68.8％

　エ．不安が薄れた　　　　　　　　　 7.4％

　オ．災害に遭う確率が高いから　　　47.2％

　②減災学習は必要か？

＜①②を選んだ人の理由＞

・自分のためになる学習だから

・倉敷は安全だけど，安全過ぎると，いざという時

的確な行動がとれないから

・震災など体験したことがないからイメージできて

いなかったけど，この学習でイメージできたから

・自分の身を自分で守るには絶対に備えが必要だ

し，災害を最小限に抑えることが大切だから

・いつか起きる南海トラフ大地震の時のリーダーに

なるのは自分たちだから

・災害が起きた時に少しでも自分の命や周りの人の

命を守れるかもしれないから

・災害に遭っていない人たちは甘く見ているから

　③防災について関心は？

６．成果と課題

〇２月のアンケートでは，「防災について関心を非常

に持つようになった 51％，少しは持つようになっ

た 45％」とほとんどの生徒が肯定的な回答をした。

これは，４月のアンケートで「非常に意識している 

４％，少し意識している 30％」と比較すると大幅

に増加している。この一年間の取り組みが，生徒の

実態に即した活動であり，生徒たちが自分の事とし

て取り組んだことを示している。

○「減災学習は絶対必要」と回答した生徒が83％で，

自分たちのための学習という意識を強く持つ防災学

習ができたことを表している。また，必要と答えた

生徒の理由からは，「的確な行動」「準備」「被害を

少しでも減らせる」「自分が動けるため」「地域のリー

ダーとして」等のワードが多かった。このことから，

校庭が災害時の避難場所に指定されている生徒たち

に「私たちのまちは，私たちが守る」気構えと，地

域貢献への基盤が育ちつつあることが分かる。

●４月14日の熊本地震及び余震のため，修学旅行は９

月下旬に延期となった。そのため，活動計画の⑧⑨

は実施できていない。

７．おわりに

　７月３日付山陽新聞に「命を守るため減災意識し行

動を」の見出しで生徒の投書が掲載された。『まぬが

れることのできない自然災害などの被害を少しでも減

らし，多くの命を守り，生き抜くためには減災を意識

し，行動するしかない。今できることをしていこうと

思う。』という内容だった。９月から活動計画⑧⑨を

始めるに当たって，生徒から心強い応援をもらった気

がした。
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アクティブ・ラーニングの視点からの
　　　　　　　　数学の授業実践とその考察

岡山県立倉敷天城中学校　教諭　八　代　真　哉

１　主題設定の理由

　近年，教育現場では「アクティブ・ラーニング」と

いう言葉が注目され，その視点からの授業改善につい

ての検討が重ねられている。まずはなぜアクティブ･

ラーニングが注目されるようになったのか，その経緯

と内容の具体について触れることとする。

　アクティブ・ラーニングとは，大学教育の見直しか

ら広がったもので，平成24年８月の文部科学省中央教

育審議会（中教審）の答申に「従来のような知識の伝

達・注入を中心とした授業から，教員と学生が意思疎

通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激

を与えながら知的に成長する場を創り，学生が主体的

に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アク

ティブ・ラーニング）への転換が必要である」と述べ

られている１）。それを受け，現在では多くの大学でア

クティブ・ラーニングの視点からの授業改善が行われ，

その意識は大学教育全体に定着しつつあると聞く。

　そしてその波が，次期学習指導要領の改訂に向けて

審議が進められている小中高の学校教育に反映される

のは，ごく自然な流れであると考えられる。平成28年

８月に中教審から示された「次期学習指導要領改訂に

向けたこれまでの審議のまとめのポイント」には，「こ

れまでの改訂の中心であった『何を学ぶか』という指

導内容の見直しに加えて，『どのように学ぶか』『何が

できるようになるか』の視点から学習指導要領を改善」

との記述が見られ，「どのように学ぶか」の中にアク

ティブ・ラーニングという言葉も具体的に示された２）。

答申資料を基に作成したイメージが図１である。

　アクティブ・ラーニングによる授業改善には，具体

的に３つの視点が示されている。それが「主体的な学

び」「対話的な学び」「深い学び」である。これらを学

習過程の中に効果的に取り入れた授業を行うことに

よって「どのように学ぶか」を充実させ，その結果，

「何ができるようになるか」「何を学ぶか」の実現を目

指している。

　では，これまで自分が行ってきた数学の授業ではア

クティブ・ラーニングは行われていなかったのか。中

学校で数学の授業を行うとき，知識や技能を伝達して

理解させる学習（アクティブ・ラーニングと対極なも

のとする）は必要不可欠なものだと考える。しかし，

その理解をより効果的なものとするため，様々な工夫

を取り入れて日々の授業を創っている。この工夫の部

分にアクティブ・ラーニングによる授業改善のヒント

があるのではないかと考えた。

　そこで今回は，これまで自分が行ってきた数学の授

業の工夫について，アクティブ・ラーニングの３つの

視点である「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学

び」のそれぞれの視点から振り返り，考察してまとめ

ることとした。

２　内容

⑴　「主体的な学び」の視点からのアプローチ

　自ら学びに向かう力を刺激するような課題設定の工

夫を取り入れた授業は，生徒の能動的な学習態度を育

てるために有効であったと考える。以下にその授業の

様子を振り返り考察する。

①問題を身の回りの事象と関連させた課題設定（関数）

［課題］身の回りにある，ともなって変わる２つの
数量（関数）を見つけよう。また，見つけた関数に
ついて，いろいろな形で表現して，その特徴を相手
に分かりやすく伝えてみよう。

図１　次期学習指導要領改訂の方向性イメージ
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③問題を感覚的に捉えさせる課題設定（平方根）

［課題］数直線上でルート５は，０とルート12のど
ちらに近い値でしょう。
①ルート５は，０に近い方にある。
②ルート５は，ルート12に近い方にある。

　平方根の学習後に理解を深めるための授業として，

既習内容である平方根の大小や近似値，平方根の変形

などを用いて上記の課題について考え，４人のグルー

プに分かれて，自分の考え方を説明する授業を行った。

　計算や証明する問題でなく，感覚的にも捉えること

ができる課題としたことによって，自信のない生徒

も参加しやすく，ほとんどの

生徒が興味をもって取り組む

ことができていた。また，感

覚的に選んだ生徒もその根拠

について考えたり，他者の説

明を聞いたりすることによっ

て，既習の内容をさらに深め

ることができていた。

⑴の考察

　前述の各授業を行った後に，生徒の自己評価として

アンケートを実施した。その項目の中の「課題や今日

の学習に意欲的に取り組むことができたか。」につい

て集計した結果が表１である。この結果を見ると，大

多数の生徒が課題に意欲的に取り組むことができたと

回答している。また生徒の授業中の様子や授業後の感

想などを見ても，自らの課題として意識して取り組ん

でいる姿が数多く見られ，主体的に取り組んでいる様

子が伺えた。

　このような結果から，自ら学びに向かう力を刺激す

るような課題設定の工夫を取り入れた授業は，生徒の

能動的な学習態度を育てるために有効であったと考え

られる。前述の①の授業は「問題を身の回りの事象と

関連させる」，②の授業は「問題の続きを考えさせる」，

③の授業は「問題を感覚的に捉えさせる」という観点

　関数の導入の授業として，身の回りの事象から関数

関係にあると思われるものを見つけ，４人のグループ

に分かれて，自分が見つけた関係を言葉，表，式，グ

ラフなどで表現したり，他人が表現した関係の意味を

よみとったりして，その特徴を考察することにより，

関数関係の意味を理解する授業を行った。

　身の回りの事象から関数を見つける課題としたこと

によって，生徒は実生活と数学の関連について改めて

感じることができ，さらに自分が見つけてきた関係を

相手に伝えようと積極的に活動に取り組んでいる様子

が数多く見られた。また，この授業で見つけられた事

象のいくつかはその後の授業においても例題として取

り上げた。生徒たちは，自分たちが見つけた課題を考

えることで意欲的に学習に取り組む様子が見られた。

②問題の続きを考えさせる課題設定（連立方程式）

［課題］家から10km離れた学校まで行くのに，家か
ら途中の公園までは時速４kmで，公園から学校ま
では時速３kmで歩いたところ，３時間かかった。
このとき（　　　）と（　　　）について，連立方
程式を用いてそれぞれを求めなさい。
上の問題の（　　　）の中に言葉を入れて，問題を
作って解いてみましょう。

　連立方程式の時間と距離と速さの文章題の授業とし

て，途中までの不完全な問題を提示し，問題の続きを

自分で考えて解き，２人のペアになって，その解法を

確認する授業を行った。

　問題の続きを自分で考えることによって，生徒は通

常の問題を解くとき以上に場面設定について主体的に

考え，自分で作った問題の解法を相手に正しく伝えよ

うと積極的に活動に取り組んでいる様子が数多く見ら

れた。また，時間と距離と速さの関係の把握につい

て苦手意識のあった生徒につ

いても，与えられている条件

を整理して考えることによっ

て，与えられていない条件の

把握に意欲的に取り組もうと

している様子が見られた。
授業の様子

生徒のワークシートより

表１　授業後に行った生徒の自己評価アンケートの集計結果

生徒のワークシートより
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からの課題設定の工夫を考えたが，今後もそれ以外の

様々な観点からの工夫についても考え，その成果につ

いて検証していきたい。

　またその際の留意点として，時間配分のバランスを

考える必要があると感じた。課題設定の仕方によって

は時間が取られ，その結果，問題演習等の時間が足り

なくなってしまったり，他の単元の時間数に影響が出

てしまったりすることも考えられる。授業の中で，単

元の中で，または年間の授業計画を立てる中で，これ

らの時間配分にも十分配慮しながら，バランスを考え

て計画を立てて進めるべきである。

⑵　「対話的な学び」の視点からのアプローチ

　他者との対話の場面を取り入れた授業は，数学的表

現力を高めたり理解を深めたりするために有効であっ

たと考える。以下にその授業の様子を振り返り考察す

る。

①４人のグループで協力して課題を解決する活動

　共通の課題に対して，それぞれ個人追求をした後，

自分の考え方を他の人に説明しながら協力して課題を

解決する活動をいくつかの授業で行った。

　自分の考え方を相手に説明する場面を設定したこと

によって，問題解決後も各個人が継続して表現の手直

しをするなど，時間いっぱ

いまで意欲的に取り組む様

子が数多く見られた。また，

自分とは別の考え方に気付

くことによって理解を深め

ている様子も見られた。

　しかし，いざ話し合いの場面になると，次のような

様子が見受けられた。

・数学的表現力が乏しいため，自分の中で解決できて

いても自分の考え方を相手に上手く伝えることがで

きていない生徒が多い。

・教える側と教えられる側が固定してしまっているグ

ループがあり，全員が能動的な活動になっていると

は言えない。

　そこで，「普段の授業から数学的表現力を高める活

動を取り入れる」「全員が能動的な活動になるように

する」の観点より次の活動を取り入れた授業を行った。

②２人のペアで相手に自分の解答を説明する活動

　普段の授業の問題演習において，２人のペアとなり，

相手に自分の解答を説明する活動を取り入れた。

　普段の授業から相手に自分の考え方を説明する場面

を設定したことによって，継続的に数学的表現力につ

いても意識して高めようとする姿が見られるように

なった。さらに，何人かの生徒の解答を教材提示装置

で全員に紹介するなどして，相手に伝わりやすい表現

の仕方について全体で共有することができた。

　また，２人のペアでの活動としたことによって，全

員が能動的に活動している様子が見られた。その際に，

問題につまずいた生徒も，相手に説明する目標がある

ため簡単には諦めず逆に説明の過程を表現しようとす

ることによって正しい解法に気付いていく様子なども

伺えた。

　しかし，２人のペアにし

たことによって，４人のグ

ループの時と比べ，さまざ

まな考え方に触れる機会が

少なくなってしまうデメ

リットもあった。

⑵の考察

　図２は，⑴①の授業のワークシートの生徒の記述の

一部である。４人グループで自分が見つけてきた関数

を他の生徒に説明する際に，「式やグラフがあった方

が分かりやすいのに…」と指摘され，表現を付け加え

た様子を示している。この生徒は，数学的表現力を高

めることができたと同時に，式と表とグラフを関連付

けることによって「比例」の特徴について改めて理解

を深めることができていたようである。

図２　生徒のワークシートより

４人で相談している様子

２人で説明し合う様子
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　このような様子から，他者との対話の場面を取り入

れた授業は，数学的表現力を高めたり理解を深めたり

するために有効であったと考えられる。①のような４

人グループでの活動，②のような２人ペアでの活動の

２通りの活動を行ったが，前述に示しているとおり，

それぞれについてメリットとデメリットがある。今後

は，その授業での目標に応じて，効果的な対話の学び

のサイズを選択，設定して行っていきたい。

⑶　「深い学び」の視点からのアプローチ

　課題の数値や条件を変えて考えさせる授業は，既習

内容の活用力を定着させるために有効であったと考え

る。以下にその授業の様子を振り返り考察する。

　文字式の利用の授業として，上の（課題）に取り組

んだ後，課題の数値や条件を変えた（追加課題）を提

示し，どのように文字式が変わるかについて考える授

業を行った。

　課題の数値や条件を変えることによって，最初の課

題の解法をヒントにしながら追加課題に取り組む様子

が見られた。最初の課題を振り返ることによって問題

の構造に改めて気付いたり，数値や条件を変えた課題

を考えることによって最初の解法を活用して新たな課

題に挑戦しようとしたりする姿が数多く見られた。

⑶の考察

　授業後のアンケートを見てみると，次のような生徒

の感想が書かれていた。

・規則性の問題は苦手だったけど，いろいろな数に変

えて考えてみることで特徴をつかむことができた。

・正方形を三角形や五角形に変えたとき，文字式のど

の部分が変わっていくのか分かったので，何角形に

なってもできることが分かった。

・これからも勉強したことを使って新しい問題に応用

していくようにしていきたい。

　このような生徒の感想に見られるように，課題の数

値や条件を変えて考えさせる授業は，既習内容の活用

力を定着させるために有効であったと考えられる。

　深い学びとは，数学の学習で得た知識や技能を活用

し，問いを見いだして解決することであると考える。

しかし生徒自らが，どの内容をどの場面でどのように

活用すればよいかに気付くようになるためには十分な

経験が必要となってくる。上記に挙げた授業などで経

験を積み重ねていくことによって，活用に向かう意識

をもたせたり，その際の着眼点に気付かせたりするこ

とができるようになるのではないかと考える。

３　成果と課題

　今回は，これまで自分が行ってきた数学の授業の工

夫について，アクティブ・ラーニングの３つの視点で

ある「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の

それぞれの視点から振り返り，考察してまとめを行っ

た。その結果，それぞれの工夫は子どもたちの能動的

な学習態度の育成や数学的表現力の向上や既習内容を

活用する力の定着に効果があるものであったと改めて

感じている。今後もこの３つの視点からの工夫した授

業創りを大切にして，数学の学力向上に向けてさらに

努力していきたい。

　また今後の課題として，評価の充実が必要であると

感じている。アクティブ・ラーニングの視点からの授

業改善を行うことによって，次期学習指導要領に示さ

れるであろう「新しい時代に必要となる資質・能力の

育成」にどのような効果があるのか。次期学習指導要

領に関する情報や大学入試制度変更の動向などにも注

目しながら，育成すべき資質・能力を育む観点からの

学習評価について，今後の研究課題としていきたい。

○引用・参考文献

１）文部科学省中央教育審議会答申「新たな未来を築く

ための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主

体的に考える力を育成する大学へ～」平成24年８月

２）文部科学省中央教育審議会答申「次期学習指導要領

改訂に向けたこれまでの審議のまとめのポイント」平成

28年８月
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　　“学修”する子どもを育てる小学校英語の授業と評価
―ワークシートと指導法の工夫を通して―

倉敷市立連島南小学校　教諭　江　尻　寛　正

【はじめに】

　2020年度完全実施に向けて新指導要領の骨子が発表

されている。その中では，アクティブ・ラーニングと

いう言葉が注目を浴び，文部科学省の論点整理の中で

はその視点として「主体的な学び」「対話的な学び」「深

い学び」が挙げられている。

　小学校の外国語教育の中では「主体的」「対話的」

といったところはこれまでも大切にされてきた。し

かし，“楽しい活動を中心に”“英語嫌いをつくらな

い”という言葉が現場に溢れ，「深い学び」の視点で

は物足りなかったのではないかと思う。それは子ども

の実態調査にも表れている。文部科学省が行った「英

語教育改善のための調査研究事業に関するアンケート

調査」の結果を見ると，「ゲームをすることが楽しい」

に対して「あてはまる」と答えた割合は75.1％であり，

種々の活動の中では最も高い数値であった。しかし，

「英語が使えるようになりたい」に対して「そう思う」

と答えた割合はさらに高い82.5％であった。子どもに

とっても「楽しい」はゴールではないのである。私は，

その先にある「英語を使えるようになりたい」という

子どもの願いをかなえることが外国語教育においての

「深い学び」になると考えている。本論文では，子ど

もが主体的・対話的に学び，「英語が使えるようにな

りたい」という願いをかなえるために取り組んできた

実践を紹介する。

【コミュニケーション能力の素地づくり】

　小学校は外国語教育のスタートであり，「コミュニ

ケーション能力の素地」を養うことが目標になってい

る。私はその具体的な子どもの姿として，「相手意識

を持って会話する」「自分のもつ知識を全て使って相

手に思いを伝える」と考えた。まずは，その姿が現れ

る活動を考え，帯活動として繰り返し取り組むように

した。

①ペアトーク

・朝の会に行う。

・曜日ごとにテーマがある。

・隣の人とペアで行う。

・聞き手と話し手に分かれる。

・１分間続けることが目標。

・交代で行う。

・くじ引きで発表者を決める。

・「江尻くん」が選ばれた場合は，江尻くんの話を聞

いたペアの人が「江尻くんの昨日の食事は…」とい

う話をする。

　このペアトークでは，アイコンタクトや笑顔，うな

ずきといった反応を大切にするように声をかけてい

る。また，最後の発表は自分のことではなくペアの人

の話をさせている。一方的に話すことよりも，相手意

識をもって聞き合うことがコミュニケーションだから

である。また，ペアトーク開始前に日直がサイコロを

ふっている。１の目が出た場合は「話し手は日本語禁

止」というルールを作っているのである。これは子ど

もたちに大人気である。１が出た場合は通常以上に盛

り上がり，英語を使ったりジェスチャーを使ったりし

ながら必死に自分の思いを伝えようとする姿が見られ

る。まさにコミュニケーション能力の素地を育ててい

る実感がある。

　反応，相手意識，自分の思いを伝えようとする姿は，

外国語教育の中でも大切にされる要素である。朝の会

は毎日行っているのだから，週に一回の外国語活動だ

けで行うよりも教育的効果が高くなる。

②Change Game

・英語の授業の最初に行う。

・ペアになり，先か後かを決める。

・一人が顔を伏せ，その間にもう１人に絵を見せる

（例：警察官）。

・20秒間で相手にその絵が何だったかを，英語やジェ
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スチャーで伝える。

・「Police」は使わず，別の方法に変えて（Change）

伝えるGameである。

　子どもたちは，「Car，Black，White，Red」と言っ

たり，「Speed over，No!」とジェスチャーをしたりし

て伝えていた。これを交代して行う。

　自分の能力をフルに使い，相手に考えを伝えたり，

理解できたりする活動を継続することが，外国語を

使ったコミュニケーション能力の素地を養うことにな

ると考えている。

【ワークシートの工夫】

　「自分から取り組むようにしなさい」「よく考えて活

動しなさい」と指示を出すことで，主体的になって深

く考えるようになるわけではない。大切なのは，主体

的になる場や思考できるツールを与えることである。

私はワークシートを工夫することでそれを具現化する

ようにしてきた。

　ワークシートは学期ごとに使うものと毎時間使うも

のの２種類を用意した。

①学期ごとに使うワークシート

　まず，ルーブリックの視点から児童と目標を共通理

解する。ゴールが分からないのに主体的な学修者にな

ることは無理だからである。そこで，外国語活動の目

標を児童にも分かる具体的な姿（英語を使って，２分

間，会話を続けることができる）として文章化した。

また，その上の評価としてS目標を設定し，内容につ

いては子どもたちとの話し合いで決めることにした

（反応しながらできるだけ英語で授業をする）。

　そして，これらの目標が絵に描いた餅にならないよ

うに，ワークシートに明示した。また，月に１回程度

のふりかえりの中で目盛りに表し，目標に対する自分

の進捗状況を可視化できるようにした。

　次に，ポートフォリオ評価の視点から子どもが自分

の努力を可視化できるようにした。すごろく形式を用

いることで，自分が目標に近づいているイメージを持

たせることにした。すごろくを進むポイントについて

は，私がサンパウロ日本人学校勤務時にブラジルでコ

ミュニケーションをはかるうえで大切だと考えたこと

を授業に当てはめたものである。その進み具合を学期

に１度ふりかえることで，自己評価能力を高めること

をねらいとした。
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②毎時間使うワークシート

　思考できる場として，ワークシートにあえて「余白」

を設けるようにした。一問一答ではないので，ここに

何を書くかは子どもに委ねられる。その過程において

思考が不可欠になる。自分が覚えておきたいと思った

英語を写す子がいた。英語がもつ抑揚を図で表す子が

いた。それらを次の時間に紹介することで，この余白

部分を使って思考する子どもが多く現れた。

　授業の最後には「今日の英語が使えそうな場面」を

考えさせるようにした。ここに書かれたものをその場

でスキットにするようにした。具体的な使用場面を見

ることで，「自分が英語を使っている」というイメー

ジを全員がもつことができた。また，即興でするので

「言いたいけど言えない」という場面が頻出する。こ

の場面こそが前出のChange Gameの学びを生かして

コミュニケーション能力を伸ばしたり，新しい言葉を

獲得したりするチャンスになるのである。

　ワークシートの右下には，「My dictionary」を設け

た。「言いたい言葉」を書けば，英語になって返って

くるのである。言いたい言葉なので，読みたくなる。

自分で考えながら読んだり，私に聞きに来たりしなが

ら言葉を獲得していくことができる。また，全員に広

げたい言葉はSpecial Wordsとして次の授業開始時に

紹介するようにした。使う場面がイメージできるの

で，意味のある言葉として子どもに紹介することがで

きた。

【指導法の工夫】

　素地をつくり，目標や言葉を獲得する方法を与えた

うえで，実際にコミュニケーションをはかる場を与え

ることにした。「言葉を知ってからコミュニケーショ

ンをはかる」のではなく，「コミュニケーションをは

かるから言葉を知りたくなる」という視点で活動を組

むようにした。

①言いたい言葉を引き出す活動と指導法

　絵カードを使って，前時までに学んだ英語を復習す

る活動はよく行われる。その際，絵を見せて「What's 

this?」と問うのではなく，絵を全く見せずに「What's 

this?」と問う。すると子どもたちからは「わからない。」

「せめてヒントがあったら…」といった声が出る。そ

こを取り上げ，「『ヒントください。』って英語でどう

いうか分かる？」と聞き，「Hint. Please.」という表現

を練習する。具体的な使用場面があるので，すっと子

どもの中に入る。

　同じ復習の場面で，絵を一瞬だけ見せることもする。

子どもからは，「もう一回！」「ゆっくり！」といった

声が出るので，同じように英語表現に直していく。

　そして，次の時間の復習の時に，子どもたちが獲得

した言葉を使える場をつくるのである。カードを見せ

なかったり，一瞬だけ見せたり…。子どもが思わず英

語を使いたくなる場面を意図的につくることが教師の

工夫すべき点であると考えている。
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②人のために言葉を使う“You can”Time

　言葉を獲得したいという気持ちは，相手とコミュニ

ケーションをはかることができたという経験が動機付

けになるであろう。しかし，高学年にもなると，内容

が浅いと関心が低くなる。

そこで，「相手のために言葉を使う」場として“You 

can”Timeを設けた。

・その日のリーダーを決める。

・リーダーが英語で自己紹介をする。

・まわりが既習の表現を使って質問する。

・リーダーが“できること”をペアで話し合う。

・リーダーに英語で“できること”を伝える。

（例：You can play basket!）

　子どものふりかえりを見ても，自分の英語で人を喜

ばせている実感がわいているのが分かる。この実感こ

そが，英語教育における“深い学び”だと考えている。

【子どもの意識】

　６年生に行ったアンケート結果を紹介する。項目は

文部科学省の調査に合わせている。全国平均が括弧内

であるが，それと比べて高い数値になっているのが分

かる。

　最後の設問は「英語を使えるようになりたい」とい

う子どもの願いをかなえることができたかどうかの

指標にするために独自に設けたものである。「ジェニ

ファー先生（ALT）と英語でどれくらい話すことが

できそうですか」という問いに対して，１分または２

分以上と答えた児童の割合が92％であった。

　比較対象はないが，この数値はかなり高いと捉えて

いる。つまり，「英語が使えるようになっている」と

自覚できている子どもが多いということである。

　様々な手立てを取り入れた結果として子どもが“餌

を待つ雛鳥になる授業”をするよりも，“子どもの願

いにつながる活動を取り入れ，現状を自己評価できる

授業”を行う。それを繰り返していくことで，子ども

が自分自身で目標に近づいていくのである。教師に

とって大切なことは，手綱を引いて子どもを連れてい

くことではない。子どもが進むべき方向（目標）を向

き，現在地を確認しながら（ワークシート），自分自

身で歩んでいくことをサポートすることであろう。

　英語教育は小学校教育の１コマである。だからこそ，

楽しさだけではなく，他につながる学び方も身につけ

させるのである。今回の取り組みで言えば，自己評価

能力を高めることや，思考しながらワークシートにま

とめることである。外国語学習が，“楽習”で終わる

ことなく，その先にある主体的で対話的・深い学びで

ある“学修”につながれば，小学校教育全体が充実し

ていくことになると考える。

【終わりに】

　子どもの感想を紹介する。

　これらの言葉に何を感じるであろうか。「英語の時

間は先生が楽しい活動をしてくれる」という受け身の

姿勢ではなく，「自ら言葉を獲得し，使っていきたい」

という子どもの思いが私には感じられる。
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　児童が主体的に学ぶ書写教育の可能性と展望

総社市立総社東小学校　教諭　角　田　早　苗

Ⅰ　主題設定の理由

　現在，コンピュータの普及により，手書きの文字を

書く機会は減ってきている。また，本校の３～６年生

で習字を塾等で習っている児童は，24.1％であり，毛

筆で字を書く体験は，ほぼ学校の書写の時間に限られ

るという児童が多い。また，指導者においても，特に

毛筆の指導に自信がもてないという職員が増えてきた。

　しかし，昨今の美文字ブームもあり，マスコミ等で

字を書く体験を扱った番組も多く，成人してから通信

教育や塾で学習する等，生涯学習の一環として，美し

い文字を書きたいと考えている人は増えてきている。

　学校教育としての書写の学習では，手本を中心に「正

しく整った文字をどう書かせるか」という技術的な指

導に意識が向けられがちである。しかし，新しい時代

に必要となる資質・能力の育成のために，学習者が「ど

う学ぶのか」という主体的な学びを支援するという視

点が重要ではないかと考えるようになった。

　そこで，書写の学習をアクティブ・ラーニングや特

別支援教育等の今日的課題にも十分対応できるような

ものとするよう，教材開発を行ったり指導方法を工夫

したりして，児童が主体的に学ぶ，魅力あるものにし

たいと考えた。

Ⅱ　研究の構想

　児童が主体的に学ぶ書写の学習にするために，授業

改善の視点をもとに３つの指導の重点を考え，授業実

践を通してその有効性を探ることにした（図１）。

１　正しく整えて書く

⑴　デジタルコンテンツの活用の視点

　ねらいを焦点化したデジタルコンテンツを作成し，

活用することで，必要な時に何度でも再生できる利点

を生かして，児童に技能を習得させる。

⑵　特別支援教育の視点

　毛筆の学習を硬筆の学習に生かし，毛筆で大きく太

く書くことで，硬筆でも正しい筆順や点画の組み合わ

せや，適切な筆圧で書く技能を習得させる。

２　目的に応じて書く

⑴　文化継承の視点

　グローバル化の中で，日本の伝統的な文字文化やこ

れからの社会に役立つ様々な文字文化に親しみ，進ん

で日常生活に生かそうとする態度を育成する。

⑵　学習指導要領の視点

　小学校でも書く速さに関する学習内容が設定された。

その主旨を生かして，速く書く技能や，速く書くべき

場面か，ゆっくり丁寧に書くべき場面かを，児童自身

が判断して書く能力を育成する。

３　効果的に書く

⑴　筆記具の選択の視点

　表現しようとする内容に合わせ，筆記具を選択し，

その特徴を生かして効果的に書く能力を育成する。

⑵　アクティブ・ラーニングの視点

　児童が自分のめあてをもって主体的に学び，友だち

と協働して対話的に学び，習得・活用・探究の見通し

の中で，深く学ぶ態度を育成する。

Ⅲ　授業実践

１　正しく整えて書く

⑴　デジタルコンテンツの活用の視点

①　教材・教具の工夫

　自作のデジタルコンテンツは，本時の教材に似た字

に活用できそうな，３つ程度のポイントにねらいを焦

点化した。そして，本時の範書のコンテンツと本時の

ねらいを外した悪い例のコンテンツを作成した。その図１　研究の構想図
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理由は，導入で一度範書しただけでは，ねらいとする

技能が身に付きにくいので，児童が必要な時に何度で

も見られるようにしたいと考えたからである（写真

１）。また，本時のねらいを外すと，違和感のある字

になることに児童が気付き，文字感覚を養うことがで

きるようにしたいと考えたからである。

　そして，学習者である児童の意見を聞き，デジタル

コンテンツを改良することにした（図２）。自作のコ

ンテンツについて，分かりやすいと解答した児童は

97.3％で，その理由は，「先生のかげにならずに見え

るので分かりやすい」「何回でも見られるので分かり

やすい」「うまくかけるポイントが分かりやすい」「失

敗した字の例もあるので分かりやすい」というもので

あった。分かりにくいと答えた児童は，「暗い」「実際

に書いた方が分かりやすい」というものであった。画

面が暗いのは，プロジェクターに投影したのが一因で

あると考えた。そこで，デジタルテレビに投影すると，

見やすくなり改善された。また，実際に書いて見せる

ことで感じられる臨場感も大事であると考え，従来の

水書板による範書も併用して指導することにした。

②　児童の学びの実際

　まず，本時のねらいを捉えた範書のコンテンツを見

せて，ねらいを確認した。その後，ねらいを外した悪

い例のコンテンツを見せると，どこがよくないから違

和感のある字になるのかを，児童は即座に言い当てる

ことができた。このことから，児童に文字感覚が育ち，

このように書かなければならない必然性を感じること

ができたと考える。

　また，範書のコンテンツは，児童が作品を書く際に

リピート状態にしておいたので，必要に応じて本時の

ねらいを確認してから，半紙に書くことができた。

　写真２は，Ａ児が，年間指導計画で配当された時間

の学習を終えた時点の作品（上図）と，その後１単位

時間，デジタルコンテンツを導入して学習した後の作

品（下図）の比較である。上図の左はらいも右はらい

も，徐々に力を抜くことができず，不自然な形になっ

ているが，下図はそれができている。

　図３は，デジタルコンテンツの有無によって，技能

が習得できた人数の割合を比較したものである。コン

テンツなしとありを比較すると，約３～７倍の差が見

て取れる。技能の習得に果たす，デジタルコンテンツ

の有効性については，多くの研究がなされているが，

年間30時間程度しかない書写の学習でも，有効である

と実感することができた。

⑵　特別支援教育の視点

①　教材・教具の工夫

　特別支援教育におい

て，指にはめて使用する

筆（指筆）と，水で何度

でも書くことのできる

紙（水書紙）を活用し

た実践を提案する（写真

３）。特別な支援を必要とするＢ児は，筆順や点画の

組み合わせを理解することが苦手である。Ｂ児に指筆

で文字を書かせることで，腕を大きく動かし，リズム

をつけて，筆順や点画の組み合わせを，手続き記憶と

して記憶させることができるのではないかと考えた。

また，大きく太く書くことで，文字のどの部分を書い

ているのかが分かりやすく，筆順や点画の組み合わせ

写真１　自作のデジタルコンテンツ

図２　デジタルコンテンツの感想

図３　技能が習得できた割合

写真３　指筆

写真２　前後の比較
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を理解しやすいのではないかと考え

た。加えて，Ｂ児は筆圧も弱い（写

真４）。これは，握力や手の力をう

まく調節できないからである。Ｂ児

に指筆を使って，力の入れ方を体感

を通して覚えさせることは，筆圧の

改善に有効であると考えた。つまり，

指筆を使った学習が，硬筆を用いて字を書く学習にも，

生かされるのではないかと考

えたのである。

　また，本時の教材を提示する

時には，文字の成り立ちを紹介

することにした。参考にしたの

は，文学博士白川静先生の辞典

である。図４の馬の成り立ちで

は，横棒３つがたてがみ，そし

て４本の脚，下方に垂れ下がっ

ているのが，しっぽである。このような指導を加える

ことで，指筆で書いた漢字の馬が動き出しそうに見え，

児童の興味・関心が高まるのではないかと考えたから

である。

②　児童の学びの実際

　Ｂ児は，この学習を導入する前，

教師が正確に書かせようと丁寧に指

導すると，いやがって学習が進まな

くなる傾向があった。水で水書紙に

指筆で書くという指導方法を導入す

ることで，絵を描く感じで楽しく，

漢字を学習することができた。練習を続けることで，

やがてＢ児は，硬筆でも筆順や点画の組み合わせに気

を付けて，適切な筆圧で書くことができるようになっ

た（写真５）。

２　目的に応じて書く

⑴　文化継承の視点

①　教材・教具の工夫

　昨今，手紙や葉書を手書きするという体験が，年々

少なくなっている。年賀状の表書きでさえ，パソコン

で印字してしまうので，４年生でも，どこに何を書く

のか，よく分からない児童が増えてきており，学校で

教えない限り分からない。そこで，４学年で学習する

葉書の表書きの書き方を，年賀状を書く時期に取り上

げ，学校で学習したことをきっかけに，日常生活にも

学習したことを生かしてほしいと考えた。

②　児童の学びの実際

　宛名や差出人の住所，氏名，郵便番号を示した条件

で，葉書の表書きが書けた児童は，学習前には17.6％

だったが，２単位時間の学習後には，82.4％に増えた。

このことから，葉書の表書き等の技能を，日常生活で

身に付けることが難しくなってきている今，書写の時

間で確実に習得させなければならないと考える。

⑵　学習指導要領の視点

①　教材・教具の工夫

　平成20年度に改訂された学習指導要領から，小学校

でも書く速さに関する学習内容が設定され，児童自身

が，速く書くべき場面か，ゆっくり書くべき場面かを

判断して書くことが求められている。しかし，丁寧に

書く指導はしてきたが，速く書く技能を十分児童に身

に付けさせていないのではないかという反省をもと

に，速く書く技能を習得させる指導に力点を置き，授

業実践を行うことにした。主な学習活動は，教材の

150字程度の文字を一読した後書き始め，書き終える

までの時間を計る。書けなかった場合は３分間で書け

た所までの字数を数えるというものである。

②　児童の学びの実際

　まず，成長するに従って，話された内容から，重要

なポイントを聞き取って，書き留めるという作業がよ

り必要となってくること

を児童に伝えた。そうす

ることで，児童は意欲を

高め，前回との記録を意

識しながら，意欲的に活

動に取り組むことができ

た（図５）。

３　効果的に書く

⑴　筆記具の選択の視点

①　教材・教具の工夫

　行事の節目に，表現しようとする内容に合わせて筆

記具を選び，特徴を生かして作品を作った。また，書

いた感想を発表させ，全体で共有することにした。

②　児童の学びの実際

・えんぴつよりも書きにくかったが，慣れるとう

まく書けるようになった。小筆よりは，筆ペン

の方がうまく書けた。次に続く気持ちで書けた。

・筆ペンの筆先がうまく使えた。

・はねやはらいが，えんぴつより書きやすかった。
図６　筆ペンで書いた児童の感想

写真４　指導前

写真５　指導後

図５  １分間に書ける文字数

図４　馬の成り立ち
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　図６に筆ペンを選んだ児童の感想を示す。このこと

から児童は，筆記具を比較したり，筆先をうまく使っ

て書いたり，円滑な点画のつながりに気を付けたりし

て作品を作ることができたと考える。また，円滑な点

画のつながりを意識して書くには，墨つぎの回数をな

るべく減らした方が望ましいので，墨つぎのない筆ペ

ンを選択したことは，理にかなっていると考えられる。

⑵　アクティブ・ラーニングの視点

①　教材・教具の工夫 

　基本となる文字の習得，よく似た字への活用，そし

て今までの学習を振り返って，作品作りをする探究と

いう位置付けの中で，深い学びができるようにした。

　また，自らめあてをたて，めあてに対しての友だち

のアドバイスを参考に，見通しをもって取り組み，こ

れまでの活動を自分の言葉で振り返る主体的な学びが

できるようにした。

　対話的な学びでは，児童

が作品を作る過程で，友だ

ちのめあてや字の配置等の

工夫や作品に託した思いを

知り，コンピュータに取り

込んだ友だちの作品の画像

を丁寧に見て，感想をもつ活動を導入した（写真６）。

そして，友だちの作品のよさやワンポイントアドバイ

スについて，グルー

プで話し合ったり，

付箋に書いてフィー

ドバックしたりす

る活動を位置付けた

（写真７）。このよう

な学習活動を工夫することで，アクティブ・ラーニン

グ型授業スタイルを書写の授業に導入し，授業改善を

行うことにした。

②　児童の学びの実際

　手本がないので，これまでに習得・活用した学びを

振り返って自分のめあてをたて，試行錯誤しながら自

分なりの工夫をして，作品を創り上げることができた

（写真８）。図７は，写真８下の作品のめあてと振り返

りである。このことから，自分のめあてが達成できた

ときや，自分なりの工夫や作品に託した思いが，作品

を通して友だちに伝わったとき，児童は有用感を感じ，

次の学びへの動機付けができると考えられる。

Ⅳ　成果

　図８は，児童が１年

間の振り返りカードで，

自分にとってよかった

と思う教材を選んだも

のである。選んだ理由

については，葉書や手

紙等の実用書では，手

書きのよさについて，速書きでは，日常生活で速くメ

モできるようになったことについて，筆記用具の選択

では，日常生活での筆記用具の使い分けについて，記

述されていた。創作を選んだ児童は非常に多く，その

理由は，「自分で工夫して，自分で考えて書けた 」「友

だちの工夫がすばらしかった」「自分の思いが表現で

きるよう，集中して何回も何回も書いた」というもの

であった。このことから，主体的に学ぶことで，児童

の中に自己教育力が芽生えることが明らかになった。

　本研究では，授業実践を通して，基礎となる知識・

技能の習得，日常生活での活用，自己決定，協働的な

学びが，児童の主体的な学びを育てることが分かった。

また，児童が主体的に学ぶには，次の学びにつなげる

ための，やってよかったという有用感が不可欠である

ことも分かってきた。そして，探究の場面で，児童が

さらなる高みに挑戦することで，主体的な学びを促進

し，友だちと協働しながら，自らのめあてを達成する

ことで，高いレベルでの有用感につながることが，児

童の姿を通して明らかになった。

　書写教育は転換点へ来ており，従来の手本中心の学

習のみでは，アクティブ・ラーニング等の教育改革の

波に乗り遅れることが危惧される。私は本実践を通し

て，新しい書写教育の１つの方向性を提案することが

できたのではないかと考えている。今後とも，児童が

主体的に学ぶ書写教育について問い続け，その可能性

について模索していきたいと考えている。

写真６　作品の閲覧

写真７　付箋による交流

図７　めあてと振り返り写真８　作品例

図８　よかったと思う教材
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働くことの喜びを感じ，　　　　　　　
　　　　　進んで働く児童を育てる道徳の学習

倉敷市立倉敷東小学校　教諭　伊　住　継　行

１．はじめに

　平成27年７月に「小学校学習指導要領解説　特別の

教科　道徳編」が出された。今回の改訂の発端となっ

たのは，いじめ問題への対応である。児童がいじめ等

の現実の困難な問題に主体的に対処することができる

実効性のある力を育成していく上で，道徳教育の果た

す役割が大きく求められている（文部科学省，2015）。

今回の改訂では，道徳教育を学校全体でより一層確実

に推進していくために，道徳の時間を教育課程上「特

別の教科　道徳」として新たに位置付け，目標，内

容，教材や評価，指導体制の在り方等，道徳教育の具

体的な指導に関する事項の改善がなされたのが特徴で

ある。今，学校全体の教育活動を通して，道徳性を育

成していくことが喫緊の課題であり，そのために，各

学校の実態を踏まえた道徳教育に関する対応が求めら

れている。

　そこで，本論文では，平成26年度担任していた第６

学年の児童を対象に行った道徳教育の実践が児童に与

えた影響について考察することにする。

２．関連的な道徳の学習について

　岡山県小学校教育研究会道徳部会の，道徳の時間を

要とした関連的な道徳の学習の考え方を参考に，児童

の主体的な学習を生み出すために，次のような五つの

支援を設定した授業づくりを行った（岡山県小学校道

徳教育研究会，2008）。

支援１…関連的な道徳の学習の入り口で道徳的価値に

対する構えに高める

支援２…要となる道徳の時間の前に，子どもの心をた

がやし，道徳的価値にかかわる課題意識を高める

支援３…要となる道徳の時間に，自分とのかかわりで

道徳的価値をより深くとらえる

支援４…道徳の時間にとらえたことを日々のくらしや

体験活動で確かにする

支援５…自分の変容に気付き意欲を高める

３．研究仮説

　平成26年度，本校全体で定められた重点項目１−⑵

勤勉・努力，２−⑵思いやり・親切，３−⑴生命尊重，

４−⑷勤労・奉仕の中で，特に第６学年では，３−⑴

生命尊重，４−⑷勤労・奉仕が学年の重点になってい

た。そこで，研究仮説を，次のように設定した。

【仮説】

重点項目を関連的に授業すると，児童の価値理解

が深まり，道徳的実践意欲が高まるだろう。

　上記の仮説について，児童の授業での様子や感想，

意識調査などを基に考察することにした。

４．重点項目に関する関連的な道徳の授業づくり

　年度当初，最高学年として頑張ろうと新鮮な気持ち

で取り組んできた始業前のボランティア活動（本校で

は愛校活動と呼んでいるので以下愛校活動として表記

する）であるが，次第に新鮮な気持ちも薄れ，実践意

欲も下がり気味になっていた。そこで，道徳の学習を

要として，勤労の価値理解を深め，働く意欲を高めて

いけるよう，９月から始まる関連的な道徳の学習を構

想した。

⑴　ねらい

　道徳の時間を要として，日々の生活の中で行ってい

る愛校活動や委員会活動など，人のために働いたこと

について振り返る「はたらく日記」の取組との関連を

図りながら学習を進めることで，集団や社会のために

働くことで得られる喜びに気付き，進んで社会奉仕活

動などに取り組もうとする態度を養う。

⑵　関連的な道徳の学習の実践の様子

①　支援１の様子

　２学期が始まって，「私たちの道徳」の「三方良し」

の話を読み聞かせた。「三方良し」の話は，富山の薬

売りが，働くときには，自分，相手，社会が良くなる

という話であり，みんなのために働く６年生の姿と重

なるため，この話を読み聞かせた。

　読み聞かせの後，愛校活動を例に挙げ，「愛校活動
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では，挨拶をする相手は気持ち良くなるし，草抜きを

して学校は良くなるけど，自分良しになっている？」

と質問した。児童たちは，首をかしげたり，じっと考

えたりしていた。そこで，「これから，働くことって

自分良しになるのか考えていこうね。」と告げてその

時間を終えた。

②　支援２の様子

　「みんなのために働くことで，自分良しになるのか

な。」という思いをもって，日々の生活の中でみんな

のために働いたことを「はたらく日記」に記録していっ

た。愛校活動，委員会，仲良し班掃除，その他（地域

の清掃など）という４種類の活動を意識して，活動を

通して思ったことを日々記録していった。カードは音

読カードに貼り，帰宅後，その日の活動を振り返り，

日記を書いて，翌日提出するようにした。

　取組から一週間がたった頃，「一週間を振り返ろう」

ということで，その週の自分の取組を振り返り，感想

を書いた。「ぼくは何も思わずやっていたから，次週

は何かを思ってやろうと思いました。」（Ａ児）という

ように，これまであまり意識して働いていなかった自

分に気付くことができた。また，記録の中には，「朝，

５分間マンションでごみひろいをした。」（Ｂ児：記録

１）などと書かれた日記があった。このことから，学

校内から地域へと自主的に働く範囲を広げている児童

がいたことが分かった。一方，自分にとって働く意味

を感じていない児童も多数見られた。そこで，働くこ

とについて，児童が自分の思いと重ね合わせて考えら

れるような道徳の授業を設定したいと考えた。

③　支援３の様子

　主人公の「わたし」が駅の掃除をやめてしまおうと

思ったときの気持ちを考えた後，「だけど，やめなかっ

たのはなぜ？」と発問することで，みんなのために働

き続けた主人公の思いと日々の暮らしでみんなのため

に働いている自分自身を重ねて考えることができるよ

うに仕掛けた。

Ａ児:自分がやめたら今度使う人が困るから。

C1:自分が掃除しなくなったら駅が使いにくくな

るから。

C2:他の人が使うから。

C3：朝早くて寒くて大変だけど，おばあちゃん

が転ばないようにしよう。

C4：他の人も手伝ってくれているから。

C5：たくさんの人の笑顔や言葉があるから。

Ｔ：どんな言葉がもらえる？

C5：ありがとう。

C6：寒いし疲れるけど，みんなが安全に使える

から。

C7：最後まで諦めずにやりたい。

C8：古川さんの気持ちも背負っているからしっ

かり頑張りたい。

C9：駅員さんや車掌さんにありがとうと言って

もらえる喜び。

Ｂ児：今までありがとうとか言われてきて嬉しい

から。

　Ａ児は，自分がやめたら今度使う人が困るからと発

表した。みんなのために働く理由として，使う人が困

らないようにしたいという思いが表れていることが分

かった。相手を意識して行動しようとするＡ児の心の

変化が伝わってきた。

　上記授業記録のように，みんなが安全に使えるから

という社会奉仕，駅を利用する人から「ありがとう」

と感謝される喜び，古川さんの思いも引き継いでいる

からという使命感・責任感という意見が出された。

　しかし，自分自身がみんなのために働くことで感じ

る達成感や充実感に関しての意見が出なかったので，

さらに，切り返しの発問を続けた。

Ｔ：「しなくちゃ」という思いだけで続けられる

かな？ 

〔ペアトークを促した後，全体発表〕

Ｂ児：「ありがとう」と言ってくれたらうれしい

から。

C6：人から褒められたり，感謝の言葉を言われ

たりするとうれしくて，またきれいにしようと

いう気持ちになる。

Ｔ：じゃあもうちょっと聞くよ。嬉しい気持ちは

分かるんだけど，「ありがとう」とか言われな

〈記録１　地域の清掃活動を行ったＢ児の記録〉
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いと続けられない？

C7：地域のみんなが使うところをきれいにしよ

うという気持ちがあると続けられる。

Ｔ：どこからくるの？きれいにしようという思い

は？

Ｂ児：達成感があって自信につながる。

　Ｂ児は，「はたらく日記」の中で，記録１のように

朝５分間，マンションのごみ拾いをしたと書いていた。

清掃活動を通して，自分の達成感からそれが自信へと

つながっていくことを，Ｂ児は感じているのではない

かと思った。みんなのために働く理由として，自分自

身の達成感が支えとなり，マンションの清掃活動も行

うことができているのだろうと思った。このように，

道徳の学習で自分と重ね合わせながら勤労の価値につ

いて理解を深めていくことができた。

④　支援４の様子

　授業後も「はたらく日記」を継続し，みんなのため

に働くときの気持ちを記録していった。そうする中で，

愛校活動で掃除をしている児童の記録に，「草が抜け

てすっきりした。」という感想が見られるようになっ

た。このことから，他の人の感謝の言葉やそこを使う

様々な人のためという思いだけではなく，自分にとっ

てもいい気持ちになるという思いが高まっていること

が分かった。

　また，授業の最後に地域の清掃活動の話題が出たた

め，地域にも目を向けるよう，学級活動の時間に地域

のために働くことについて話し合った。その結果，地

域の清掃活動や落書き消しの活動に取り組むことに

なった（写真２）。

　実際に，清掃活動をすることを通して，みんなが使

う公園に，たくさんのごみや落ち葉があることに気付

き，どうしてごみを捨てるのかという疑問をもったり，

自分たちでその場をきれいにしていくことの達成感を

味わったりすることができた。また，学校近くのトン

ネルの落書きを消す活動に取り組んだ児童は，自分た

ちの活動によって，トンネル内のものすごい汚れに気

付き，さらに，落書きを消すことができ，「自分良し」

となる充実感を味わうことができた（記録２）。

  

〈写真２　学級活動：「地域ボランティア活動をしよう」の板書〉

※　振り返りの中の実線の下線は，自分から働くこ
とで感じる喜び，点線は相手や社会が良くなるこ
とで感じる喜びを示していると思われる部分に著
者が引いたものである。

〈記録２　清掃活動を行った児童の振り返り〉
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⑤　支援５の様子

　みんなのために働くことについてこれまでの学習を

振り返り，みんなのために働くことについて，自分が

変わったな，新しく気付いたなと思うことを書いてま

とめた。「はたらく日記」を見直したり，ボランティ

ア活動の振り返りを読み直したりして，児童たちは，

みんなのために働くことによって，人，その場所や物，

そして，自分の全てがよくなっていくことに気付くこ

とができた（記録３）。

　私は，愛校やボランティア活動を通して，自分

が少し変わった気がしました。例えば，みんなの

ために働くことが自分良しで，そして，働いても

らった方も良しということに気付き，「もっとや

ろう！」という気持ちに変わっていったことです。

でも，最初のころは，少し大変だったけど，例え

のような気持ちをもちはじめると，進んで活動で

きました。なので，この気持ちを忘れずにこれか

らも進んで活動したいと思いました。

５．結果と考察

　学年の重点項目について，関連的な道徳の授業づく

りを行ったことで児童の意識がどのように変化したか

を調べるため,7月と12月の２回に分けて，全校でアン

ケートを行った。回答は，「とても思う」「まあまあ思

う」「あまり思わない」「全く思わない」の４件法で行っ

た。第６学年の児童数は全員で50名であった。

アンケート項目

①道徳の時間に気付いたことを，していきたいと

考えている。

②みんなのために働くことは大切なことであり，

自分にできることは，進んでしようと思う。

　グラフを見ると，①からは，道徳的実践意欲が高まっ

たことが分かる。また，②では,12月には，「とても思う」

「まあまあ思う」という肯定的回答が100％になってい

る。重点項目にしたことで，教師も児童も意識が高ま

り，関連的な道徳の学習で価値理解が深まり，道徳的

実践意欲が高まったためであると思われる。

６．終わりに

　以上のように，学校や学年で重点項目を決め，道徳

の時間を要として他教科や日々の暮らしと関連を図り

ながら実践をしていくことで，児童の価値理解が深ま

り，道徳的実践意欲が高まることが分かった。道徳の

時間が要として機能するよう，他教科や日々の暮らし

と積極的に関連を図りながら，教科化に向けて道徳教

育を推進していきたい。

〈参考文献〉

永田繁雄監修　岡山県小学校道徳教育研究会． (2008)． 

［新学習指導要領の趣旨を生かした］新しい自分に

出会う道徳の学習．東洋館出版．

文部科学省．(2015)．小学校学習指導要領解説道徳編

〈記録３　日々の暮らし：「はたらく日記を振り返ろう」の感想〉
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中学２年「電流」問題解決学習
―アクティブ・ラーニングを取り入れた授業作り―

倉敷市立玉島東中学校　教諭　山　本　芳　幸

１　はじめに

　本校の学校教育目標は，以下である。

　「盛んな向学心，豊かな心情，たくましい心と体を

もった生徒を育てる。」

　また，指導の重点は次の①～③である。

　「①問題解決能力の育成　　②温かい心の育成　　

③実践力の育成」

　上記の①～③を実践するために，本校では次の研究

主題に取り組んでいる。

　豊かな心を育み，確かな学力を育成するための教育

の実践

・「岡山型学習指導のスタンダード」の推進

・自己を見つめ，よりよい生き方をめざす道徳の時間

の研究

・アクティブ・ラーニングを取り入れた授業づくり

　今年度より「アクティブ・ラーニング」を取り入れ

た授業研修を繰り返している。

　文部科学省・教育課程企画特別部会が平成27年８月

に示した論点整理では，アクティブ・ラーニングにつ

いて，詳しく論議がなされている。その定義は以下の

通りである。

　教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，

学習者の能動的な学習への参加を取り入れた教授・学

習法の総称。学習者が能動的に学習することによって，

認知的，論理的，社会的能力，教養，知識，経験を含

めた汎用的能力の育成を図る。発見学習，問題解決学

習，体験学習，調査学習等が含まれるが，教室内での

グループ・ディスカッション，ディベート，グループ・

ワーク等も有効なアクティブの方法である。

　特に理科に関して，次の記載がある。

　科学的に探究する学習（自然の事物・現象の中に問

題を見いだし，予想や仮説を設定し，それらを基に観

察，実験などを計画・実行し，得られた結果を分析し

て解釈して，相互に話し合う中から科学的な見方や考

え方を養うなどの学習）

　本年度，理科でも科学的に探求する授業を繰り返し

てきた。

２　めざす生徒像

　玉川大学の谷和樹教授の提唱を参考に，アクティブ・

ラーニングに関して以下のステップに分類分けした。

①　問題を発見する。【発見】　→主体的に課題を発見

し，解決に導く力の育成

②　問題を追求する。【追及】　→問題を追及する中で

の創造力や発想力の育成

③　結果を整理する。【整理】　→コミュニケーション

能力や事実を整理できる態度の育成

④　異なった結果・考えを認める。【分析・解釈】　→

様々な意見を認める態度や科学的思考力の育成

⑤　根拠に基づく結論をする。【推論】　→課題から導

かれる結論を見いだせる態度の育成

　理科では，これらの流れを授業の中でいくつか組み，

生徒に上記のような力を付けられるようにした。本校

生徒が上記ステップでアクティブ・ラーニングを行う

ことで，国際社会に生き抜く力をつけ，自らの人生を

切り開くことができるようにしていきたい。

３　中学２年　電流「問題解決学習」での実践

　本実践を行う前に，以下の器具をマスターする。

　電圧計，電流計，テスター，電源装置

　このうちテスターは抵抗を測るときに用いる。

　それぞれにパフォーマンステストを行い，合格すれ

ば次の装置に進める。

　合格した生徒は，他の生徒の判定ができるので，生

徒同士で楽しみながらテストができ，かつ器具の使い

方を習得することができる。

　パフォーマンステストを通して，電気器具の習得が

できる他，相手に自分の技能を見てもらうことで，そ

の時に器具をどう扱うか考えたことを表現できる。思

考力や表現力の育成にもつながる。

　すべての器具をマスターした上で，実践が可能であ

る。次の問題を全体に投げかける。
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　ＡとＢの２つの電球があります。Ａは100Ｗ，Ｂは

40Ｗです。

　１つずつスイッチをい

れて電流を流すと100W

の電球の方が明るく輝き

ます。では，左のような

回路にしたら，ＡとＢの電球ではどちらが明るく輝く

でしょうか？

【予想】　ア　Ａの電球の方が明るい。

　　　　イ　Ｂの電球の方が明るい。

　　　　ウ　ＡもＢも同じ明るさである。

　　　　エ　その他（　　　　　　　）

　予想させ，理由を言わせた後，実験をする。Ｂの電

球の方が明るくなる。

　答えはイである。イを選択する人はほとんどいない

ので，驚きの声があがる。

　１つずつならＡの100Ｗの方が明るいのに，なぜ直

列にするとＢの40Ｗの方が明るくなるのか。それを生

徒自ら実験方法を考えさせ，実験させ，レポートにま

とめさせる。

　実験道具には，以下を用いる。

6.3Ｖ豆電球（40Ｗ電球の代わり），3.8Ｖ豆電球（100Ｗ

電球の代わり），乾電池，乾電池フォルダー，リード線

（６本），電圧計，電流計，テスター，電源装置（４Ｖ）

　３時間まるまるこれらの道具を使って実験を行い，

レポートにまとめさせる。

　この実践では，導入が大切である。最初の演示実験

を失敗するとその後の探究活動も鈍くなる。

　ワークシートに掲載している実験についての文を掲

載する。生徒に安心して探求していけるよう促してい

る。

☆これから約３時間，自分で実験の方法を考えて，追

求していく授業になります。皆さんは，パフォーマン

ステストに合格し，電圧計，電流計，テスターなどを

使いこなせるようになっているはずです。これらの器

具は，皆さんが疑問を解決していくときの強力な手助

けになるでしょう。積極的に実験をして疑問を解明し

ましょう。

☆しかし，自分だけの実験や考えでは，なかなか思う

ように進まないことがあります。そんなとき，ほかの

人との情報交換が大切になってきます。自分の実験で

わかったことを他の人に伝えたり，他の人から情報を

もらったりすることが大切になってきます。

☆ノートが書けたら，どんどん見せて下さい。代表的

なものを印刷してみんなに紹介します。先生のプリン

トは，しばらくお休みです。他のクラスのノートも掲

示します。

★疑問に思ったこと，調べてみたいと思ったことを自

分で実験の方法を考えて，追究していくのです。探究

する途中で，回り道をしてしまうこともあるでしょ

う。でも，それでいいのです。自分の歩んだ道をきち

んとノートに記録して下さい。データが，あとで役立

つことがあるでしょう。回り道や寄り道が多い人の方

が，たくさんのことを学ぶことになります。わからな

くなったら，先生を呼んで下さい。アドバイスします。

　レポートの作成には，例を示している。課題は黄色

のカードに書く，考察はピンクのカードに書く，実験

の方法と結果はその間に書く，などである。

　レポート作成

を通して，生徒

の科学的な表現

力 を 鍛 え て い

る。３時間，生

徒だけで実験さ

せ，レポートに

まとめる。優秀

なレポートはコピーして各班に配布する。

　配布する資料には，基準がある。

・実験結果から正確に考察を導き出しているレポート

・こちら（教師）が進めてほしい実験で作成している

レポート

Ａ　豆電球の抵抗を測定

Ｃ　直列回路の豆電球の明る
　　さの違いを測定

Ｂ　直列回路の電圧を測定

Ｄ　結果からのレポートの
作成　　　　　　
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　１時間目では，すぐにできる実験でレポートを作成

する傾向にある。豆電球の抵抗を測る，直列と並列で

明るさを見る，などである（下図の２つのレポートよ

り）。

　３時間目になると，考えられたレポートが作成され

るようになる。（上図と左下図のレポートより）

　２つのレポートは，豆電球を直列と並列に配線し，

各場所の電流と電圧を調べたものである。

　電流計をどこにおいても電流の値は変わらないこと

を見出していた。また，電圧が足し算になることも見

出していた。つまり，

　教師が教えなくとも，直列回路のＩ＝Ｉ１＝Ｉ２や

　Ｖ＝Ｖ１＋Ｖ２を発見していた。

　問題を解決する過程で，さまざまな原理原則を自分

の手で探し当てる作業は，子どもたちにとって夢中に

なる活動である。

　３時間目になると，生徒が自ら実験したい，という

ようになる。そして，次々とレポートを作成する。印

刷が追いつかなくなるほどである。

　また，上記レポートは，電源装置の電圧を上げ，豆

電球に流れる電流の値をグラフにしている。

　電圧と電流が比例関係にあることや豆電球の抵抗で

グラフの傾きが違うことなどを見出していた。つまり，

　教師が教えなくともオームの法則を発見していた。

　問題の解決には至っていないが，このような原理を

追求したレポートは，後のオームの法則の実験の導入

で用いることができる。

　３時間を終えてのまとめの授業では，１時間を用い

て直列での電圧と電流，並列での電圧と電流を，生徒

Ｆ　他の人のレポートを参考
にしている　　　　

Ｅ　理科室内での実験の様子
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の実験結果からまとめる。そして，直列回路，並列回

路の各豆電球にかかる電圧と電流を掛け算すること

で，明るさの違いを理解させる。

　そして，それが電力と呼ぶことも教える。このまと

めを通して，問題を解決していく過程で知ったことが，

実は大切な電力の定義であることを理解することがで

きる。

　生徒の感想を紹介する。

・レポートをまとめるのが楽しかった。

・自分で実験を考えられるので，班の人と色んな実験

を考えた。

・他の人のレポートを見ながら，どんな実験ができる

か考えた。

・結果が思った通りになったときはうれしかった。

・私のレポートを刷ってくれたのがよかった。

　アクティブ・ラーニングのステップで当てはめてみる。

【「問題解決学習」アクティブ・ラーニングのステップ】

４　考察と今後の課題

　本実践は日本理科教育支援センターの小森栄治氏の

実践に基づいている。電流の課題への問題解決のために，

課題設定→予想→方法→実験→結果→考察→新たな課

題設定，を繰り返す。レポート作成を通して，思考を高

めていく形式は，アクティブ・ラーニングといえる。

　また，お互いのレポートを見合ったり，過去のレポー

トを見たり，優秀なレポートを参考にするあたりも，

アクティブ・ラーニングといえる。

　今後の課題として，電流への意識調査をとる必要が

ある。電流へのイメージの変化や，電流を通した考え

方への変化を事前と事後でデータ化し，よりエビデン

スのある実践を目指していきたい。

　ＴＩＭＳＳ（国際数学・理科教育動向調査）に基づ

く生徒の意識調査を行った。2015年度の中学２年３ク

ラスで実施した結果は以下のとおりである。

　理科が好きと答える生徒は，中学２年で56％（３月時

点）であり，国内平均（2011年）の56％と同程度である。

　中学２年で理科好きが減っている原因として，以下

が考えられる。

　・電流単元でペースの速い授業が続いたこと

　・電流の定期考査が難しかったこと

　・探究活動に魅力を見いだせなかったこと

　これらを改善できるよう，ゆとりをもって進めたい。

　また，科学に関する職業に就きたい，と答える生

徒は，前中学１年で28％（３月時点），前中学２年で

23％（３月時点）と低い。国内平均（2011年）の20％

は上回っているが，国際平均は56％（2011年）であり，

まだまだ指導する必要を感じる。

　科学に関する職業について語ったり，職業のプリン

トを配布したり，職業と科学の関連について教える必

要がある。

５　おわりに

　本実践は，アクティブ・ラーニングには極めて効果

的な実践と考える。次期学習指導要領に備えるため，

本実践が効果的であることを，さらに証明したい。

　本実践に際し，本校の理科担当の職員より多くの協

力をいただいた。また，小森栄治氏には多くの指導助

言をいただいた。謹んでお礼申し上げます。
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１　はじめに

　現在，中央教育審議会では次期学習指導要領の議論

が進められており，「何を学ぶか」だけでなく「どの

ように学ぶか」を重視し，育成すべき資質・能力，教

育目標や学習指導の在り方も一体的に検討されてい

る。その指導方法の在り方として注目されているのが

「アクティブ･ラーニング」（以下，ＡＬ）である。

　では，なぜ次期学習指導要領にＡＬの要素が強調さ

れていくのかを整理しておく。これからの社会は少子

高齢化やグローバル化，情報化が加速する中で劇的な

変化が予測されている。技術革新等の影響により，子

どもたちの65％は将来，今は存在していない職業に就

く（キャシー･デビッドソン氏2011）とも予測されて

いる。OECD（経済協力開発機構）は将来，職業に求

められるスキルの推移の変化として反復系の手作業は

減り非反復系で分析・双方向性を伴うものが増加する

と示している。つまり，これからはキャリア選択に関

わらず高い志を持って，膨大な情報から何が重要かを

主体的に判断し，様々な課題を解決するために論理的

に考え，他者にわかりやすく表現する力などの汎用的

能力を備えている人材が求められるようになってくる

と示している。１）

　以上，このような将来の社会的背景を捉えた上で今

後の学校教育の変革，授業改善が求められている。本

論は，「生物活用」の授業において，講義形式の授業

形態に加えてＡＬの要素を取り入れながら生徒の変

容・成長について質的研究を進めてきた実践内容であ

る。

２　学習活動のねらい

⑴　学習活動のプロセス

　現在，確かな学力の要素の一つ，「思考力・判断力・

表現力等の能力の育成」が重要視されている。そうし

た中，田村１）は，「授業の中に，思考・判断・表現す

るなど“子ども一人ひとりが能力を発揮する場面”が

用意されていないといけない」と述べている。つまり，

学習活動のプロセスが充実してこそ，個々の能力は育

成されるものであるとしている。本学習活動の一つ目

のねらいは，課題解決に向けた取り組みの中で，自分

の思いや願いを表現しながら実現できるように，授業

の中にインタラクション（相互作用）とリフレクショ

ン（振り返り）を活動場面に応じて取り入れることで

ある。また，知識・技能の習得においても教師が教え

込むよりも，子ども自身が思考・判断・表現する学習

プロセスの中で身につけた方が効果的であることが明

らかになってきており，「生徒がどのように学ぶか」

を大事にし，授業展開することにした。

⑵　思考ツールを活用した探究的・協同的学習活動

生徒が自らの課題解決に向

けて学ぶＡＬを実現するた

めには，探究的プロセス①

課題の設定②情報の収集③

整理・分析④まとめ・表現

を意識することがポイント

と示している。２）このプロセスの中で，とりわけ難

易度の高い整理・分析およびまとめ・表現の過程につ

いての思考ツール（図１）を活用した。本学習活動の

二つ目のねらいは，これまで比較的指導しにくかった

「整理・分析」場面において，生徒が主体的に取り組み，

収集した情報を比較，分類，関連付けできる場面を設

定することである。また，思考ツールを活用すること

で，限られた一部の生徒同士の話し合いに終始せず，

全ての生徒が授業の目標に向けて，学び合いに参加で

きるということも視点に入れながら内発的動機付けを

行うこととする。そうした活動は，松下２）が記す「参

加の平等性」と「活動の同時性」という２つの要素を

大切にし，グループ活動がより効果的なものとなるよ

うに，協同の意味と価値の認識を高めていきたいと考

えた。

⑶　体験的な食育を通じた学習活動

　平成22年度に文部科学省から「学校における食育の

推進」が掲げられ，以来，子どもの発達段階に応じて

農業教育における　　　　　　　　　
　　　　　　アクティブ･ラーニング型授業の取り組み

　　―科目“生物活用”の協同学習を通じて―

岡山県立井原高等学校　教諭　前　﨑　靖　彦

【図１：思考ツール例】
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様々な教育活動を通し，食育が進められてきた。本学

習活動の三つ目のねらいは，野菜を育て，調理し食す

るといった一連の体験的学習を展開することである。

そのことは，本校の学科総合型（普通科・園芸科・家

政科）の授業連携の中で，家庭科目を学ぶ生徒の力を

最大限に発揮できる系統性の高い指導に加えて，ＡＬ

の効果が高まると考えた。指導目標として，食に対す

る感謝の心を育むこと，栄養面や安全面，食文化に関

すること等，学習教材と関連付けすると共に将来の社

会生活に結びつく授業展開になるように工夫すること

にした。

３　アクティブ･ラーニング型授業の実践

　本授業の学習プロセス・学習形態を以下に示す。

①課題（種別）設定　　②野菜の栽培基礎管理

　「トマト」，「ミニトマト」，「ナス」，「ピーマン」，「カ

ボチャ」の５種類の夏野菜の中から各グループが１品

目を選択し課題設定とした。生徒は，簡易的に栽培で

きるプランタに野菜を定植するところから支柱・誘引，

追肥，灌水，収穫の一連的な栽培管理について体験的

学習を行った。また，日々の灌水管理（当番制）と合

わせて観察日記をつけることで野菜の成長に目を向け

ると同時に，責任感やクラスの連帯感を持たせること

を意図とした。

③課題の情報収集　　④課題の整理・分析

　栽培している野菜について，自らの興味・関心，問

題意識の高い情報をまとめる個人レポート（図４）を

課し，生徒は原産地，歴史，云われ，栄養素，健康増

進，調理法等様々なカテゴリーについて調べ学習を実

践した。また，各自行った野菜の調べ学習のレポート

の内容を付箋に書き出し，思考ツール（図５）を用い

てグループでカテゴリーの分類分けや整理を行いなが

ら，情報共有や学び合いを深めることができた。

⑤課題のまとめ・表現　　⑥課題の発表・評価

　学習活動をさらに深化させるため，グループ内で整

理・分析した内容について発表ポスター（図６ 模造

紙１枚）および発表要旨（Ａ４紙１枚）を制作課題と

した。最終的に全体での発表場面（図７）を設定し，

各グループが各種野菜についての学びを発表した。ま

とめた内容は，歴史，産地，栄養，健康，料理法など

豆知識の領域も含まれており，興味深い内容であっ

た。ポスターセッションに向けた内容の精選，文字の

大きさや色使い，伝達方法といった学習プロセスは生

徒の思考力・表現力の育成に繋がったと考える。また，

全ての生徒へ発表機会を与え，聴衆者は発表内容につ

いて感想・評価を記入できるシートを準備した。記入

後は個々の評価シートを切り分け，再度各グループへ

フィードバックした。客観的評価を見返すことで，生

徒は達成感を味わうと同時に，声の大小など伝達場面

表１　アクティブ･ラーニング型授業の学習プロセス

【図２：野菜管理】

【図４：個人レポート】

【図６：ポスター製作】

【図３：野菜収穫】

【図５：思考ツール】

【図７：全体発表会】
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での課題も明確になり，次時の改善に繋がるものと

なった。

⑦課題の調理計画　　⑧課題の調理と試食

　栽培している５品目の野菜について，グループワー

クを通じて調理計画を立てた。必ず作るマスト課題と

自由な発想で作るジャンプ課題を設定した。マスト課

題のテーマは「夏野菜カレー」とし，ジャンプ課題の

テーマは「食べたい夏野菜メニュー」とした。カレー

調理については，一般的なカレーライス，ドライカレー

やカレードリア，カレーうどん，ナンカレーなど様々

なアイデアあふれる品ができ，どれも完成度は高かっ

た。また，つけ合わせになった調理品としてのサラダ

や天ぷら，肉詰めピーマン等，夏野菜をふんだんに使っ

たメニューが揃った。各グループのメンバーが調理法

について情報収集し，想像を膨らまし思考を凝らすこ

とで，多様かつ独創的なメニューの調理ができ，生徒

たちの充実感に繋がったと考える。

⑨学習の振り返り・評価　　⑩学習のまとめ（年間）

　学習指導要領に示された「生物活用」の目標を授業

者および学習者が相互に達成できたかを振り返るため

の場面を設定した。科目目標は，「園芸作物や社会動

物の活用に必要な知識と技術を習得させ，それらの生

物の特性を活用した活動や療法の特性を理解させると

ともに，生活の質の向上を図る能力と態度を育てる３）」

ことである。現行の学習指導要領に改訂される際，前

述の“生活の質の向上を図る能力と態度を育てる”と

いう文言が付記された。生活の質とは，精神・身体・

社会・教育的効用がもたらす心の豊かさや満足度であ

ると示されている。本科目では，年間を通じて野菜の

栽培と調理に関すること，花に関するアレンジのこと

等体験的な学習を中心に取り組んできた。年間最後の

授業では学習のまとめとして，シートや思考ツールを

活用しながら生活の質の向上について個人レベルで分

析し考えることとした。それぞれの単元について知識

とスキルを総合的に評価（図10）し，心と体の満足に

ついて自らの充足度を分類別け（図11）した。さらに，

個々の意見を集約し記録するまとめシート（図12）を

もとにグループで議論し，意

見や感想を全体発表した。こ

のような学びの振り返りや

ツールによって，生徒一人ひ

とりが各単元における心の豊

かさや満足度を分析・整理す

ることができると共に授業者

が指導目標の達成を図る基準

の尺度となった。

４　アクティブ･ラーニング型授業実践のまとめ

　単元の目標に掲げた汎用的能力の育成について，以

下のとおり授業実践前の４月と事後の７月に意識調査

を実施した。いずれの質問項目についてもグループ学

習を柱にしてきた経緯と場面設定から“できる”以上

の数値が上昇した。特に質問項目１（図13）については，

緊張感のあまり他者と会話できない実態もアンケート

やヒアリング調査から読み取ることができたが，実践

前より“できる”以上が26.4％も上がった。人前で自

分の意見や考えを表現できる項目２（図14）も“でき

る”以上が21％上昇した。また，項目３（図15）につ

いては，当初グループ間で協力が全くできそうに無い

と感じていた生徒も，事後には協力できたと感じたよ

うである。

　今回，ＡＬ型授業の柱である協同学習を実践する上

で，ＱＵアンケート結果やクラス担任との情報交換も

指導材料の一つとして捉え，全ての生徒が学び合いに

参加できる「参加の平等性」を重視した。また，離脱

が予測される生徒のところへは教師はファシリテー

ター（図16：学びのつなぎ役）としての役割を意識し，

話し合いの場を作り，つなげるということを意図的に

行った。さらに，協同意識や学習意欲が高まるように，

グループ間のアイデアや創造を大切にし，成果に対し

て称賛することを継続的に行ってきた。

【図10：単元振り返りシート】

【図８：調理実習】

【図11：心と体の満足度シート】

【図12：まとめシート】

【図９：調理品】
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【アクティブ･ラーニング型授業の生徒感想】（抜粋）

●ポスターを作る中で，自然と役割分担ができていて，

誰か一人だけが作るということもなく，それぞれの

アイデア・調べたことを生かすことができました。

●今回の発表はあまり緊張せず，堂々と発表できたと

思うので前よりは成長できたのかなぁと感じました。

●同じ野菜を班の中で調べたのに，知らなかったこと

が多く，興味深く勉強になった。

●「見やすく」，「わかりやすく」伝えるのは難しくポ

スター作りはセンスも問われるので苦手だった。で

も，班の人達と苦手なことをカバーし合い，いいも

のが作れてよかった。［Ｈ27. ７月実施］

　生徒一人ひとりが「どのように学ぶか」ということ

に視点と力点を置いた授業展開は，アンケート項目お

よび感想の記述から授業者として一応の手応えを感じ

ることができた。中でもポスターセッションに関する

感想が多かったが，パソコンによるプレゼンテーショ

ンではなく，あえて手書きにしたため難易度の高いも

のと感じていたが，他者との協力によって課題を克服

し達成できたことは，生徒の充足感に繋がったといえ

る。また，知識の活用という面で，調べた内容を伝え

る学習形態は，生徒同士が興味・関心を持ち意欲的に

学ぼうとする姿勢が見受けられた。記憶の定着率を示

すラーニングピラミッド（図17）によると，講義や教

示よりもグループ討議や体験学習，あるいは生徒自身

が人に教えた時の方が格段に記憶に残ると示されてい

る。こうしたことから，実践した一連の授業展開は，

生徒の学びを定着させることに加えて，知識・技能を

活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・

表現力等を養うことができるものと考える。

５　おわりに

　３年間にわたる授業実践を振り返ると，１年目は生

徒の興味・関心度を高める単元構想や学習教材の確立

に重点を置き，２年目は，協同学習を実践しながら授

業の教育的効果を高める工夫を行ってきた。そして，

３年目はＡＬ型授業の要素を取り入れ，学習プロセス

を確立し，実践，振り返り，評価，まとめを行った。

その中で感じたことは，ただ単に生徒を活動させるこ

とを目的とするのではなく，活動を通じてどのような

知識や能力を身につけさせたいのかを明確にし，授業

内容や生徒実態に合せて取り組むことの重要性を自ら

学ぶことができた。

　将来の社会生活にとって必要とされている汎用的能

力について一科目を通し，生徒に身につけさせることが

できたか否かについては今後も検証，分析していく必要

があると感じている。ただ，多くの生徒が植物を育てる

楽しみ，食する喜び，感謝する気持ちで取り組んでくれ

たことで，本科目がねらう心の豊かさを高めようとする

能力と行動力を培うことができたと考える。

【参考文献】

１）田村学（2015）「授業を磨く」東洋館出版社

２）松下佳代（2015）「ディープ・アクティブラーニング」

勁草書房

３）教育課程企画特別部会（2015）「論点整理PP.1-

19」文部科学省　他

図13：コミュニケーションスキルアンケート結果

図14：コミュニケーションスキルアンケート結果

図15：コミュニケーションスキルアンケート結果

【図16：学びのつなぎ】 【図17：ラーニングピラミッド】
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はじめに

　生徒が生活する学校やコミュニティの中で，他者

とのつながりを作る力が乏しくなっている。「他者を

理解しようと関心を向けて積極的に関わること」ま

た，「自己を見つめ自分自身を知ること」がコミュニ

ケーションを円滑に行う上での不可欠の要素だと考え

ると，つながりを作る力の乏しい生徒はコミュニケー

ションに苦戦しているといえる。苦戦しながらも前向

きに他者と関わろうとしているならまだしも，傷つ

くことを恐れて殻に閉じこもるようになってしまう

と，困難に直面してもだれにも相談できないまま傷を

深めてしまいかねない。不登校等の深刻な事態になっ

てしまうこともある。その未然防止のためにも，生徒

につながりの力で問題を解決できる能力を育てていく

ことが必要である。その中で，特に生徒の学校適応感

を高め，主体的に問題解決に向けて動くことのできる

集団に育てる取り組みの骨格となる理論としてMulti-

Level Approach（包括的生徒指導アプローチ）（栗原，

2013）が注目されている。本稿では，このMLAの観

点から，平成27年３月に実施した生徒会のリーダー研

修会の実施内容を検証し，効果的な活動のあり方を示

す。

実　践

１　実践の目的

　「平成26年度岡山大安寺リーダー研修会実施要領」

はその目的を「リーダー研修会を通じて，岡山大安寺

中等教育学校生としての自覚や仲間意識を強め，学校

生活上のマナーやルールなどについて考えることを通

して規範意識を高める。今年度の学校行事について総

括，中等教育学校の完成年度にあたり，行事の取り組

み，中等教育学校生としてのありかたなどについて考

えさせることにより，本校リーダーとしての自覚をも

つ。」と記している。ここからは「生徒としてのあり

方の自覚」「仲間意識の醸成」「規範意識の獲得」「リー

ダーとしての自覚」が実践の目的として読み取れる。

２　実践の概要

　この年度のリーダー研修会は平成27年３月７日（土）

から８日（日）までの１泊２日の日程で「岡山県青少

年教育センター閑谷学校」（岡山県備前市閑谷784）で

実施している。参加生徒は生徒会執行部・書記部・専

門委員会（年度下半期）委員長・同副委員長（前期課

程・後期課程）及び有志生徒の26名であった。実施当

日の日程は【Table １】のとおりである。

⑴　事前学習

　この研修に先立ち，平成27年２月15日（土）に，鳥

取大学医学部の高塚人志准教授による「ヒューマンコ

ミュニケーションセミナー」を企画し，教職員の研修

とともにリーダー研修会に参加する生徒に「気づきの

体験学習」を通じて ｢人はみんな違う考えを持ってい

るということを前提にコミュニケーションを考えなけ

ればならない。｣ ということに思いを致させるととも

に，「自己概念（セルフ・イメージ）」を豊かにさせる

事前トレーニングをさせている。コミュニケーション

の主要素としての伝え合うための工夫・聴き方・話し

方などについて，実際にペアやグループでワークを行

い，その実践から得られる実感として「①よりよい伝

え方に気づくこと」「②自分を知ること」をテーマと

した活動である。参加した生徒は，「自分のことはわ

かっているようでわかっていないとわかった。」「自分

の頑張っているところを見直すことができた。」「自分

の性格をみつめなおした。」などといった振り返りを

残した。この「ヒューマンコミュニケーション」を通

じて生徒はよりよいコミュニケーションのあり方につ

いて考えるだけでなく，「よりよい自分のあり方」に

ついても，リーダー研修会に参加する前から考えるよ

うになった。生徒のメタ認知を促進させる非常に有効

な仕掛けであったと考える。

生徒の学校適応感を高める　　　　　
　　　　　　主体的グループ活動の実際

　　―リーダー研修をMulti Level Approachの観点から考える―

岡山県立岡山大安寺中等教育学校　教諭　大　西　由　美
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⑵　アクティブラーニングのグループ構成

　リーダー研修会の実施に当たり，当該年度の責任者

として生徒を指導した教諭（保健体育・生徒会係）は，

事前の準備や当日の活動担当を異年齢の構成員で作る

生徒の班に分け持たせ，担当する活動の準備・司会進

行等を全て生徒主体で運営するように仕掛けている。

研修の事前指導の段階で全ての班がどこかの場面で主

役になるように分担を決め，プログラムの実施準備と

司会進行，さらにはまとめまで，極力教師が手を貸さ

ず，生徒たちが協力して考え，実践するようにさせて

いる。このことによって，異年齢集団の中の高学年の

生徒は自然に自覚して班の中心的役割をこなすように

なり，班員全員に目を配り，意見を吸い上げて活動を

構築しようと動くようになる。また低学年の生徒も，

班の一員として，自分にできることを率先してやろう

とするようになる。ただし，担当教諭は「どうしても

困ったら相談しなさい」と，逃げ道もちゃんと用意し

ていた。これにより，生徒たちは先生が自分たちを信

頼して任せてくれていることを自覚し，また，うまく

いかなかったときは先生に相談できるという安心感も

持ちつつ，何とか自分たちでやり切ろうとして一層生

き生きと活動を構築していくことができたと筆者は考

えている。

３　実践の結果

⑴　生徒の活動計画

　生徒たちは研修の最後に活動目標を短い言葉でまと

めている。それにはいくつかの傾向が読み取れる。第

一には「自己成長」に関するもので，「積極的にあい

さつを，自分から相手の方を見てする」「人の意見を

聴くときは，相手に正面から向き合って積極的に聴く」

「自転車通学のマナーをまずは自分が意識する」「人の

ためになることをいつも考えて行動するようにする」

などである。第二には「他者貢献」に関するもので，「学

年に関係なく困っている生徒がいたら声をかけて手助

けする」「周りをよく見て忙しい人をサポートする」

などである。そして第三は「環境を整える」という観

点からのもので「黒板を毎時間きれいにして，気持ち

よく授業を受けられるようにする」「雨の日は教室の

前に雑巾を置く」「自転車置き場のごみを拾う」など

である。これらの行動が実際に行われていくと，学校

風土はあたたかく受容的なものとなり，生徒が集団と

して力を発揮できるようになり，気持ちのよい環境が

保たれていくと思われる。生徒がこのような活動目標

を語れるようになったということは，研修の成果が上

がり，先に述べた実践の目的が達成されたということ

であろう。すべての参加生徒が主体的に関わる仕掛け

を作り生徒を信頼して待つ姿勢を教師が貫いたことも

大きな成功要因であると筆者は考える。

⑵　ASSESSによる効果測定

リーダー研修会の効果を客観的に測定するために，活

動の事前事後でASSESS（６領域学校適応感尺度；

Adaptation Scale for School Environments on Six 

Spheres）の質問紙を使って参加生徒の変化を測定し

た。結果は【Table ２】のとおりである。ASSESSの

６領域とは「生活満足感＝生活全般に満足していると

感じている」「教師サポート＝教師から理解され適切

なサポートを受けていると感じている」「友人サポー

ト＝状況に応じて適切に友人からサポートされると感

じている」「非侵害的関係＝いじめられたり無視され

たりからかわれたりしていないと感じている」「向社

会的スキル＝教師や友人にあいさつしたり，相手を助

けたりなど積極的に関わっていると感じている」「学

習的適応＝学習に対する不安がなく，学習についてい

けていると感じている」の６つである。どの項目も平

均が50で，それを超えると良好な状態と考えてよい。

その観点から見ると，この集団は，研修前の段階から

生活満足感が高く，他のすべての領域においても良好

な適応感を持っているということができる。（第一回；

平成27年２月）。それが，研修の後さらに数値を伸ば

していることがわかる。（学習適応感は除く。）

【Table １】リーダー研修会日程
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考　察

　これまで述べてきたことから，平成27年３月実

施のリーダー研修会では，活動計画の記述からも，

ASSESSの客観的数値からも，生徒の成長が見られた

といえる。学校におけるすべての教育活動は，教育基

本法が謳うところの将来の「平和で民主的な社会の形

成者」として，生徒が成長していくことを目指して行

われるものであるから，活動の事前と事後では生徒に

何らかの成長がみられることが期待されている。今回

のリーダー研修会は期待に応えて成果を上げた優れ

た活動であった。それは，研修のプログラム構成が

MLA（マルチレベルアプローチ）（栗原，2013）の理

にかなっていたからであると考えている。

　マルチレベルの「レベル」は，支援のニーズによる

三つのレベルをいう。「一次的生徒指導＝生徒が自分

で問題を解決する力を育てる」「二次的生徒指導＝生

徒同士が支えあっていく力を育てる」「三次的生徒指

導＝教師や専門家が支える」の三つである。この各次

元の支援ニーズを充足するように支援と指導を同時に

多角的に行っていくのがMLAである。「生徒たちが集

団として成長し，仲間とのつながりの中で互いに交流

し，支えたり支えられたりしながら，目の前の問題

に主体的に関わり，力を合わせて解決していけるよ

うに育てていくこと。（専門的支援が必要な生徒にも

二次的・一次的生徒指導は施される。）」，と言い換え

てもよいと思う。その具体的な指導の方法としては，

一次的生徒指導では「協同学習」「SEL（社会性と情

動の学習；Social and Emotional Learning）」「品格教

育」「PBIS（ポジティブな行動介入と支援；Positive 

Behavioral Interventions and Supports）」などが挙げ

られる。また二次的生徒指導では「ピア・サポート」

「保護者との連携」「保こ幼小中連携」などが挙げられ

る。そして三次的生徒指導は「教師や専門家がチーム

となって個別支援すること」である。実施されたリー

ダー研修会の活動要素をこのMLAの観点に照らして

みると，その内容の多様性がよく見える。以下に整理

して述べる。

１　協同学習の要素

　リーダー研修会におけるグループ討議は，協同学習

である。班に与えられたテーマについて，まずは自分

自身で考え，その意見を班で討議してまとめていく。

それを全体で共有した後，意見をより確度の高いもの

にブラッシュアップしていく。この活動は，小さな「ピ

ア・サポート（仲間支援）」の面も含んでいる。討議

のテーマについて，真剣に考えたうえで他者の意見を

聴くことで，考えが広がったり深まったりする。良質

なコミュニケーションとアクティブラーニングの舞台

となるものであった。

２　SELの要素

　SELは「自己のとらえ方と他者との関わり方を基礎

とした，社会性（対人関係）に関するスキル，態度，

価値観を身につける学習」（小泉，2011）と定義され

ている。他者に対して自分の考えをどうやって伝える

か（アウトプットスキル）ということも大切だが，自

己の内面を理解したり，他者の表情や仕草から相手の

感情を読み取ること（インプットスキル）が備わって

いないために起こるトラブルも多く，SELではこのイ

ンプット面にも焦点を当てている。このリーダー研修

会では，その事前学習「気づきの体験学習（ヒューマ

ンコミュニケーション）」における自己理解促進の取

り組みや，研修での「聴き方」のトレーニングがSEL

の要素を十分に備えているといえる。

３　ピア・サポートの要素

　ピアは「仲間」，サポートは「支援」である。ピア・

サポートは仲間同士で支え合う活動である。リーダー

研修会では，前述の通り，あらゆる場面で異年齢の生

徒集団が力を合わせて課題に立ち向かい，つながりの

力で与えられた仕事をやり遂げていった。この活動そ

のものがピア・サポートである。また，ピア・サポー

トは，トレーニング→プランニング（活動計画）→実

践→振り返り→トレーニングというように循環してい

く活動である。リーダー研修会で学んだことをもとに，

活動計画を立てることは，このピア・サポートの「ト

【Table ２】　ASSESSの数値変化
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レーニング→プランニング」の実践に他ならない。そ

して活動計画を学校現場に帰って実施していき，定期

的に活動の成果を報告し合ったり，うまくいかなかっ

た点を話し合ったりすることで，改善を加えながらあ

らたな実践へと循環させていくことができる。

４　品格教育・PBISの要素

　リーダー研修会を主催した教諭は，常々生徒たちに

「大安仁」という言葉を伝えている。「大安寺」の学校

名に「仁」（儒教の徳目・人間愛・思いやり）をかけ

たものである。学校生活のあらゆる場面で他者を思い

やり尊重し合う気持ちを大切にしようという教えであ

り，「大安仁の日」というボランティア清掃の日が各

学期ごとに計画されるなど，生徒の間ではおなじみの

言葉となっている。すべての生徒があたりまえのよう

に「仁」を心がけるように言葉かけをしていき，それ

を定着させていることは，品格教育としても素晴らし

いことであると筆者は考える。岡山大安寺中等教育学

校は平成27年度から本格的に品格教育に取り組み始め

たが，この「大安仁」はその先駆けであるといえよう。

　PBISは，おおざっぱに言えばポジティブな行動を

強化して習慣化させていく取り組みである。アメリ

カでは，強化のためにカードやシールを贈っている。

また，岡山県総社市の中学校では「Good Behavior 

Card」を作って活用しているところもある。リーダー

研修会で，研修の最後に「プレゼントシート」を贈り

合うことは，この研修で様々な活動をともにした仲間

に対して，力を合わせて考えたり悩んだり楽しんだり

したすべてのことを含めて振り返りたたえ合うことで

もある。PBISで教師が生徒にカードなどを贈って望

ましい行動を強化するのとは方法は違うが，研修の最

後の「活動計画」で考えた前向きな取り組みをより強

化し，実践に向けて勇気づけるものとして「プレゼン

トシート」が類似の効果を持つと考える。

結果と展望

　生徒の成長を期して実践される教育活動が一定の成

果を上るものとなるためには，効果のあった活動の優

れた面を分析し，次回の取り組みに活かしていくこと

が必要である。本稿では，平成27年３月に実施したリー

ダー研修会は生徒を主体的に積極的に活動させる優れ

た仕掛けであるだけではなく，MLAの観点に照らし

て，生徒指導に有効な良質で優れた取り組みの要素を

たくさん持っていたことが分析できた。このことから，

今後，リーダー育成だけではなくすべての生徒を育て

る取り組みのあり方として，MLAの理論に基づく多

様な仕掛けを各学校の既存の具体的な取り組みと関連

させながら，教育活動に取り入れて実践していくこと

が有効であると考える。

　筆者は平成27年度から「品格教育」を，そして平成

28年度からは「PBIS」の実践を，先生方の協力の下

に進めている。異学年交流や協同学習の持つ意義を認

識し，効率重視や学力偏重に陥ることなく，生徒の人

間力を育てる教育活動を現場に合った形で推進してい

く工夫をしている。今後，教育の現場においてより望

ましい実践形態を探求していくうえで，ここに述べた

実践のあり方が大きな示唆を含んでいるといえよう。

この報告が，優れた教育実践について主体的に学び（自

己研鑽）自己の実践に効果的に取り入れようとする前

向きな姿勢（進取の精神）を持って教育実践を行って

おられる諸先生方の参考になれば幸いである。
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『宮脇紀雄 人と作品』
　　―備中の奥深い山ひだに生まれ育った童話作家―

岡山県立図書館　主事（再任用）　岡　　　長　平
　

著者・発行者　岡　　　長　平　　　

発行年月日　　平成28年（2015）４月

体　　　裁　　63,17ｐ　A ５判  　

１　はじめに

　あなたは、おかあさんがありますか。あなたは

おかあさんがあるしあわせを、ほんとうに知って

いますか。また、あなたは、おかあさんがないも

ののかなしみを知っていますか。山のおんごく村

の、まずしい家で、おかあさんをなくした、ひと

りの少年の話を、まぁきいてやってください。

（『山のおんごく物語』巻頭）

　私は中国山脈のとある山ひだの、さびしい村の

百姓の子に生まれた。長男だったけれども、十四

の秋に母が死んで、幼い弟妹に、義母と祖母の間

にはさまれ、ひととおり哀しい少年の日を送った。

もし私に、少しでも多感なものがあるとすれば、

この少年時代のおくりものだろうか。

（「わが還暦記」『わが鶏肋の記』）

　宮脇紀
と し お

雄（1907～1986年）は、明治の末に、備中の

奥深い山ひだの百姓家に生まれ、母を早くに亡くした

ことから、長男でありながら家を出て、単身文学修業

に励む。その日その日のパンを得るため、クズ屋稼業

まで経験しながら、少しずつ童話作家として認められ

ていく。

　宮脇の作品に共通するのは、多感な少年期を過ごし

た、故里の風物であった。そこでは、実際に経験した

つらさ、悲しさを描くのだが、穏やかに語りかけるよ

うな文章には、不思議とじめじめとした暗さはない。

むしろ、逆境を跳ね返そうとする強い意志がわいてく

る。

　宮脇は、昭和54年に文庫化された『山のおんごく物

語』の巻末に自筆（自作）年譜を載せている。５ペー

ジの略年譜だが、人生の主要な出来事とその時に生ま

れた作品を簡潔にまとめている。

　本書は、自身のエッセーや自著の前書き、後書き、

また、宮脇を取り巻く他の作家の作品評、人物評など

を参考に、この年譜に肉付けする形で補い、宮脇の人

と作品をたどってみたものである。

『生きている森』（文研出版）より

本書表紙書影
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２　本書の構成

　本書は、（１）口絵、（２）本文、（３）単行本目録

の３部で構成した。

（１）口絵

　年代順に宮脇の主な著書計36点をカラー図版で収録

した。 カラー口絵イメージ
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（２）本文

　次の内容で構成した。

■年代順にたどる生涯と作品

　□山のおんごくに生まれ育つ

　　□備中・吹屋の風土

　□母、三十二歳で病死

　□岡山へ出て本屋を始める

　□文学を志し単身上京するが

　□再び上京

　□作品が売れる

　□結婚、山暮らし、終戦

　□海外名作童話の再話

　□単行本を次々と刊行

　□日本児童文芸家協会の創立

　□偉人伝の執筆

　□民話と宮脇

　□「三種の神器」と宮脇

　□父の死、山のおんごく物語

　□円熟の「宮脇ワールド」

■作家仲間が語る人柄と作風

（３）単行本目録

○童話、民話、伝記、再話等に限らず、宮脇が著作者

（翻訳を含む。）となった単行本を収めた。編集のみ

の場合は除外した。

○タイトルの五十音順に配列した。

　各記述には、タイトル、著者表示、発行者、発行年

月、叢書注記、収録内容（本文記載のものを除く。）

を納めた。

○本文に解説等を記載したものは、記述の最後に本文

ページを記した。

　残した著書220数冊、創った童話や読み物の数は（筆

者が確認しただけで）1,100編に及ぶ。

　創作単行本は、昭和59年11月の『少年風の中をいく』

が最後となったが、没後も、偕成社の低学年向け「ア

ンデルセンどうわ」や「偉人伝」、また、再話ものの一つ、

バーネットの『小公女』（ポプラ社文庫）も版を改め

て長く親しまれた。

単行本目録イメージ
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３　おわりに

　岡山県立図書館に勤務していた時、「岡山県郷土作

家百人展」という展示会をして、図録を作った。宮脇

はその百人のうちの一人だったが、図録を作るにあ

たって、その資料の少ないことに驚いた。

　『日本文芸鑑賞事典』第20巻（ぎょうせい　昭和63

年６月）に『山のおんごく物語』が紹介されているが、

その中で執筆者の小林俊也は、「宮脇紀雄の作品論や

作家論としてまとまった論考は、今のところほとんど

なく、今後の研究を待たなくてはなりません。」とし

ており、「資料が少ない」と感じた現状を説明している。

　その後、ある機会に古書店で「風」３部が出品され

ているのを見つけた。昭和44年に宮脇が満を持して私

家版で発行した個人雑誌である。その第一号には、野

間児童文芸賞を受賞した長篇童話『山のおんごく物語』

が収録されている。

　読んでたちまち魅了された。

  ◇中国山脈に連なる深い山々の谷間の村、そこの貧

しい農家の子、功という名の少年が主人公で、家

族は祖母、父、病死する母、姉、弟の六人構成。

物語は十四の話が、ある年の早春から次の年の春

がくるまでの季節の順にオムニバスの形式で、巧

みに民話風に運ばれている。母親を失った子の哀

愁と夢想が綴られ、人の世の明暗が語られ、とき

どきにユーモアが取りあげられて、素朴な表現が

物語の興味を倍加している。（第七回野間児童文

芸賞要項　「児童文芸」昭和45年１月号）

  

　母を診察に来た医者の靴をかくす「くつまつり」、

病気の母の患部を冷やすための「氷買い」、母の快癒

を祈祷する「かべぬり法印」、近所の婚礼と母のとむ

らいを描く「よめどりとおとむらい」、功や子どもた

ちが亡き母を思い慕う場面を描く「お遍路さん」「た

こやぶり」、そして、コンニャク商売に奔走して失敗

した父との「夜なべの親子」など、作品は、春の訪れ

に始まり、その後一年間の主人公・功の生活を、四季

折々の風物とともにたどる。

  

  ◇あまたある宮脇さんの作品の中でも代表作といっ

て間違いないだろう。宮脇さんの半自伝で、青年

の頃、山の遠国(おんごく)である故郷を出てから、

長い間心の中にあたためてきた、なつかしい思い

出の風物や季節感を横糸に、母に死別した少年の、

父と姉と弟（と祖母）の寂しい生活を縦糸として、

美しく織りあげた物語である（内野富男「宮脇紀

雄論」）。（かっこ内補記は筆者）

  ◇宮脇さんの物語が、生死にまつわる重い素材をと

り上げながらも、さわやかな印象を残してくれる

のは、その生い立ちによって培われた強靱な生き

る意志が底を流れているからだと思います。底辺

の生活を、肩肘はらず謙虚にくぐりぬけてきた心

情が、明日を生きる子どもたちの素朴な心にとけ

こみ、哀しみをこえた向日性の境地をひらいてく

れるのです（西沢正太郎「山のおんごく物語解

説」）。

  

　それまで「岡山県郷土作家百人展」以来、心に引っ

かかっていた気持ちは、はっきりと、宮脇に関する資

料をまとめなければ、という奇妙な責任感に変わった。

　本冊子は、作品論でも作家論でもなく、宮脇の書い

たものを年代順にたどり、前書きや後書きなどから引

用したものである。あるいは、他の作家が書いた作品

評も引用した。こうすることによって、宮脇のその時

その時の気持ちや考え方、作品に対する思い、また童

話や、場合によっては、人生に対する考え方が読み取

れるのではないかと考えた。

　楽しみとして、宮脇童話を読む人のいくらかでも参

考になれば幸いである。

　なお、本書は、私家版として発行し、県下の公共図

書館に配布するにとどめた。興味のある方は、お近く

の図書館でご覧いただきたい。
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Ⅰ　はじめに

　見附小学校は、見附市で推進している学校、家庭、

地域が一体となった総掛かりの人材育成を目指す「共

創郷育」のもと、ふるさと見附を愛する子どもを育む

ために、「地域に学び、地域でつながり、地域を創る

学習」の展開に努めている。また、コミュニティスクー

ルを導入し、学校運営協議会や学校支援地域本部を通

して、地域との連携強化にも取り組み、地域との好循

環を生み出しやすい環境にある。見附市商工会（以下、

商工会）や青年会議所の方々との連携による成果も上

がっている。

Ⅱ　研究の概要

　新潟県では、目指す人づくりの姿を「ふるさとへの

愛着と誇りを胸に、粘り強く挑戦し未来を切り拓く、

たくましいひとづくり」としている。これまで、当校

に於いても、地域連携を教育活動の軸に据え、学校が

計画を立案し、教育コーディネーターを介して関係機

関との調整による活動や、地域の要請による活動を推

進してきた。しかし、子どもが地域に対して、主体的

に働き掛ける姿に弱さが見られた。これは、子どもに、

地域を動かしたり、変えたりする体験や、地域から認

められる経験を十分に味わわせることができず、自己

有用感に裏付けられた地域に対する愛着を育むことま

で至らなかったからである。

　そこで、学校と地域とが一緒に活動を計画し、子ど

もの成長と地域課題の解消を見据えたＷＩＮ－ＷＩＮ

の活動（以下、学校・地域共同開発型の活動）の在り

方を明確にし、地域教育プログラムとして教育課程に

位置付けることが必要であると考えた。本研究では、

学校と地域とで、目指す子どもの姿と地域課題を共有

しながら活動の計画を作成する。そして、活動を進め

る中で、子どもの思い・願いと地域の思い・願いの変

化を共有する。このことにより、子どもの主体的に地

域にかかわり続ける中で、自己有用感を高めていく姿

や、地域の新たな取組を生んだり、意識を変えたりす

る姿につながると考えた。

Ⅲ　研究の内容

１　研究の実践内容

平成 26・27 年度第 3 学年総合的な学習の時間

単元名「盛り上げよう 私たちの大好きな商店街」

２　研究の方法

　⑴目指す子どもの姿と地域課題を共有した指導計画

の作成。

　当校では、3 年の総合の他に、2 年生活科や 6 年総

合でも、商工会や商店街と連携した活動を行ってきた。

しかし、学校・地域共同開発型の活動を目指すには、

３年総合で目指す子どもの姿と商店街の課題を、学校

と商工会・商店街で共有することが必要である。また、

活動を進める中で、子どもの思い・願いと商工会・商

店街の思い・願いを共有しながら、指導計画を作成し

ていく必要もある。そこで、以下のような流れで指導

計画を作成、展開する。

　⑵子どものアイデアを生かした活動を検討、実行す

る中で、互いの思い・願いを交流する場の設定。

　子どもに地域に対する愛着を育むためには、地域に

対する自己有用感を高めることが必要である。そのた

めに、子どもの思い・願いが具現され、成功体験を実

感できる活動を組織する。その際、子どもと商工会・

商店街の思い・願いを交流し、実現可能な活動につい

て検討できるようにする。

Ⅳ　研究の実際

1 平成 26 年度第 3 学年実践

　⑴学校と商工会とでの指導計画作成について

　３年総合の打ち合わせで商工会を訪問した。そこで

《学校部門》

ふるさと見附を愛する子どもを育む地域教育プログラムの創造
～地域と協働で取り組む３年総合「私たちの力で大好きな商店街を盛り上げよう」の実践を通して～

新潟県見附市立見附小学校

校長　布川　治夫

最 優 秀 賞

−72− −73−
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は、総合を通して目指す子どもの姿として「自分たち

の住む地域をよりよくしようと努力している人々の思

い・願いに気付くこと」「自分たちでできることを考え、

実行・発信できること」を伝えた。商工会は、「商店

街としても行き詰まっている。昔のような賑やかな商

店街を目指して取り組んでいるが、新しいアイデアが

ほしい。」と答えた。そこで、学校と商工会で話し合

いながら以下の指導計画を作成した。

第１次　商店街の工夫や店の人の思いを調べよう

第 2次　商店街の今の様子を詳しく調べよう

第 3次　自分たちでできることを実行しよう

第 4次　自分たちの活動を振り返ろう

　作成後、商工会が、「商店街の活性化のためにあり

がたい。商店街も喜んで協力する。学校のねらいや要

望は私が伝えます。子どもたちのアイデアに予算を付

けたい。」と言った。学校と商工会とで指導計画を作

成したことにより、活動の見通しを共有することがで

きた。

　⑵子どもと商店街の交流

　子どもに、社会科のスーパーマーケットの学習を基

に商店街に目を向けさせた。そして、お店ごとのグルー

プを作り、商店街のことを詳しく調べることにした。

すると、子どもは次のようなことに気付いた。

・お店のよいところを詳しく教えてくれたり、試さ

せてくれたりする。とても優しい。

・商店街には自慢できる商品がたくさんある。

　商店街のよさに

気付いてきたとこ

ろで、商工会から

商店街の歴史と現

状について聞く場

を設定した。昔は

賑やかで、子ども

の遊び場でもあった商店街が変化してきている現状を

知った子どもは、「昔のような賑やかな商店街にした

い。」と思い・願いをもった。続けて、商工会代表が、

「みなさんのアイデアをください。」と言った。子ども

は、アイデアを考えることに意欲的な姿を見せた。

　⑶子どものアイデアを生かした活動の実際

　グループで検討した結果、以下のようなアイデア

が出された。

・お店のゆるキャラとよさを伝えるポスターを作る。

・スタンプラリー大作戦をする。

　このアイデアを学校と商工会とで検討し、実現可能

かどうか確認した。すると、スタンプラリーの賞品は、

商工会で予算を付けて用意することとなった。商工会

代表は、「ゆるキャラは我々だけでは思い付かない。

スタンプラリーも流行っているので、ぜひやってもら

いたい。」と言った。子どもたちの思い・願いが地域

に認められたのである。

・お店のゆるキャラとポスター作り

　17 店舗でそれぞれゆるキャラとお店の紹介ポス

ターを作成した。作成したゆるキャラの意味を説明

したり、紹介ポスターを掲示してもらったりした。

子どもは、お店の方に、「お店の特徴が表れていてとっ

てもうれしいです。」「上手にできていてすごいね。

お店に飾っておくよ。」と言われた。振り返りカード

にも、「お店の人にほめられてうれしかった。いろい

ろな人に紹介して、たくさんの人に来てもらいたい。」

と書く子どもが多く見

られた。

・スタンプラリー大作戦

　作成したゆるキャラを

使って、スタンプラリー

カードを作成した。子ど

もが、お店の方に説明す

ると、「スタンプを作っ

ておくね。」と言った。

子どもは学校でも全校放

送で呼びかけたり、保護

者にチラシを配ったりして参加を呼びかけた。

スタンプラリーの呼びかけ

　その結果、２００名以上の方が商店街に訪れた。商

店街の方から、次のような感想をもらった。

・昔のように、久しぶりに子どもが走り回る賑やか

な商店街になってうれしかった。

・子どもの、「ごめんください。」の声が響いて、お

店が明るくなった。

　思い・願いを具現し、それに対する商店街の感想を

聞いた子どもたちは、活動を多くの方に知ってもらえ

たと意欲を高めていった。

商店街の方と子どもの交流

スタンプラリーカード

−74− −75−
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・地域の方に宣伝する

　子どもは、商店街のよさや、取り組んだ活動につい

て、より多くの地域の方に発信したいと願ってきた。

そこで、見附市の教員とＰＴＡ、地域の方が集まる見

附アカウンタビリティで取組を発表した。その発表の

様子をＤＶＤにして、見附市交流センターで放映した。

⑷子どもと商工会・商店街の思い・願いの交流

　子どもの活動に対

して、商工会・商店

街から感謝状を贈呈

したいと申し出が

あった。商店街の方

から、次のような感

想をいただいた。

　みなさんが商店街を盛り上げる活動に取り組んで

くれたことに、刺激を受けました。私も、新しいこと

に挑戦しようと意欲が沸き、新しい機械を導入しまし

た。みなさんも新しいことに挑戦し続けてください。

　これは、学校・地域共同開発型の活動の一つの姿で

ある。

２　平成 27 年度第 3学年実践

⑴学校と商工会とでの、平成 26 年度の成果・課題の

共有と指導計画の修正

　平成 26 年度（以下、昨年度）の活動を受け、平成

27 年度（以下、今年度）の活動を学校・地域共同開

発型の活動として地域に根付かせるとともに、教育課

程に位置付けるために活動の目的を整理する必要があ

ると考えた。そこで、学校と商工会とで、昨年度の成

果・課題を共有しながら、指導計画を加筆・修正する

場を設定した。次の成果・課題を共有した。

＜学校＞
・商店街との交流によりコミュニケーション能力の

素地が養われた。
・自分でも地域の役に立てるという認識を育めた。
・お店が限定されていて、追求の姿に差が見られた。
＜商店街＞
・子どもらしい新しいアイデアがいただけた。
・子どもの質問に刺激を受けて、新しいことにチャ

レンジしようという意欲が高まった。
・より多くのお店とかかわらせたい。

　この成果・課題を基に、次のように指導計画の１次

を修正した。

平成 26 年度 平成 27 年度

商工会が協力する商店街

のお店を提示し、子ども

が選択する。

商工会が、商店街に活動

の目的を伝える。子ども

が追求したいお店を選択

する。

⑵自分が追求したい商店街のお店との交流

　子どもは、第 2学年の生活科で商店街見学を経験し、

どんなお店があるか知っていた。そこで、「お店の方

の工夫」「お店の方の思い・願い」という視点を与え、

商店街で追求したいお店を調べる活動を行った。その

中で、「休みの日でも連絡があれば仕事をする。」「お

客さんと話をしながら、その人に合ったものを提供す

る。」という工夫や「地域に親しみをもってもらえる

商店街にしたい。」という思い・願いを知ることがで

きた。子どもの感想には、「商店街をもっと賑やかに

したい。」ということに関する記述が多く見られた。

商店街に対して、愛着をもち始めた姿である。

⑶活動に対する意欲を高める子どもと商工会・商店街

の思い・願いの交流

　今年度は、子どもがもち始めた商店街に対する愛着

を、商店街に主体的にかかわる意欲へと高めるための

手立てとして、子どもと商工会・商店街の思い・願い

の交流の場を設定した。商工会・商店街からは、「商

店街の歴史と現状」「昔の子どもたちにとって店頭で

商品を作る商店街はとても楽しいワンダーランドのよ

うな所だったこと」「現在は店舗数も来客数も減って

いること」を聞いた。また、昨年度の 3年生が活動し

たことが次のように商店街を大きく動かしたことも聞

いた。

・子どもたちが活性化しようと活動したことで、刺激

を受けた店主が新しい機械を導入したこと。

・子どもたちのアイデアであるスタンプラリーを取り

入れて、商店街でもスタンプラリーを行ったこと。

平成26年度のアイデアが取り入れられたスタンプラリー

　子どもたちは、「自分たちも商店街が盛り上がるた

めに、何かしたい。」と子どもたちは言い始めた。そ

こで、提案するアイデアを考える場を設定した。

⑷商店街の思い・願いを受けた子どものアイディアを

生かした活動の実際

　商店街を盛り上げるため、子どもたちは次のアイデ

アを出した。

子どもたちへの感謝状の贈呈
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・子どもの遊び場を作り　・おまけプレゼント

・試食コーナーや手作り体験イベント

・ゆるキャラシール作り　・宣伝ポスター　・チラシ

・店の紹介本作り　・テーマ曲、CM作り

・商店街での呼び込み・宣伝

　これらのアイデアについて、実現可能かどうか学校

と商工会・商店街で検討した。すると、商工会・商店

街の提案で、昨年度実施した「店の紹介本」の他に、

おまけプレゼントとしてティッシュの配布をすること

になった。ティッシュの予算は商工会で用意し、子ど

もは、お店ごとのティッシュに入れるチラシを考える

ことになった。また、商店街ＣＭ作りもお願いされた。

・おまけ（チラシ入りポケットティッシュ）作り

　これまで調べてきたお店ごとのグループで、ティッ

シュのチラシを作成した。お店の特徴を絵や文で簡潔

に表した。グ

ループ同士で

見せ合い、よ

いところを取

り入れなが

ら、取り組ん

だ。

・商店街ＣＭ作り

　お店ごとのグループの代表が集まり、商店街のＣＭ

作りを行った。「商店街のよさと魅力が伝わるＣＭ」

を合い言葉に活動を進めた。おまけプレゼントの

ティッシュのことも内容に入れて、調べてきたお店の

よさを簡潔に分かりやすく伝わるＣＭを作成した。そ

して、見附市

交流センター

に交渉し、期

間限定でＣＭ

を放送しても

らった。

商店街の方か

ら次のような感想をいただいた。

・たくさんのお客さんが来てくれた。ティッシュを

見て笑顔になるお客さんを見て元気が出た。

・見附市交流センターでＣＭを見たとき、自分もが

んばろうという思いになった。

　子どもたちの振り返りには、「自分たちで商店街を

盛り上げることができたこと」「商店街の方を笑顔に

できたこと」に関する記述が多く見られた。これは、

活動が子どもの自己有用感につながった姿である。

⑸子どもたちの活動への評価

　昨年度に続き、商工会・商店街からの感謝状を受賞

した。その他、地元新聞に掲載されたり、見附市ライ

オンズクラブから 2年間の取組に対する表彰を受けた

りした。表彰後の感想では、「自分たちの力で商店街

を元気にできたことが嬉しかった。」と述べた。地域

を自分たちで変えることができることを実感した姿で

ある。

地元新聞掲載記事 ライオンズクラブからの表彰

Ⅴ　成果と課題

１　成果

・学校と商工会とで目指す子どもの姿と商店街の課題

を共有して活動を進めたことにより、商店街のそれぞ

れのお店に活動の目的と内容の速やかな共通理解につ

ながった。その結果、子どもの活動に対する商店街の

方の意欲的な姿を生むとともに、商店街に対する子ど

もの主体的な働きかけの姿を生んだ。

・子どものアイデアが商店街の活動に実際に生かされ、

認められたことは、地域に役立つという子どもの意識

を育むことにつながった。また、商店街の活性化を目

指して、商工会・商店街の意識を変え、行動を促すきっ

かけにもなった。また、学校・地域共同開発型の活動

は、見附を愛する子どもの育みにもつながることが見

えてきた。

２　課題

　目指す子どもの姿を、より具体的に描くことで、子

どもに対する地域のかかわり方が明確になる。学校・

地域共同開発型の活動を、地域教育プログラムとして

教育課程編成に反映し、持続可能な地域連携活動へと

高めていくことが必要である。

ティッシュのチラシ作り

商店街CM
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１　はじめに

　「体育は、できないから嫌い。」「持久走は、疲れる

だけでおもしろくない。走りたくない。」「ドッジボー

ルは、速い球を投げられる人以外はずっとよけている

だけでつまらない。」・・・。

　児童は、体育にさまざまなイメージをもち、ひいて

は体育全般に得意不得意を感じることがある。そして、

それが体育の授業の中で意欲として大きく表れる。意

欲がときとして、反復練習や課題への取り組みの阻害

の材料になっており、ますます体育に対する意欲・技

能習得の二極化を進める大きな要素になっている。

　昨年度、本校第４学年は、５月にとちぎっ子学力調

査を行った。その際、第 4学年の質問紙に体育に関す

る問いが２点あった。１つ目は、「体育の教科は、しょ

う来のために大切だと思いますか。」という質問であ

る。この質問に対して、93.1％が「はい」と答えている。

これは、県の平均である 90.0％を 3.1 ポイント上回っ

ている。２つ目は、「体育は好きですか。」である。こ

の質問に対して、67.3％が「はい」と答えている。こ

れは、県の平均である 73.6％を 6.3 ポイントも下回る

結果となっている。

　また、昨年度６月に行った体力テストにおいて、本

校全体の体力合計点が全国平均をやや下回っていた。

その中でも、特に「20 ｍシャトルラン」と「ソフトボー

ル投げ」の平均が全国平均を下回る学年が多く、担任

をもった第４学年においては、20 ｍシャトルランで

は、ｔ検定で－ 6.22 の差が出ており、危険率が５％

で有意と判定が出ている。また、ソフトボール投げで

は、－ 3.53 の差が出ており、危険率が１％で有意で

あると判定が出ている。

　この２つの調査結果から、児童は体育の有用性を十

分に感じているが、体育を好きになれずにいることと

体力を十分に獲得できていないことが推察される。

　以上の調査結果をもとに、本実践研究において以下

の２つの仮説を立てた。

仮説①

　・苦手意識をもちやすい単元の教材の工夫を図れ

ば、体育に積極的に取り組む児童が増えるので

はないか。

仮説②

　・興味を持続させ、運動量を確保できるような教

材の工夫を図れば、授業に対して意欲的に活動

することで、技能の高まりを期待できるのでは

ないか。

　２つの仮説を明らかにしてく方法として、以下に挙

げた内容を実践することとした。

　仮説①に対する実践➊

　　児童の発達段階に沿った単元計画の作成

　仮説②に対する実践❷

　　児童にとって魅力ある教材や教具の工夫

２　実践結果

❶　児童の発達段階に沿った単元計画の作成

　・開発実践単元「バウンドバレーボール」

　【ねらい】

　技能の簡易化と学習過程、ルールの工夫により、

全員がアタックしたりレシーブをつなげたりする喜

びを味わえる授業を目指す。

　【ルール】

　・１チーム４～５人	 ・ラリーポイント制

　・時間制（１試合５分）	 ・ポジションはなし

　・サーブは順番を固定	 ・バドミントンコート

　・ソフトバレーボール（180 ｇ使用）

　単元における「本時のめあて」、「各時間におけるス

テップごとのルール」、「予想される児童の姿」を以下

の表にまとめた。（次項参照）

《個人部門》

児童の意欲を引き出す体育の授業を考える
～「もっと運動がしたい」を目指して～

栃木県宇都宮市立陽東小学校

教諭　五十嵐太一

最 優 秀 賞
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　表－１

単
元
時
数

「本時のめあて」

・各時間におけるステップごとのルール

☆ゲーム例（第１時における活動例）

予想される児童の姿（○メリット　●デメリット）

1「ソフトバレーボールを使ってさまざまな遊びを

楽しもう」

☆ボール運びリレー　☆ワンバウンドラリー

☆アタックで命中させろ　☆アタックキャッチ！

○全体でボールに慣れ親しむ

○運動量を確保できる

2「ラリーを楽しんでゲームをしよう。」

ステップ１＜ルール＞

・レシーブ側はワンバウンドしてキャッチする。

・キャッチした人がアタックラインより後ろから

好きなところに移動してアタックする。

○ルールが単純で簡単　○ラリーが続く

●運動能力の高い児童だけが活躍する

3

4 「友達と２段こうげきをせいこうさせよう。」

ステップ２＜ルール＞

・レシーブ側はワンバウンドでキャッチする。

・キャッチした人は、アタックする人のところに

行き、トスを上げてアタックさせる。（男⇔女、

番号順などの制約をいれてもOK）

○トス→アタックの流れが分かる

○バランスを考えてゲームに取り組む

○技能に応じて作戦を考えるようになる

●同じ人がキャッチ、アタックすることになる

5

6

7 「３段こうげきでゲームを楽しもう。」

（第８時からリーグ戦）

ステップ３＜ルール＞

・レシーブ側はワンバウンドしてからレシーブす

る。

・レシーブされたボールを別の人がキャッチする。

・キャッチした人は、アタックする人のところに

行き、トスを上げてアタックさせる。

○３段こうげきの流れが分かる。

○バランスを考えてゲームに取り組む（こうげき

から守りまで）

○運動量が増える。

●レシーブやトスの技能を高める必要がある

8

9

（実践結果）

　第２時でキャッチやアタックに消極的だった児童

は、授業で仲間との練習を重ねていくにつれ、２段攻

撃→３段攻撃と難易度が上がるのに反して、攻撃に積

極的に参加する機会が増えた。ほぼ全員がアタックが

決められるようになり、第９時においては、運動が苦

手と言っていた児童が、積極的にレシーブをし、仲間

とボールをつなぐ楽しさを十分に味わうことができて

いた。

　本単元のルールの設定や授業計画を通して、仲間と

かかわりあう時間をたくさんとり、ゲームの簡易化と

ステップアップを図ることにより、３段攻撃によるラ

リーゲームをクラス全員が汗びっしょりになるまで楽

しむことができた。

　そして、第 5学年時の「ソフトバレーボール」の単

元においても、ルールをノーバウンドに変えるのみと

することで、運動の特性を理解して運動に親しむこと

ができた。また、多くの児童が「3段攻撃の心地よさ」

を経験することで、チームごとにレシーブ、トス、ア

タックの基礎練習を選んで活動することができた。

❷　児童にとって魅力ある教材や教具の工夫

【ねらい】

　短い時間で児童が運動を楽

しみ、意欲的に能力を高める

時間をつくる。

　⑴　ボール投げの能力強化

　本学級では、体育の授業前

やちょっとした空き時間、業

間休みや昼休みに実施できる

ボール投げの能力強化として、「校庭ゴルフ」「手作り

ジャイロ」の自校化を図った。

　「校庭ゴルフ」では、児童の投げる力がある程度均

一された小グループを

作り、校庭内に設置し

た計９ホールのゴール

に向けて、順番にボー

テックスを投げる活動

を行った。ボーテック

スは、投げたときに腕

の振りと手首の返しが

うまくいき、きれいな

回 転 が か か る と

「ヒュー」と高い音を

出して飛ぶ。

校庭ゴルフに挑戦

する児童の姿

校庭ゴルフ図
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　児童は、その音の有無で、自分の投げ方の良し悪し

を判断することができるため、より大きないい音を目

指して、何度も挑戦していた。また、チームの合計投

球数がスコアとなるため、チームの仲間が遠くへ投げ

られるように互いに投げ方をチェックし、どのグルー

プも声をかけ合っていた。

　また、すべてのホールを回るタイムもスコアに加算

されることから、走りながら投げる活動を行うことで、

体力増強にもつながったと考えられる。すべてのホー

ルを回り終えるのに、およそ 10 分から 15 分程度で終

わることもあり、児童が飽きることなく、意欲的に投

げる運動に取り組むことができた。また、運動量も十

分に確保することもできた。

　「手作りジャイロ」とは、紙やペットボトルの胴体

の部分を切って輪を作るこ

とでできる、投げる教材のこ

とである。工程も簡単なた

め、手作りで教材を作り、自

分だけのものを一人一人が

投げることができた。

　これは、素材が軽いため、

どこでも安全に投げることができる。そのため、業間

休みや昼休みなどに自分の手作りジャイロをもって外

遊びに出る児童が多くいた。体育館を解放した時にも、

遠くに飛ぶように何度も投げる運動を楽しんでいた。

　その他にも、メンコを牛乳パックで作ったり、紙鉄

砲を作ってクラスの朝の会の時間に実施したりと、体

育の時間以外にも楽しめる手作り教材を身近に置くこ

とで、安全に楽しめる環境を教室内にも作ることがで

きた。

　⑵　持久力の強化・・・「校庭ミニ駅伝」

　体育の中でも、運動が苦手な児童がひときわ苦手と

するのが持久力を高める運動である。そこで、意欲を

高めるため、クラス内で５人１組のミニ駅伝チームを

作り、校庭内に第１区から

第５区までのコースを設定

した。それぞれのコースは、

距離や走路の状態等が違う

ので、得意不得意なども含

めて話し合わせて走るコー

スを決定させた。また、駅

伝と同じように、各チーム

ごとにたすきのカラーを選択し、第１区からたすきを

つないでゴールまで届けることを意識させて走らせ

た。

　実践した結果、チーム対抗戦になったことで、最後

まであきらめず、全員が歩かずに走りきる児童が多く

いた。自分で決められた区間を走り切ろうとする使命

感をもった児童が多くいたためであるだろう。

　また、友達とたすきをつなぎ合う楽しさを感じ、「違

う区で挑戦したい。」「またみんなで走りたい」という

児童からの意見が多かった。

校庭駅伝コース図

３　取り組みの成果

　半年以上における授業の単元を見通して考えること

で、意欲を高めるためにさまざまな観点から授業を見

直し工夫することができた。アプローチの方法もさま

ざまあり、教材のレベル、ルール、出会わせ方、学習

形態、時間配分、ミニ単元の組み合わせ（15 分でで

きる授業）などを考えていくことで、児童が飽きるこ

となく何度も取り組みたいと思える授業づくりを、数

十時間の体育で実践できた。

　以上における実践の成果を検証すべく、今年度第 5

学年の体育の授業において、４月「体つくり運動」５

～６月「バウンドバレーボール」（数時間）と「ソフ

トバレーボール」を単元として設定した。また、学年

の体育すべてを担当し、実践に取り組んだ。実践にお

ける結果と考察は以下のとおりである。

①　児童の体育への意識と意欲についての考察

　今年度も、平成 27 年度の調査同様、体育に関する

問い２つに関する調査を行った。（※「１　はじめに」

参照）

　１つ目は、「体育の教科は、しょう来のために大切

だと思いますか。」という質問である。この質問に対

して、平成 27 年度の調査では、93.1％が「はい」と

答えている。これに対し、平成 28 年度の調査では、「は

い」と答えた児童が 97％であった。これは、平成 27

年度の同調査において 3.9％も上回る結果となった。

　また、「体育は好きですか。」という質問に対して、

平成 27 年度での調査においては、67.3％が「はい」

手作りジャイロ

校庭ミニ駅伝の様
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と答えている。これに対し、平成 28 年度の調査では、

「はい」と答えた児童が 90％であった。これは、平成

27 年度の同調査において 22.7％も上回る結果となっ

た。

以上の結果から、体育へのプラスの意識が高まり、よ

り体を動かすことへの意欲を引き出したと考えられ

る。

②　児童の体力の高まりについての考察

　今年度の体力テストのソフトボール投げにおいて、

本学級の平均、本学年の平均、同学年の県・および全

国の平均は、以下のようになっている。

　以上の結果から、実践を行った本学級は、本学年の

他学級と大きな記録の差が見られた。また、本学級の

男女ともに、全国の平均を上回ったことから、十分に

投げる力をつけるのに効果的だったと言える。

　また、20 ｍシャトルランの結果は、以下のようで

ある。

　男子の平均回数は 53 回で、これは県平均の 53.8 回

よりやや下回った。また、女子の平均回数は、43.1 回

で、これは県平均の 42.9 回をやや上回った。どちら

も全国平均に達することができなかったが、同学年の

他学級との比較では、それぞれ３回以上の差が見られ

た。

　このことから、効果こそ結果として十分ではなかっ

たが、今後も興味のある運動を考え続けていき、児童

の体力の変容を追い続けていきたい。

４　終わりに

　今後としては、来年度の体力テストを元にどの能力

が身に付いていないかを分析し、次年度への課題を見

出すことが必要となってくる。それは、本校だけの問

題としてとらえるのではなく、地域学校園や宇都宮市

全体の傾向をつかみ、教材や教具、場の効果的な与え

方を多くの職員同士で共有していくことで、児童の体

育への意欲を高めていきたい。そして、児童が「もっ

と運動がしたい」と思える授業を考え続けていきたい。

＜参考資料＞

・楽しい体育の授業４月～ 11 月　明治図書　

2015/4/1 ～ 11/1

・すべての子どもが主役になれる！「ボール運動」絶

対成功の指導BOOK　明治図書	2015/4

・よい体育授業を求めて　　大修館書店　2015/5/20

・体育における「学びの共同体」の実践と探究　大修

館書店　2015/4/20

・平成 27 年度　体育方法研究会（栃木県）資料
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あ　と　が　き

　日教弘岡山支部は，昭和31年，全国に先駆けて教育研究助成事業

を開始し，個人研究，グループ研究，教育研究論文・著書助成事業

と順次事業を拡大して61年目を迎えました。これまでに延べ1,533

人の方々に総額79,165千円を助成いたしました。

また，平成5年，創立40周年記念事業の一環として「教育研究集録」

を創刊して以来，本県の教育振興に寄与するべく県下の学校・教育

機関に頒布し，今回で第25号の発刊となりました。

　今後とも，本県教育の振興・発展を支援するべく，本事業の更な

る充実に努めてまいりますので，学校現場等が抱える課題の解決に

向けた日々の取り組みや，教材研究などの実践・研究を論文として

まとめられ，多数応募されることをご期待申し上げます。
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